
令和元年度第２回総合教育会議次第 
 

日 時  令和２年２月 18 日（火）午前９時 30 分～ 
場  所 ひかりプラザ５階教育資料室      

 
 
 
 １ 開会 
 
 
 
 
 
 ２ 協議・調整事項 
 
 

(1) 国分寺市教育に関する大綱（案）第２期（令和２年度～令和６年度）について  
…資料１ 

〔政策経営課〕 
 

(2) 今後の教育施策の推進について 
①Society5.0 に向けた教育の取組について 
②地域に開かれた学校づくりに向けた取組について 
③日本の伝統文化の継承及び発展に向けた取組について 
④東京 2020 大会後のスポーツ施策・オリパラ教育の推進について 

…資料 2～８ 
〔教育総務課・学校指導課・文化振興課・スポーツ振興課〕 

 
 
 
 
  ３ その他 
 
   
 
 
 
 ４ 閉会 
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１ 趣旨 

この大綱は，地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下「地教行法」といいま

す。）第１条の３（大綱の策定等）の規定による「教育，学術及び文化の振興に関する総

合的な施策の大綱」として策定するものです。 

大綱の策定に当たっては，地教行法第１条の４（総合教育会議）の規定により設置さ

れた総合教育会議を開催し，市長と教育委員会が協議・調整を行い，教育基本法第 17

条（教育振興基本計画）第２項の規定による本市の教育振興基本計画である『第２次国

分寺市教育ビジョン』，文化振興・スポーツ振興に関する施策の総合的な計画である

『第２次国分寺市文化振興計画』及び『国分寺市スポーツ推進計画』を踏まえたものと

しています。 
 

2 期間 

市の最上位計画である『国分寺市総合ビジョン』が令和６年度までの計画期間とな

っており，『第２次国分寺市教育ビジョン』，『第２次国分寺市文化振興計画』及び『国分

寺市スポーツ推進計画』も令和６年度までの計画であることから，大綱の期間につい

ても令和６年度までの５年間とします。 

なお，その間においても，本市を取り巻く社会状況の変化や取組の実施状況等を踏

まえ，必要に応じて見直しを行います。 

 

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 

       

   

１．大綱の策定にあたって 

国分寺市教育に関する大綱（第２期） 

第 2次国分寺市教育ビジョン 

国分寺市総合ビジョン 

国の教育振興基本計画（第３期） 

 
東京都教育ビジョン（第４次） 

第２次国分寺市文化振興計画 

国分寺市スポーツ振興計画 
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施策の方向性 

Ⅰ 生きる力の育成 

1 豊かな心を育みます 

2 確かな学力を伸ばします 

3 健やかな体を育てます 

４ 一人ひとりの個性を伸ばします 

Ⅱ 学校教育環境の充実 

1 教員の資質・能力を高めます 

2 開かれた学校づくりを進めます 

3 学校環境を整えます 

Ⅲ 
社会全体の教育力の

向上 

1 誰もがいつでも学べる学習機会を充実させます 

2 地域における学びの循環を推進します 

Ⅳ 
歴史遺産をいかした 

学びの推進 

1 文化財に対する理解を深めます 

2 文化財の調査・保存・活用を進めます 

Ⅴ 

歴史文化・芸術文化・

環境文化・社会文化の

４つのまちの姿の推進 

1 文化に触れる機会を提供します 

2 文化を育んでいきます 

3 文化をつないでいきます 

4 文化を広めていきます 

Ⅵ 

だれでも参加できる 

豊かな生涯スポーツ 

社会の推進 

1 豊かなスポーツライフを楽しむ人の拡大をします 

2 スポーツに親しむ環境の整備を進めます 

3 スポーツの活動支援の充実とネットワークの創出をします 

 

 

 

  

施策の方向性Ⅰ～Ⅳは「第 2次国分寺市教育ビジョン」 に基づき作成 

施策の方向性  Ⅴ  は「第 2次国分寺市文化振興計画」 に基づき作成 

施策の方向性  Ⅵ  は「国分寺市スポーツ推進計画」 に基づき作成  

２．教育に関する大綱体系図 
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生きる力の育成 

【ビジョン１】 豊かな心をはぐくみます 

～国分寺市の目指す姿～ 

〇 学校における人権を尊重する教育や道徳教育が充実し，さらに家庭・地域

と連携することで，子どもたちの豊かな人間性や社会性が育っています。 

〇 いじめや虐待等の人権侵害に悩むことのない，一人ひとりが大切にされ

る学校や家庭・地域が実現し，子どもたちが健やかに育っています。 

 

【ビジョン２】 確かな学力を伸ばします 

～国分寺市の目指す姿～ 

〇 AI技術等の発達による「超スマート社会（Society5.0）」の到来に向けて，

「基礎的・基本的な知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向

かう力，人間性等」が育っています。 

〇 持続可能な社会を築くために何をしたらいいのか，自分はどのように目

標達成に貢献できるかを考えることができる力が育っています。 

 

【ビジョン３】 健やかな体を育てます 

～国分寺市の目指す姿～ 

〇 運動やスポーツが好きな子どもたちが増え，体力が向上するとともに，生

涯にわたって運動に親しむ資質・能力が育っています。 

〇 健康や安全についての理解が深まり，明るく楽しい生活を営むことのでき

る力が育っています。  

3．教育に関する大綱 

１ 豊かな心を育みます 

２ 確かな学力を伸ばします 

３ 健やかな体を育てます 

施策の方向性Ⅰ 
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～国分寺市の目指す姿～ 

〇 学校では，子どもたち一人ひとりの教育的ニーズに応じた指導・支援が行

われています。 

〇 教員，子ども，保護者，地域住民が特別支援教育への理解を深めています。

また，教員は関係諸機関と連携しながら子どもの能力や可能性を最大限に

伸長しています。 

〇 悩みを持った子どもや保護者が相談しやすい体制が整っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育的活動「元気アップタイム」 

 

 

 

 

 

 

 

4 一人ひとりの個性を伸ばします 
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学校教育環境の充実 

【ビジョン１】 教員の資質・能力を高めます 

～国分寺市の目指す姿～ 

〇 子どもたちの興味・関心を引き出し，主体的に学習に取り組める授業を展開し

ています。 

〇 子どもたち一人ひとりの個性を的確に捉え，意欲的に学校生活が送れるよう

支援しています。 

〇 様々な課題に的確で効果的に対応できるよう，すべての教員が組織の一員と

して学校運営に積極的に参画しています。 

〇 保護者や地域住民と積極的に連携を図り，地域に根ざした特色ある学校づく

りが進められています。 

 

【ビジョン２】 家庭や地域の教育力を高めます 

～国分寺市の目指す姿～ 

〇 学校と家庭・地域が連携し，地域とともに子どもたちを育てていく学校に

なっています。 

 

【ビジョン３】 学校環境を整えます 

～国分寺市の目指す姿～ 

〇 子どもたちは，快適な教育環境の中で，学習への興味・関心を高め，意欲

的に学んでいます。 

〇 身の回りの犯罪や災害，食などに対する安全が守られ，子どもたちは安心

して学校生活を送っています。 

  

１ 教員の資質・能力を高めます 

２ 開かれた学校づくりを進めます 

３ 学校環境を整えます 

施策の方向性Ⅱ 
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社会全体の教育力の向上 

 

～国分寺市の目指す姿～ 

〇 市民の多様なニーズに対応した学習機会が提供され，市民一人ひとりの

学びが保障されています。 

〇 社会教育施設が地域の学習拠点となり，市民の自主的・主体的な学習活

動が活発に行われています。 

〇 学習や活動に必要な情報が提供され，市民一人ひとりがいつでも学び，

集い，活動できる環境が整備されています。 

 

 

～国分寺市の目指す姿～ 

〇 学校，家庭及び地域が相互に連携し，子どもから大人まで学び・育ち合う

地域が形成されています。 

〇 市民の学習成果が地域に還元されることに伴い，人と人とのつながりが

強まり，地域コミュニティが活性化されるとともに，地域活動の担い手が育

っています。 

 

 

 

 

 

 

わんぱく学校「飯山市の小学生との交流キャンプファイヤー」 

１ 誰もがいつでも学べる学習機会を充実させます 

２ 地域における学びの循環を推進します 

施策の方向性Ⅲ 



- 7 - 

 

歴史遺産をいかした学びの推進 

 

～国分寺市の目指す姿～ 

〇 市民が，様々な機会に文化財に触れ，親しみ，理解を深めています。 

〇 市民自らがボランティアとして，文化財の保護・普及活動に取り組んでい

ます。 

 

  

～国分寺市の目指す姿～ 

〇 文化財から市の歴史や時代の様子を究明するため，文化財が持つ歴史的

背景や価値の調査研究が進んでいます。 

〇 様々な分野の文化財が，調査研究をもとに適正に保存され，その活用が

進んでいます。 

〇 史跡武蔵国分寺跡附東山道武蔵路跡が歴史公園として保存，整備され，

市民の憩いの場，学習の場となっています。 

史跡の活用「第 36回万葉花まつり金堂基壇上のコンサート」 

 

 

１ 文化財に対する理解を深めます 

２ 文化財の調査・保存・活用を進めます 

施策の方向性Ⅳ 
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歴史文化・芸術文化・環境文化・社会文化の 

４つのまちの姿の推進 

  

～国分寺市の目指す姿～ 

〇 文化について学び，鑑賞し，体験する機会を提供することで，市民の文化

への関心を喚起し，文化に身近に触れ，親しむことができるようにします。 

 

 

～国分寺市の目指す姿～ 

〇 市民による多様な活動を支え，協働することで，文化振興の担い手を育成

します。そして，市民の活動の場・機会を充実させ，市民の活動が国分寺な

らではの文化へと展開することを目指します。 

 

 

～国分寺市の目指す姿～ 

〇 国分寺固有の自然・歴史資源を保存し，将来へと継承するとともに，世代

間のつながりをつくり，文化（歴史・芸術・環境・社会）やコミュニティを次世

代へと引き継いでいきます。 

 

 

～国分寺市の目指す姿～ 

〇 国分寺の文化の魅力を伝えるとともに，活動する市民，団体，組織からな

るネットワークをつくり，主体的かつ創造的な市民と市の協働を実現するこ

とを目指します。 

１ 文化に触れる機会を提供します 

２ 文化を育んでいきます 

３ 文化をつないでいきます 

４ 文化を広めていきます 

施策の方向性Ⅴ 
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だれでも参加できる豊かな生涯スポーツ社会の推進 

  

～国分寺市の目指す姿～ 

〇 年齢や障害の有無に関わらず，多様なライフスタイル，それぞれのライフス

テージに応じ，市民の誰もが気軽にスポーツを楽しむことができる環境づ

くりを進めます。 

〇 スポーツを「観る」だけでなく，「する」「支える」へスポーツの関わりを広げ，

生涯にわたり豊かなスポーツライフを送ることができるよう支援します。 

〇 幼児期から外遊びやスポーツを経験させる機会を充実させることにより，

体を動かす楽しみや興味と関心を高め，様々なスポーツを行うきっかけを

つくり，スポーツの習慣化をねらいます。 
 

 

～国分寺市の目指す姿～ 

〇 誰もが利用しやすいよう施設のバリアフリー化を進めることで利用者の

利便性を向上させ，利用促進を図っていきます。 

〇 身近でスポーツができる場を整備し，誰もがどこでもスポーツが楽しめる

ような環境づくりに努めていきます。 
 

 

～国分寺市の目指す姿～ 

〇 スポーツ人口を拡大するために，東京 2020 オリンピック・パラリンピッ

クを契機とし，スポーツへの興味・関心を高めることができるよう，オリンピ

ック・パラリンピック種目等の体験イベントやスポーツ・レクリエーション体験

イベントの開催を行い，スポーツの情報提供も充実させます。 

〇 スポーツをする子どもたちのために地域ぐるみで応援する仕組みを創出

し，スポーツ指導者等のレベルアップや大会の充実などにより子どもたちが

活躍できる環境を整えます。 

〇 今まで培われてきた地域の様々な人のつながりを活かしたスポーツのネ

ットワークの仕組みを創出します。 

１ 豊かなスポーツライフを楽しむ人の拡大をします 

２ スポーツに親しむ環境の整備を進めます 

３ スポーツの活動支援の充実とネットワークの創出をします 

施策の方向性Ⅵ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担 当 国分寺市政策部政策経営課 国分寺市教育委員会教育総務課 

所在地 
〒185-8501 

国分寺市戸倉一丁目６番地１ 

〒185-0034 

国分寺市光町一丁目 46番地８ 

電 話 042-325-0111（代表） 042-574-4040 

 

国分寺市教育に関する大綱（案） 



 

 

 

 

 

 

 

 

第㸰次国分寺市教育ࢪࣅョン 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

௧和㸰ᖺ㸰᭶ 

国分寺市教育委員会 

Administrator
スタンプ
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第̐次国分寺市教育ビジョンの 

基本的͵考え方 
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̏ 計画策定の趣旨 

 

 国ศ寺市教育委員会࡛ࡣ，市教育委員会ࡢ教育目標ࢆᇶᮏ理念置付ࠕ，ࡅ人人ࡀ

ᖹᡂ，࡚ࡋ目指ࢆ実現ࡢࠖࡕࡲࡿࡍᚠ環ࡀࡧ学，ࡾࡀ࡞ࡘ 27 ᖺ㸰᭶，ࠗ 国ศ寺市教育ࢪࣅ

ࣙン 㸦࠘௨ୗࠗ 第㸯ḟ教育ࣙࢪࣅン 振ࡢ教育ࡿࡅ࠾ᮏ市。ࡓࡋࡲࡋ策ᐃࢆ㸧。ࡍࡲいい࠘

興ࡢࡵࡓࡢ施策関ࡿࡍᇶᮏ的࡞計画ࡢ࡚ࡍ，࡚ࡋ子ࡀࡕࡓࡶ互いࡢ個性ࢆ尊㔜ࡋ，

認ࡵ合うࡿࡁ࡛ࡀࡇ教育ࡢ実現や，ࠕṔ史࡛ࠖࡕࡲࡢあࡿ国ศ寺市ࡢ文やṔ史ࢆᚋ世

伝ᢎࡿࡍ組࡞ࡾࡃ࡙ࡳ，市ࡢ教育必要࡞様々࡞施策ࢆ展開ࡓࡋࡲࡁ࡚ࡋ。 

 ࠗ第㸯ḟ教育ࣙࢪࣅン ࠾間ࡢࡇ，ࡵࡓࡿࡍ௧和元ᖺᗘ࡛終了ࡀᖺ㸧計画期間㸦㸳ࡢ࠘

㸱 ࠗ第㸯ḟࠕ第㸰章ࡢ変や，ᚋ段ࡢ環境ࡃ巻ࡾྲྀࢆ教育ࡢ変，ᮏ市ࡢ社会情勢ࡿࡅ

教育ࣙࢪࣅン࠘ࡢ主ྲྀ࡞組状況ࠖグ載ࡓࡋᖹᡂ 27ᖺᗘࡽᖹᡂ 30ᖺᗘࠕࡢ国ศ寺市教

育委員会教育ࣙࢪࣅンᇶ࡙ࡃ主要施策ࡢⅬ検ཬࡧ評価ࠖᇶ࡙ࡃᡂ果࣭課㢟等ࡢ整理࡞

ンࣙࢪࣅ第㸰ḟ国ศ寺市教育ࠗ࡞ࡓえ，新ࡲ踏ࢆ 㸦࠘௨ୗࠗ第㸰ḟ教育ࣙࢪࣅン࠘いい

 。ࡓࡋࡲࡋ策ᐃࢆ㸧。ࡍࡲ

 

 

 

 

国分寺市教育委員会ࡢ教育目標 

 

 国ศ寺市教育委員会ࡣ，日ᮏ国憲法ཬࡧ教育ᇶᮏ法ࡢ精神ᇶ࡙ࡁ，子ࡕࡓࡶ

，࡚ࡋ大ษࢆ自然や文ࡢ郷土国ศ寺市，ࡶࡿࡍ尊㔜ࢆ人ᶒࡋ愛ࢆᖹ和ࡀ

心身ࡶ健ᗣ࡛，知性感性富ࡳ，人間性豊ᡂ長ࢆࡇࡿࡍ願う。 

，ࡶࡢ連携࡞緊密ࡢ学校࣭家庭࣭地域社会，ࡋ融合ࡀ社会教育学校教育，ࡓࡲ 

誰ࡀࡶ生涯ࢆ通࡚ࡌ主体的学ࡶࡪ，逭࡛ࢇ教育参加ࡿࡍ社会ࡢ実現ࢆ目

指ࡋ， 

 

     ○互いࡢ人格ࢆ尊重ࡋ，思いやࡢࡾあࡿ心豊࡞市民 

     ○自ࡽ学び考え行動ࡿࡍ，個性創造力豊࡞市民 

     ○健康࡛ࡃࡓまࡶ，ࡃࡋ生ࡿࡁ市民 

 

 。ࡿࡵດ育ᡂࡢ
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̐ 計画の期間 

 

 ࠗ第㸰ḟ教育ࣙࢪࣅン࠘ࡢ計画期間ࡣ，௧和㸰ᖺᗘࡽ௧和㸴ᖺᗘࡢ࡛ࡲ㸳ᖺ間ࡲࡋ

 。ࡍ

実施状況等ࡢ変やྲྀ組ࡢ社会状況ࡿࡄࡵࢆ教育ࡢ国ศ寺市，ࡶい࡚࠾間ࡢࡑ，ࡓࡲ 

 。ࡍࡲ行いࢆ改ᐃ࡞え，必要ࡲ踏ࢆ

 

 

 

̑ 計画の位置付け 

 

 ࠗ第㸰ḟ教育ࣙࢪࣅン࠘ࡣ，教育ᇶᮏ法第 17条第㸰㡯ࡾࡼᐃࡀࡇࡿࡵ求࡚ࢀࡽࡵい

 。ࡍࡲࡅ置付࡚ࡋ教育振興ᇶᮏ計画࠘ࠗࡢᮏ市，ࡿ

 ᮏ市ࡿࡅ࠾教育行ᨻࡢ方向性ࢆ示ࡍ計画࡛あࡾ，市長ࡀ策ᐃࠗࡿࡍ国ศ寺市教育関

ල体。ࡍࡲࡁい࡚ࡋ展開ࢆ㧗い施策ࡢ実効性ࡾࡼ，ࡋ共᭷ࢆ方針࡞ᇶᮏ的ࡣ࠘⥘大ࡿࡍ

的࡞施策ࡘい࡚ࡣ，ࠗ 国ศ寺市特ู支援教育ᇶᮏ計画㸦義務教育時㸧࠘，ࠗ 国ศ寺市子ࡶ

ㄞ書活動推逭計画 ，࠘ࠗ 国ศ寺市立学校ࡢ教育課程࠘等ࡢ個ู計画࡛ᐃ࡚ࡵいࡍࡲࡁ。 

整合性ࡶ関ಀ計画，ࡵࡌࡣࢆン࠘ࣙࢪࣅ国ศ寺市総合ࠗࡿ最ୖ計画࡛あࡢ市，ࡓࡲ 

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡋ推逭積極的ࢆ施策࡞ල体的，ࡽࡀ࡞ࡾᅗࢆ

 ࠗ第㸰ḟ教育ࣙࢪࣅン࡛࠘ ྀྲ，方向性ࡢ施策，ࡣ 組ࡢ柱，主要施策ࡢ㸱層構造ࡢ計画構ᡂ

ࠗ，ࡣい࡚ࡘ方向性ࡢ施策。ࡍࡲい࡚ࡋ 第㸯ḟ教育ࣙࢪࣅン࡛࠘ࡣ㸳ࡢࡘ構ᡂ࡚ࡋい

ࠗ，ࡀࡓࡋࡲ 第㸰ḟ教育ࣙࢪࣅン࡛࠘ࡣ，ࠗ 第㸯ḟ教育ࣙࢪࣅン࠘ࡢ特ู支援教育等ಀࡿ

施策ࡢ方向性Ϫࠕ子୍ࡶ人ࡾࡦ応ࡓࡌ支援ࢆ充実ࡍࡲࡋ ン࠘ࣙࢪࣅ第㸰ḟ教育ࠗ，ࠖࢆ

ࢆ構ᡂ࡚ࡋ方向性ࡢ施策ࡢࡘ㸲，ࡅ置付中ࡢ育ᡂࠖࡢ力ࡿࡁ生ࠕ方向性Ϩࡢ施策ࡢ

変更࡚ࡋいࡍࡲ。 

ࡍ育ᡂࢆ力ࡿࡁ生ࡢࡕࡓࡶ子ࡢ࡚ࡍࡎࡽわ᭷無ࡢ㞀害，ࡣい࡚ࡘࡇࡢࡇ

୍ࡾࡼࢆ指ᑟ࣭支援ࡓࡌ応ࢬ࣮ࢽ教育的ࡢࡾࡦ人୍ࡕࡓࡶ子，ࡕ立いう視Ⅼࡿ

層充実ࡵࡓࡿࡏࡉ，施策ࡢ方向性Ϩࠕ生ࡿࡁ力ࡢ育ᡂࠖࡢ中置付ࡓࡅいうࡇ

 。ࡍࡲࡾ࡞

㸲ࡢࡘ施策ࡢ方向性ࢀࡑᑐ応ྲྀࡿࡍ組ࡢ柱ࢆ掲ࡆ，ྲྀ組ࡢ柱ࢆ遉ᡂࡢࡵࡓࡿࡍ主要

施策ࢆ示ࡋ，ᚋࡢᮏ市ࡢ目指ࡍ教育ࡢ姿ࢆ明確ࡽࡉ。ࡍࡲࡋ，主要施策࡚ࡅཷࢆ決

ᐃࡿࡍ務業ࢆ，地方教育行ᨻࡢ組⧊ཬࡧ運営関ࡿࡍ法ᚊ第 26条࡛義務付ࡓࢀࡽࡅ教

育委員会ࡢⅬ検࣭評価ࡢᑐ象ࡋ，教育ࡢ計画行ᨻࡢ組࡚ࡋࡳ推逭࡚ࡋいࡍࡲࡁ。 
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̒ 計画の策定体制 

 

 ࠗ第㸰ḟ教育ࣙࢪࣅン࠘ࡢ策ᐃ当ࡣ࡚ࡗࡓ，㸦仮称㸧第㸰ḟ国ศ寺市教育ࣙࢪࣅン検討

委員会ࢆ設置ࡋ，関ಀ団体ࣜࣄン࣓ࢥ࣭ࢡࢵࣜࣈࣃ，ࢢンࢺ等ࡢ市民参加ࢆ経࡚，教育

委員会࡛決ᐃࡓࡋࡲࡋ。 

 

 

施策ࡢ方向性

ྲྀ組ࡢ柱

主要施策

目指ࡍ学びࡢまࡢࡕ姿 

～人人ࡾࡀ࡞ࡘࡀ，学びࡀ循環ࡿࡍまࡕ～ 

国分寺市教育ࢪࣅョン 

○互いࡢ人格ࢆ尊重ࡋ，思いやࡢࡾあࡿ心豊࡞市民 

○自ࡽ学び考え行動ࡿࡍ，個性創造力豊࡞市民 

○健康࡛ࡃࡓまࡶ，ࡃࡋ生ࡿࡁ市民 

国分寺市教育委員会ࡢ教育目標 

国分寺市 

総合ࢪࣅョン 

国分寺市 

教育関ࡿࡍ 

大綱 

教育関ࡿࡍ個別計画 

第㸱次国分寺市特別支援教育基本計画㸦義務教育時㸧 

第୕次国分寺市子ࡶㄞ書活動推㐍計画 

史跡武蔵国分寺跡㸦僧寺地区㸧整備実施計画 

国分寺市立学校ࡢ教育課程 等 

事務事業 

主要施策ࡢ㐍捗状況ࡘい࡚，

点検࣭評価ࢆ行いまࡍ 
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第㸰章 

 

国分寺市ࡢ教育ࡾྲྀࢆ巻ࡃ状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第̐章 

国分寺市の教育を取Ε巻く状況 
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̏ 教育Ͷ関すΖ主͵動向 

㸦㸯㸧国ࡢ動向 

ձ学校地域ࡢ連携࣭協働ࡢ推㐍 

 ᖹᡂ 27ᖺ 12᭶，中央教育審議会答申ࠕ新ࡋい時௦ࡢ教育や地方創生ࡢ実現向ࡓࡅ学

校地域ࡢ連携࣭༠働ࡢ在ࡾ方ᚋࡢ推逭方策ࡘい࡚ࠖ࠾い࡚，ᮍ来ࢆ創ࡾ出ࡍ子

ࡢ教育࡛ࡾ社会総掛，ࡾ࡞当者ࡢ教育ࡀࡾࡦ国民୍人，ࡵࡓࡢᡂ長ࡢࡕࡓࡶ

実現ࢆᅗࢆࡇࡢࡑ，ࡾ通ࡌ，新࡞ࡓ地域社会ࢆ創ࡾ出ࡋ，生涯学習社会ࡢ実現ࢆ果ࡋࡓ

࡚いࡃいう理念ࢆ実現ࡵࡓࡿࡍ，学校地域ࡢ連携࣭༠働୍ࢆ層推逭࡚ࡋいࡢࡵࡓࡃ

組ࡳや方策ࡀ提言ࡓࡋࡲࢀࡉ。 

 

ղࡢ࡚ࡋ࣒࣮ࢳ学校ࡢ実現 

 ᖹᡂ 27ᖺ 12᭶，中央教育審議会答申ࡢ࡚ࡋ࣒࣮ࢳࠕ学校ࡢ在ࡾ方ᚋࡢ改善方策

解決ࢆ課㢟ࡓࡋ複雑࣭多様，ࡋ実現ࢆ改善等ࡢ教育課程ࡀい࡚，学校࠾い࡚ࠖࡘ

࡚ࡋ࣒࣮ࢳࠕ，ࡋ見直ࢆ࡞方ࡾ在ࡢ業務ࡃᇶ࡙組⧊や組⧊文ࡢ学校，ࡣࡵࡓࡿࡍ

いࡘ改善方策ࡢࡵࡓࡿࡍ実現ࢆࢀࡑ，ࡋࡿ大ษ࡛あࡀࡇࡃい࡚ࡆୖࡾ作ࢆ学校ࠖࡢ

構築ࡢ体制࣒࣮ࢳࡃᇶ࡙専門性ࠕ，࡚ 強ࡢ機能ࢺン࣓ࢪネ࣐ࡢ学校ࠕࠖ， 教員୍人୍ࠕࠖ，

人ࡀ力ࢆⓎ揮࡛ࡿࡁ環境ࡢ整備ࠖࡢ㸱ࡢࡘ視Ⅼ沿࡚ࡗ示ࡓࡋࡲࢀࡉ。 

 

ճ教員ࡢ資質能力ࡢ向ୖ 

 ᖹᡂ 27ᖺ 12᭶，中央教育審議会答申ࡢࡽࢀࡇࠕ学校教育ࢆ担う教員ࡢ資質能力ࡢ向

速ࡀࢻ࣮ࣆࢫࡢ逭歩や変ࡢ社会ࡾࡼ活用ࡢ知識やᢏ術࡞ࡓい࡚，新࠾い࡚ࠖࡘୖ

，ࢀ崩ࡀ均衡ࡢ経験ᖺ数ࡢ影響等࡛教員ࡢ大㔞㏥職，大㔞᥇用ࡢ教員ࡢ方࡛，近ᖺ୍ࡿࡲ

ࡇࡿあい状況࡞ࢀࡉ伝ᢎ滑ࡀ知識࣭ᢏ能ࡢ若手教員ࡽ先輩教員うࡼࡢ࡚ࡘ

࡚ࢀࡽࡵ求ࡀ࡞実現ࡢ学校ࡢ࡚ࡋ࣒࣮ࢳ，ᑐ応ࡢ改革ࡢや，教育課程࣭授業方法

いࡿ背ᬒࢆ踏ࡲえ，教員ࡢ養ᡂ࣭᥇用࣭研修୍ࡢ体的改革ࡀ必要࡛あࡢࡑ，ࡋࡿල体的

方策ࡘ࡞い࡚提言ࡓࡋࡲࢀࡉ。 

 

մ義務教育ࡢ段階ࡿࡅ࠾普通教育相当ࡿࡍ教育ࡢ機会ࡢ確保等関ࡿࡍ法ᚊ

 成立ࡢ

 ᖹᡂ 28 ᖺ 12 ᭶，ࠕ義務教育ࡢ段階ࡿࡅ࠾ᬑ通教育相当ࡿࡍ教育ࡢ機会ࡢ確保等

関ࡿࡍ法ᚊࠖࡀᡂ立ࡋ，Ⓩ校児童࣭生ᚐࡢ支援ࡘい࡚，初࡚ࡵ体系的法ᚊ規ᐃ

ᖹᡂ，ࡁᇶ࡙法ྠ。ࡓࡋࡲࢀࡉ 29ᖺ㸱᭶ࡣ，Ⓩ校児童生ᚐ等ᑐࡿࡍ教育機会ࡢ確

保等関ࡿࡍ施策ࢆ総合的推逭ࡢࡵࡓࡿࡍᇶᮏ指針ࡀ策ᐃࡓࡋࡲࢀࡉ。 

 

յ学習指ᑟ要領ࡢ改訂 

 ᖹᡂ 29ᖺ㸱᭶，ᑠ࣭中学校学習指ᑟ要領ࡀ改訂ࡓࡋࡲࢀࡉ。回ࡢ改訂࡛ࡣ，子ࡓࡶ
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ࡑ，ࡾ࠾࡚ࡋ目指ࢆࡇࡿࡍ育ᡂ層確実୍ࢆ資質࣭能力ࡢࡵࡓࡃ拓ࡾษࢆᮍ来社会ࡀࡕ

開社会ࠕࡿࡍ連携，ࡋ共᭷社会ࢆ何ࡣ資質࣭能力ࡿࢀࡽࡵ求ࡕࡓࡶ㝿，子ࡢ

ࢆ資質࣭能力ࡵ㧗ࢆ質ࡢ理解ࡢ知識，࡚ࡋࡑ。ࡍࡲい࡚ࡋࡿࡍ㔜視ࢆ教育課程ࠖࡓࢀ

育ࠕࡴ主体的࣭ᑐヰ的࡛深い学ࡢࠖࡧ実現向ࡓࡅ授業改善ࢆ推逭ࡇࡿࡍや，教育課程

推ࢆࢺン࣓ࢪネ࣐࣭࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡿᅗࢆ最大ࡢ学習効果向ୖࡢ質ࡢ教育活動ࡃᇶ࡙

逭ࡀࡇࡿࡍ示࡚ࢀࡉいࡍࡲ。 

 新学習指ᑟ要領ࡣ，ᖹᡂ 30ᖺᗘࡢࡽ移行期間ࢆ経࡚，௧和㸰ᖺᗘࡽᑠ学校࡛，௧和

㸱ᖺᗘࡽ中学校࡛全面実施ࡍࡲࢀࡉ。 

 

նࠗ第㸱期教育振興基本計画࠘ࡢ策ᐃ 

 ᖹᡂ 30ᖺ㸴᭶，ࠗ 第㸱期教育振興ᇶᮏ計画࠘ࡀ策ᐃࡓࡋࡲࢀࡉ。ࠗ 第㸰期教育振興ᇶᮏ計

画 自立ࠕࡓࡆい࡚掲࠾࠘ ༠働ࠕࠖ， 創造ࠕࠖ， 生涯学習社ࡢࡵࡓࡿࡍ実現ࢆ方向性ࡢࡘ㸱ࡢࠖ

会ࡢ構築ࢆ目指ࡍいう理念ࢆ引2030，ࡘࡘࡂ⥅ࡁᖺ௨降ࡢ社会ࡢ変ࢆ見据えࡓ教育ᨻ

策ࡢ在ࡾ方ࡀ示ࡓࡋࡲࢀࡉ。 

 

շ学校ࡿࡅ࠾働ࡁ方改革 

 ᖹᡂ 31ᖺ㸯᭶，中央教育審議会答申ࠕ新ࡋい時௦ࡢ教育向ࡓࡅ持⥆ྍ能࡞学校指ᑟ࣭

運営体制ࡢ構築ࡢࡵࡓࡢ学校ࡿࡅ࠾働ࡁ方改革関ࡿࡍ総合的࡞方策ࡘい࡚ࠖ࠾い

࡚，教師ࡢ࡛ࡲࢀࡇࡢ働ࡁ方ࢆ見直ࡋ，教師ࡀ自ࡢࡽ授業ࢆ磨ࡶࡃ，自ࡢࡽ人間性

や創造性ࢆ㧗ࡵ，子ࡕࡓࡶᑐ࡚ࡋ効果的࡞教育活動ࢆ行うࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇうࡿ࡞

いう，学校ࡿࡅ࠾働ࡁ方改革ࡢ目的ࢆ実現ࡢࡵࡓࡿࡍ総合的࡞方策ࡘい࡚提言ࡲࢀࡉ

 。ࡓࡋ
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㸦㸰㸧東京都ࡢ動向 

ձࠗ東京都Ⓨ㐩㞀害教育推㐍計画࠘ࡢ策ᐃ 

 ᖹᡂ 28ᖺ㸰᭶，ࠗ 東京都Ⓨ遉㞀害教育推逭計画࠘ࡀ策ᐃࠕ。ࡓࡋࡲࢀࡉⓎ遉㞀害࡚ࡍࡢ

ࡼࡿࡁ実現࡛ࢆ社会参加自立ࡢ将来，ࡋࡤ伸最大限ࢆ力ࡿ持࡚ࡢࡑ，ࡀ児童࣭生ᚐࡢ

う，適ษ࡞教育的支援ࢆ行うࡇ い児童࣭生ᚐ࡞ࡢ㞀害児童࣭生ᚐࡿあࡢⓎ遉㞀害ࠕࠖ，

状ࡢ㞀害，ࡵࡌࡣࢆ教育的支援ࡿࡅ࠾学⣭ࡢう，通常ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇ合うࡧ学共，ࡀ

態応ࡓࡌ多様࡞教育ࡢ場ࢆᣑ充ࡇࡿࡍ ᖹᡂ，࡚ࡋᇶᮏ理念ࠖࢆ 28ᖺᗘࡽ௧和㸰ᖺ

ᗘࡢ࡛ࡲ㸳ᖺ間࡛，ࡢ࡚ࡍ公立学校ࡿࡅ࠾Ⓨ遉㞀害教育ࡢ充実向࡚ࡅ計画的ࡾྲྀ

組ࡴ施策ࡀ明࡚ࢀࡉࡽいࡍࡲ。児童࣭生ᚐࡢⓎ遉段階や㞀害特性応ࡓࡌ指ᑟ࣭支援

や，ᑠ࣭中࣭㧗校୍࡛ࡢ貫性ࡢあࡓࡋ⥆⥅ࡿ教育，学校࣭学⣭適応ࡢ࡞ᑐ応，教育

保健࣭་療࣭福祉࣭労働ࡢ連携等ࡘい࡚，Ⓨ遉㞀害教育ࡢ充実必要࡞ල体的施策ࡀ

盛ࡾ込࡚ࢀࡲいࡍࡲ。 

 

ղࠗ都民ࠕࡿࡃࡘ࡛ࢺࢫ࣮ࣇ新ࡋい東京ࠖ࠘  策ᐃࡢ

 ᖹᡂ 28ᖺ 12᭶，ࠗ 都民ࠕࡿࡃࡘ࡛ࢺࢫ࣮ࣇ新ࡋい東京ࠖ～2020ᖺ向ࡓࡅ実行ࣛࣉ

ン～ ᖹᡂ。ࡓࡋࡲࢀࡉ策ᐃࡀ࠘ 29ᖺᗘࡽ௧和㸰ᖺᗘࡢ࡛ࡲ新࡞ࡓ㸲ᖺࡢ実施計画ࡋ

東京ࡿ持࡚ࢆ活力希望，ࡋࡽ暮࡚ࡋᏳ心ࡀࡶ誰ࠕ，࡚ ࣈࢼࢸࢫࢧࡿࡅ⥆ࡳ生ࢆᡂ長ࠕࠖ，

東京࡞ࣝ ࡿࡃࡘࢆい東京ࠖࡋ新ࠕࡢ東京ࠖࡃ中࡛輝ࡢ世界࡚ࡋンࢪン࢚ᡂ長ࡢ日ᮏࠕࠖ，

ࢸࢩ ࣇ࣮ࢭࠕ，ࡵࡓ ࢸࢩ࣮ࣂࢲࠕࠖ， 実現ࢆࢸࢩࡢࡘ㸱ࡢࠖࢸࢩ ࢺ࣮࣐ࢫࠕࠖ，

ࢸࢩ࣮ࣂࢲࠕࡢ中ࡢࡑ。ࡍࡲい࡚ࡋࡿࡍ 育ᡂ࡛ࠖࡢ担う人ᮦࢆᮍ来ࠕ柱㸵ࡢᨻ策ࡢࠖ

ࡢ実現，学校教育ࡢ教育環境ࡿࢀࡽࡅ⥆ࡧ抱い࡚学ࢆ希望ࡢ将来ࡀࡶ子ࡢ࡚ࡍ，ࡣ

質ࡢ向ୖࡢ実現，世界ࢆ舞ྎ活躍࡛ࣝࣂ࣮ࣟࢢࡿࡁ人ᮦや東京࣭日ᮏࡢᡂ長ࢆ支えࡿ人

ᮦࡢ育ᡂ，子࣭ࡶ若者ࡢ社会参加ࡢ支援ࢆ࡞逭࡚ࡵいࡢࡵࡓࡢࡑ，ࡋࡃ㸵ࡢࡘᨻ策

目標ࢆ掲ࡆ，ල体的࡞ᨻ策展開ࡀ示࡚ࢀࡉいࡍࡲ。 

 

ճࠗ東京都教育施策大綱࠘ࡢ策ᐃ 

 東京都ࡢࡽࢀࡇࡢ教育ࡢᇶᮏ的࡞方向性ࢆ示࡚ࡋࡢࡶࡍ，ᖹᡂ 29ᖺ㸯᭶，ࠗ 東京都

教育施策大⥘࠘ࡀ策ᐃࡓࡋࡲࢀࡉ。௧和㸰ᖺᗘࢆ࡛ࡲᑐ象ࡋ，東京ࡢ将来像ࢀࡑ伴

う目指ࡁࡍ子ࡢࡕࡓࡶ姿ࠕ，࡚ࡋ誰ࡀࡶ自ࡽ望ࡴ教育ࢀࡽࡅཷࢆ，ྍ 能性ࢆ伸ࡿࡏࡤ

社会ࡢ実現 人間ࡃ抜ࡁ生ࡃࡋࡲࡃࡓ中࡛ࡢ逭展ࡢࣝࣂ࣮ࣟࢢࠕࠖ， 中࡛多ࡢ共生社会ࠕࠖ，

様性ࢆ尊㔜ࡋ積極的社会的役割ࢆ果ࡍࡓ自立ࡓࡋ人間ࠖࡀ掲ࡢࡑ，ࡓࡲ。ࡓࡋࡲࢀࡽࡆ

実現向࡚ࡅ特優先的ࡾྲྀ組ࡁࡴ㸶㡯ࡀ示ࡓࡋࡲࢀࡉ。 

 

մࠗ東京都教育ࢪࣅョン㸦第㸲次㸧࠘  策ᐃࡢ

 情報ᢏ術ࡢ急速࡞逭展，超㧗齢社会ࡢ到来，国㝿ࡢ逭展，就業࣭就労状況ࡢ変，経

済࣭産業ࡢ変ࡢ࡞社会的背ᬒࢆ踏ࡲえ，ᖹᡂ 31 ᖺ㸱᭶，ࠗ 東京都教育ࣙࢪࣅン㸦第㸲

ḟ㸧࠘ 情報や国ࠕ，࡚ࡋ姿ࡢࡶ子ࡢ担う東京ࢆḟ௦，ࡣ中࡛ࡢࡇ。ࡓࡋࡲࢀࡉ策ᐃࡀ
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㝿࡞急速激ࡃࡋ変ࡢࡽࢀࡇࡿࡍ社会ࢆ主体的࣭創造的生ࡁ抜い࡚いࡃ子ࠖࡶ

ᖹᡂ，ࡋࡃ育࡚࡚いࢆ 31ᖺᗘࡽ௧和㸳ᖺᗘࡢ࡛ࡲ㸳ᖺ間࡛，東京都教育委員会࡚ࡋ

ࡁࡴ組ࡾྲྀ ࡓࡅ向遉ᡂࡢࡑ，方針ࠖ࡞ᇶᮏ的ࠕࡢ12 施策展開ࡢᖺᚋ㸳ࠕࡢ30

ࡢ教育関ಀ者ࡢ࡚ࡍࡿࡍࡵࡌࡣࢆ教職員ࡢ都ෆ公立学校。ࡓࡋࡲࢀࡉ示ࡀ方向性ࠖࡢ

͆羅針盤͇࡚ࡋ置付࡚ࢀࡽࡅいࡍࡲ。 
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̐ 国分寺市の現状 

㸦㸯㸧市ࡢ総人口 

 ᮏ市ࡢ人ཱྀࡣ増加傾向あࡾ，ᖹᡂ 31ᖺࡢ人ཱྀࡣ 123,689人࡚ࡗ࡞いࡍࡲ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸰㸧市立ᑠ学校児童࣭中学校生徒数 

 市立ᑠ学校児童数ࡣ，ᖹᡂ 24ᖺᗘ௨降増加傾向あࡾ，௧和元ᖺᗘࡣ 5,602人࡚ࡗ࡞

いࡓࡲ。ࡍࡲ，市立中学校生ᚐ数ࡣ，ᖹᡂ 26ᖺᗘࡾࡼᖹᡂ 30ᖺᗘࡣ࡛ࡲ減少傾向あࡾ，

௧和元ᖺᗘࡣ増加転࡚ࡌ 2,222人࡚ࡗ࡞いࡍࡲ。 
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ᖹ成22ᖺᗘ 23ᖺᗘ 24ᖺᗘ 25ᖺᗘ 26ᖺᗘ 27ᖺᗘ 28ᖺᗘ 29ᖺᗘ 30ᖺᗘ ௧和元ᖺᗘ

䠄人䠅

市立ᑠ学校児童数 市立中学校生徒数

14,357 14,174 14,089 14,386 14,541 14,491 14,587 14,716 14,843 15,160

79,730 79,065 78,439 79,763 79,521 79,431 79,405 79,541 80,119 81,502

22,230 22,465 22,826 23,886 24,635 25,457 25,948 26,399 26,711 27,027

116,317 115,704 115,354 118,035 118,697 119,379 119,940 120,656 121,673 123,689
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ᖹ成22ᖺ 23ᖺ 24ᖺ 25ᖺ 26ᖺ 27ᖺ 28ᖺ 29ᖺ 30ᖺ 31ᖺ

䠄人䠅

老ᖺ人口

䠄65ṓ௨ୖ䠅

生産ᖺ齢人口

䠄15～64ṓ䠅

ᖺ少人口

䠄0～14ṓ䠅

資料㸸市民生活部市民課㸦住民基本ྎ帳 各ᖺ㸯᭶㸯日現在㸧 

   㸦注㸧ᖹ成 24ᖺ㸵᭶㸷日ࡢ住民基本ྎ帳法改ṇࡾࡼ，ᖹ成 25ᖺࡽ外国人ࡶ含ま࡚ࢀいまࡍ。 

資料㸸学校基本調査報告書㸦各ᖺ㸳᭶㸯日現在㸧 
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39,955 38,329 38,865
36,102

37,984
40,288 40,856

49,588
44,956 46,125
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12.8%

11.3%
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䠄百万䠅

総㢠 教育費 教育費䛾割合

㸦㸱㸧市ࡢ教育費 

 ୍般会計ࡢṓ出予算ࡢ総㢠占ࡿࡵ教育費ࡢ割合ࡣ，近ᖺࡣ 10～12％ྎ࡛推移࡚ࡋいࡲ

 。ࡍ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料㸸ࠕ国分寺市統計ࠖ一般会計ṓ入ṓ出予算㢠及び決算㢠㸦ṓ出㸧 
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̑ ʲ第̏次教育ビジョンʳの主͵取組状況 

 

 市教育委員会࡛ࡣ，ࠗ 第㸯ḟ教育ࣙࢪࣅン࠘ᇶ࡙ࡃ主要施策沿ࡓࡗ各業ࡢⅬ検࣭評

価ࢆ行ࡓࡋࡲࡁ࡚ࡗ。ᖹᡂ 27ᖺᗘࡽᖹᡂ 30ᖺᗘࠕࡢ国ศ寺市教育委員会教育ࣙࢪࣅン

 。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞ࡾ࠾ࡢ表ࡢḟࡣ遉ᡂ状況ࡢ評価ࠖࡧⅬ検ཬࡢ主要施策ࡃᇶ࡙

࡚ࡋグ載ࢆࡢࡶ࡞特ᚩ的ࡈンࣙࢪࣅ，ࡣい࡚ࡘ㡯目ࡢᡂ果࣭課㢟等ࠖ࡞主ࠕ，࠾࡞ 

いࡍࡲ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᖹ成

㻞㻣ᖺᗘ

ᖹ成

㻞㻤ᖺᗘ

ᖹ成

㻞㻥ᖺᗘ

ᖹ成

㻟㻜ᖺᗘ

1 人ᶒ尊重教育䛾推進 B B B A

2 遈徳教育䛾推進 A A A A

3
い䛨䜑防止等䛻関䛩䜛ྲྀ組䛾

推進

A A A B

4
社会䛾変化䛻ᑐ応䛷䛝䜛力䛾

育成

A A A A

5 体験的活動䛾充実 A A A A

1
基礎的䞉基ᮏ的䛺知識及䜃技能䛾

習得

A B B B

2 思考力䞉ุ断力䞉表現力䛾育成 B B B B

3 学習意欲䛾向ୖ B A A A

4 個䛻応䛨䛯指ᑟ䛾充実 B B B B

1 生涯䝇䝫䞊䝒䛾基礎䛵䛟䜚 B B B C

2 健康安全䛻生活䛩䜛力䛾育成 A A A A

1 授業力䛾向ୖ B B B B

2 生活指ᑟ力䛾向ୖ A A A B

3 組織運営力䛾向ୖ A A A A

4 外部折衝力䛾向ୖ A A A B

2

家庭や地域䛾

教育力䜢

高䜑䜎䛩

1 家庭䞉地域䛸䛾連携䛾推進 A A A B

1 施設整備䛾充実 B B B A

2 質䛾高い学校給食䛾推進 A A A A

3 防災䞉防犯ᑐ策䛾推進 A A A A

施策䛾方向性 䝡䝆䝵ン ྲྀ組䛾柱

䊠

子䛹䜒䛾

䛂生䛝䜛力䛃

䜢䛿䛠䛟䜐

教育活動䜢

推進䛧䜎䛩

1
豊䛛䛺心䜢

䛿䛠䛟䜏䜎䛩

2
確䛛䛺学力䜢

伸ば䛧䜎䛩

3
健や䛛䛺体䜢

育䛶䜎䛩

䊡

子䛹䜒䛜

安心䛧䛶

意欲的䛻

学䜉䜛

質䛾高い

教育環境䜢

推進䛧䜎䛩

1

教員䛾

資質䞉能力䜢

高䜑䜎䛩

3
学校環境䜢

整え䜎䛩

評価 㸿㸸十分࡞成果ࡓࡆୖࢆ 㹀㸸一ᐃࡢ成果ࡓࡆୖࢆ 㹁㸸やや成果ࡓࡗ࡞ࡽࡀୖࡀ 㹂㸸成果ࡓࡗ࡞ࡽࡀୖࡀ 
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主䛺成果䞉課㢟等

䞉䛂䠍　家庭䞉地域䛸䛾連携䛾推進䛃䛷䛿，国ศ寺市教育䠓㻰AYSや学校公開，䝃䝬䞊䝇䜽䞊䝹等，様々䛺ྲྀ組䜢実施䛧䛶䛝

䜎䛧䛯。後䛿，教員䛾働䛝方改革䜢踏䜎え䛯効果的䛺連携䛾在䜚方䜢考え䛶い䛟䛣䛸䛜課㢟䛸䛺䛳䛶い䜎䛩。

䞉䛂䠍　人ᶒ尊重教育䛾推進䛃䛷䛿，人ᶒ教育推進委員会䛜作成䛧䛯䝸䞊䝣䝺䝑䝖䛾授業䜈䛾活用率䛜大幅䛻高䜎䛳䛶䛝䛯

䛣䛸䛜成果䛸䛧䛶挙䛢䜙䜜䜎䛩。各学校䛻䛚い䛶，ᮏ䝸䞊䝣䝺䝑䝖等䜢活用䛧䛶，人ᶒ教育䛻関䛩䜛授業改善䛜着実䛻図䜙

䜜䛶い䜎䛩。

䞉䛂䠏　い䛨䜑防止等䛻関䛩䜛ྲྀ組䛾推進䛃䛷䛿，ᮏ市䛷実施䛧䛶い䜛䛂い䛨䜑調査䛃䛻䛴い䛶，ᖹ成㻞㻥ᖺ㻝㻝᭶䛛䜙い䛨䜑䛾

認知方法䛾転換䜢図䜚䜎䛧䛯。䛣䜜䛻䜘䜚，い䛨䜑䛾認知件数䛿大幅䛻増加䛧䜎䛧䛯䛜，䛹䜣䛺䛻些細䛺䛣䛸䜒見逃䛥䛺い

姿勢䛜学校全体䛻広䜎䛳䛶䛝䛶い䜎䛩。䛧䛛䛧，初期ᑐ応や組織的ᑐ応䛜適ษ䛻図䜙䜜䛺䛛䛳䛯䛣䛸䛻䜘䜚，ᑐ応䛜長期

化䛧䛯案件䜒あ䛳䛯䛣䛸䛿課㢟䛷あ䜚，後䛾改善䛾視点䛸䛺䛳䛶い䜎䛩。

䞉䛂䠍　基礎的䞉基ᮏ的䛺知識及䜃技能䛾習得䛃䛷䛿，ᖹ成㻞㻣ᖺᗘ䛛䜙䠏ᖺ間䜢䛛䛡䛶学力向ୖ䜢目指䛧䛯ᑠ䞉中連携教育

推進事業䛻ྲྀ䜚組䜣䛷䛝䛯䛣䛸䛻䜘䜚，中学校䝤䝻䝑䜽䛤䛸䛻䠕ᖺ間䜢見通䛧䛯授業改善䛾研究䛜進䜑䜙䜜䛶䛝䜎䛧䛯。୍

方，家庭学習䛾習慣化䛻䛴い䛶䛿，䛣䛣数ᖺ課㢟䛸䛺䛳䛶䛚䜚，後䛿，家庭学習䜒含䜑䛯ྲྀ組䛾工夫䛻ດ䜑䛶い䛟必要

䛜あ䜚䜎䛩。

䞉䛂䠏　学習意欲䛾向ୖ䛃䛷䛿，ᑠ䞉中連携教育推進事業䜢通䛧䛶，わ䛛䜚や䛩䛟楽䛧い授業䜢目指䛧䛯授業改善䛾推進䛜

図䜙䜜䛶䛝䛯䛣䛸䛜成果䛸䛧䛶挙䛢䜙䜜䜎䛩。

䞉䛂䠍　生涯䝇䝫䞊䝒䛾基礎䛵䛟䜚䛃䛷䛿，東京都児童䞉生徒体力䞉運動能力，生活䞉運動習慣等調査䛾体力合計点䛜，毎

ᖺ，䜋䜌䛩䜉䛶䛾学ᖺ䛷都䛾ᖹ均䜢ୖ回䛳䛶䛚䜚，各学校䛾ྲྀ組䛾成果䛸捉え䛶い䜎䛩。䛧䛛䛧，全国䛸䛾比較䛷䛿，ୗ

回䜛種目䛜多䛟，䛥䜙䛻体力向ୖ䛾ྲྀ組䜢充実䛧䛶い䛟必要䛜あ䜚䜎䛩。

䞉䛂䠎　生活指ᑟ力䛾向ୖ䛃䛷䛿，ᑠ学校䞉中学校䛸䜒䛻，落䛱着い䛯環境䛷䛾指ᑟ䛜実現䛥䜜䛶い䜎䛩。い䛨䜑や不Ⓩ校

䛾ᑐ応䛻䛴い䛶䜒，୍䛴୍䛴䛾件䛻寧䛻ᑐ応䛧䛶い䜛䛸捉え䛶い䜎䛩。䜘䜚迅速䛺ᑐ応䜢図䜛䛯䜑䛻，初期ᑐ応や組織

的䛺ᑐ応䜢䛥䜙䛻充実䛥せ䛶い䛟䛣䛸䛜課㢟䛸䛺䛳䛶い䜎䛩。

䞉䛂䠐　外部折衝力䛾向ୖ䛃䛷䛿，䛩䜉䛶䛾学校䛷保護者や地域䛾協力䛾䜒䛸，工夫䛧䛯学習活動䜢展開䛧䛶い䜎䛩。地域

人材䜢䝀䝇䝖䝔䜱䞊チャ䞊䛸䛧䛶，䛥䜙䛻積極的䛻活用䛧䛶い䛟䛺䛹，地域䛸䛾関わ䜚䜢䜘䜚深䜑䛶い䛟䛣䛸䛜後䛾課㢟䛸

䛺䛳䛶い䜎䛩。

䞉䛂䠍　施設整備䛾充実䛃䛷䛿，䝖䜲䝺䛾洋式化等䛾改修工事䛻䛴い䛶，ᑠ学校䛷全校，中学校䛷௧和元ᖺᗘ䜎䛷䛻䠏校䛜

䛭䜜䛮䜜完了䛧，中学校䛾ṧ䜚䠎校䛻䛴い䛶䜒௧和䠎ᖺᗘ䜎䛷䛻改修工事䜢実施䛧，ᑠ䞉中学校全校䛷完了䛩䜛予定䛷あ

䜚䜎䛩。䜎䛯，学校䛾㻵㻯T環境整備䛻䛴い䛶，校ෆ無線LA㻺䛾整備䛿，ᖹ成㻟㻜ᖺᗘ䜘䜚調遉作業䜢実施䛧，௧和元ᖺᗘ䛛

䜙順次整備䛩䜛䛣䛸䛻䛺䜚䜎䛧䛯。
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ᖹ成

㻞㻣ᖺᗘ

ᖹ成

㻞㻤ᖺᗘ

ᖹ成

㻞㻥ᖺᗘ

ᖹ成

㻟㻜ᖺᗘ

1 特ู支援教育体制䛾充実 B B B A

2 特ู支援教育䛾理解推進 A A A A

3 特ู支援教育基ᮏ計画䛾策定 A A A A

1 教育相談体制䛾強化 A A A B

2 関ಀ諸機関等䛸䛾連携䛾推進 A A A A

1 学䜆機会䛾提供 A A B B

2 自主的䛺学䜃䛾支援 A A B B

3 学習環境䛾整備 B B B C

1 学校･地域䛸䛾連携 A A A B

2 学䜃䜢活䛛䛩機会䛾創出 B B B B

1 文化財普及事業䛾推進 B B B B

2
䜅䜛䛥䛸文化財愛護䝪䝷ン䝔䜱䜰

䛾養成䛸活動支援

A A A B

1 市ෆ文化財䛾調査䞉研究䛾推進 B B B B

2 文化財䛾保存䞉公開活用䛾推進 B B B B

3 史跡䛾保存䞉整備䞉活用䛾推進 A B B B

施策䛾方向性 䝡䝆䝵ン ྲྀ組䛾柱

䊢

子䛹䜒

୍人䜂䛸䜚䛻

応䛨䛯支援䜢

充実䛧䜎䛩

1

充実䛧䛯学校

生活䛻䛺䜛䜘う䛻

支援䛧䜎䛩

2

୍人䜂䛸䜚䛻

応䛨䛯

教育相談䛾

体制䜢整え䜎䛩

䊣

䛰䜜䜒䛜

い䛴䛷䜒

学䜃，

健や䛛䛷

心豊䛛䛻

活動䛩䜛

䜎䛱䛵䛟䜚䜢

推進䛧䜎䛩

1

䛰䜜䜒䛜

い䛴䛷䜒

学䜉䜛

学習機会䜢

充実䛧䜎䛩

2
学校や地域䛸

䛸䜒䛻学䜃䜎䛩

䊤

Ṕ史遺産䜢

活䛛䛧䛯

Ṕ史䛾

䜎䛱䛵䛟䜚䜢

推進䛧䜎䛩

1
文化財䛻ᑐ䛩䜛

理解䜢深䜑䜎䛩

2

市䛾Ṕ史遺産

䛾調査研究，

保存，整備活用

䜢進䜑䜎䛩

評価 㸿㸸十分࡞成果ࡓࡆୖࢆ 㹀㸸一ᐃࡢ成果ࡓࡆୖࢆ 㹁㸸やや成果ࡓࡗ࡞ࡽࡀୖࡀ 㹂㸸成果ࡓࡗ࡞ࡽࡀୖࡀ 
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主䛺成果䞉課㢟等

䞉䛂䠍　特ู支援教育体制䛾充実䛃䛷䛿，第䠎次及䜃第䠏次国ศ寺市特ู支援教育基ᮏ計画䠄義務教育時䠅䛻基䛵䛝，体制

䛾整備䛻ດ䜑䛶䛝䜎䛧䛯。䜎䛯，各学校䛷䛿，特ู䛺支援䛜必要䛺児童䞉生徒䛻䛴い䛶，ᮏ人や保護者䛾思い䜢ཷ䛡止

䜑，関ಀ機関䛸連携䛧䛺䛜䜙，学校生活支援䝅䞊䝖䛾作成䜢寧䛻行䛳䛶䛝䜎䛧䛯。後䜒୍人䜂䛸䜚䛾教育的䝙䞊䝈䛻応

䛨䛯指ᑟ䞉支援䛻ດ䜑䛶い䛝䜎䛩。

䞉䛂䠍　教育相談体制䛾強化䛃䛷䛿，不Ⓩ校䛾出現率䛜ᖺ々増加傾向䛻あ䜚，課㢟䛸䛺䛳䛶い䜎䛩。学校䛷䛿，教育相談室

や適応指ᑟ教室等䛸䛾連携䜢図䜚䛺䛜䜙，ᮍ然防止や初期ᑐ応，帰支援䛻ດ䜑䛶䛚䜚，特䛻，学校帰䜈好転傾向䛸

䛺䛳䛶い䜛事例䛜多䛟見䜙䜜䛶い䜛点䛿成果䛸捉え䛶い䜎䛩。

䞉䛂䠍　学䜆機会䛾提供䛃䛷䛿，公民館䛻䛚い䛶䛿地域䛾特性䜢い䛛䛧䛯事業䜢実施䛧，図書館䛻䛚い䛶䛿㞀害者用資料

䛾充実䜢図䜛等，䛩䜉䛶䛾市民䛾学習機会䛾提供䜢図䜛ྲྀ組䜢行䛳䛶䛝䜎䛧䛯。୍方䛷，図書館䛾貸出冊数䛜ᖺ々減少

傾向䛸䛺䛳䛶い䜛䛣䛸䛜課㢟䛸䛺䛳䛶い䜛䛯䜑，後䛿市民䝙䞊䝈䛻ᑐ応䛧䛯䝃䞊䝡䝇䜢提供䛩䜛等，貸出冊数䜢増や䛩䛯

䜑䛾ྲྀ組䛜必要䛸䛺䜚䜎䛩。

䞉䛂䠎　自主的䛺学䜃䛾支援䛃䛷䛿，ᖹ成㻟㻜ᖺᗘ䛻cocobunji䝥䝷䝄及䜃国立駅前市民䝃䞊䝡䝇䝁䞊䝘䞊䛾予約図書ཷྲྀ窓

口䛾開設䛻䜘䜚，䜲ンタ䞊ネ䝑䝖予約件数䛜前ᖺᗘ䜘䜚大幅䛻ୖ昇䛧䛯䛣䛸䛺䛹䛜成果䛸䛧䛶挙䛢䜙䜜䜎䛩。୍方䛷，公民

館施設䛾利用率䛿利用団体数䜢含䜑やや減少傾向䛸䛺䛳䛶い䜛䛯䜑，利用䛜少䛺い層䜢ᑐ象䛸䛧䛯䝃䞊䝡䝇䛾向ୖ䜢図

䜛等䛾ྲྀ組䛜必要䛸䛺䜚䜎䛩。

䞉䛂䠏　学習環境䛾整備䛃䛷䛿，公民館䞉図書館䛾公衆無線ＬＡ䠪䛾整備䛻䛴い䛶，௧和元ᖺᗘᮎ現在䛷䛿設置䛻至䛳䛶い

䜎せ䜣䛜，設置場所や運用方法等，設置䛻向䛡䛶䛾様々䛺検討䜢進䜑䛶い䜎䛩。䜎䛯，図書館䝪䝷ン䝔䜱䜰䛾参加者䞉活

動時間数䛜減少䛧䛶い䜛䛣䛸䛜課㢟䛸䛺䛳䛶い䜛䛯䜑，後䛿䝪䝷ン䝔䜱䜰䛾研修体制䛾整備等，䝪䝷ン䝔䜱䜰䜢増や䛩䛯

䜑䛾ྲྀ組䛜必要䛸䛺䜚䜎䛩。

䞉䛂䠍　学校･地域䛸䛾連携䛃䛷䛿，異世௦交流䛾ಁ進䜢図䜛学校䜻ャン䝥や，子䛹䜒遉䛾安全䞉安心䛺居場所䜢提供䛩䜛放

課後子䛹䜒䝥䝷ン䛿，学校䞉地域䛸䛾連携事業䛾成果䛸䛧䛶挙䛢䜙䜜䜎䛩。୍方䛷，地域䛾運動会や子䛹䜒䜎䛴䜚等，地域

䛸䛾連携事業数䛿䛣䛣数ᖺᶓばい䛸䛺䛳䛶い䜛䛣䛸䜒あ䜚，後䛿連携事業数䜢増や䛩䛯䜑䛾ྲྀ組䛜必要䛸䛺䜚䜎䛩。

䞉䛂䠎　䜅䜛䛥䛸文化財愛護䝪䝷ン䝔䜱䜰䛾養成䛸活動支援䛃䛷䛿，䝪䝷ン䝔䜱䜰䛾延䜉活動人数䛿増加傾向䛻あ䜚䜎䛩䛜，

活動実人数䛿䛣䛣数ᖺ䜋䜌ᶓばい䛸䛺䛳䛶い䜎䛩。市民䛜䝪䝷ン䝔䜱䜰䜢行いや䛩い環境䜢整備䛩䜛等，活動実人数䜢増

や䛩䛯䜑䛾ྲྀ組䛜必要䛸䛺䜚䜎䛩。

䞉䛂䠏　史跡䛾保存䞉整備䞉活用䛾推進䛃䛷䛿，史跡武蔵国ศ寺跡䛾伽藍中枢部䛾保存整備工事䛜完了䛧，Ṕ史公園䛸䛧䛶

供用䜢開始䛧䜎䛧䛯。୍方䛷，計画ୖ整備予定地䛾う䛱，宅地化等䛜進䜣䛷い䜛地域䜒あ䜛䛯䜑，後䛿現状䛻即䛧䛯整

備䜢行う必要䛜あ䜚䜎䛩。
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 ࠖ！せ࠾ࡓ使いࢆ史跡ࠕ࣒ウࢪ࣏ンࢩ

開校記念集会 

TGG㸦東京都英語ᮧ㸧࡛ࡢ外国人ࡢࣇࢵࢱࢫ英語体験 

 学校ࠖࡢ宇ᐂࠕࡢ࡞࠾

姉妹都市࣐࢜ࣜン市ࡢ高校生ࡢ交流 
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第㸱章 

 

国分寺市ࡀ目指ࡢࡽࢀࡇࡍ教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第̑章 

国分寺市͗目指すこΗ͖Δの教育 
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̏ 基本理念ͳ目指す学;のΉちの姿 

 

 ࠗ第㸰ḟ教育ࣙࢪࣅン࡛࠘ࡣ，国ศ寺市教育委員会ࡢ教育目標ࢆᇶᮏ理念࡚ࡋ置付

 。ࡍࡲࡅ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ࠗ，ࡓࡲ  第㸯ḟ教育ࣙࢪࣅン࠘ࠕࡢ国ศ寺市教育ࣙࢪࣅンࡢᇶᮏ的࡞考え方 㸦ࠖ～人人

ࡍ目指ࡿಀ教育，ࡣい࡚ࡘ㸧～࡚ࡋ目指ࢆ実現ࡢࡕࡲࡿࡍᚠ環ࡀࡧ学，ࡾࡀ࡞ࡘࡀ

ࠗ，えࡲ踏ࢆࡇࡿあ࡛ࡅいう置付将来像ࡢࡕࡲࡁ 第㸰ḟ教育ࣙࢪࣅン࡛࠘ࠕ，ࡣ目

指ࡍ学ࡢࡕࡲࡢࡧ姿ࠖྡ称ࢆ変更ࡍࡲࡋ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 例えࡤ，子ࡶ，㧗齢者等ࡢ世௦ࡢ相遊や，㞀害ࡢ᭷無等わࡢ࡚ࡍࡎࡽ市民ࡀ，

学校や社会教育施設，地域等࡛ࡢ学ࢆࡧ通࡚ࡌ，人人ࡾࡀ࡞ࡘࡀ，互い学ࡧ合い，

学ࡀࡧ⥅ᢎࡕࡲ，ࢀࡉ学ࡀࡧあࡍࡲࢀࡩ。 

ࡕࡲࡿࡍᚠ環ࡀࡧ学，ࡾࡀ࡞ࡘࡀ人人ࠕ࡞うࡼࡢࡑ  姿ࡢࡕࡲࡢࡧ学ࡍ目指ࠕࠖࢆ ࠖ

ン࡛࠘ࣙࢪࣅ第㸰ḟ教育ࠗ，ࡵࡓࡿࡍ実現࡚ࡋ  。ࡓࡋࡲࡅ置付ࢆ方向性ࡢ施策ࡢࡘ㸲，ࡣ

 

 

  国分寺市教育委員会ࡢ教育目標 

  ○互いࡢ人格ࢆ尊重ࡋ，思いやࡢࡾあࡿ心豊࡞市民 

  ○自ࡽ学び考え行動ࡿࡍ，個性創造力豊࡞市民 

  ○健康࡛ࡃࡓまࡶ，ࡃࡋ生ࡿࡁ市民 

基本理念 

～人人ࡾࡀ࡞ࡘࡀ，学びࡀ循環ࡿࡍまࡕ～ 

目指ࡍ学びࡢまࡢࡕ姿 
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施策ࡢ方向性 

確࡞学力ࡿࡀ࡞ࡘ 

学ࡢࡧᇶ礎ࡢ育ᡂ 

 

生涯ࢆ通ࡓࡌ豊࡞学ࡧ 

䊡 

学校教育環境䛾 

充実 

 

䊠 

生䛝䜛力䛾育成 

 

 

䊣 

Ṕ史遺産䜢い䛛䛧䛯

学䜃䛾推進 

 

䊢 

社会全体䛾 

教育力䛾向ୖ 

 

様々࡞世௦ࢆࡾࡀ࡞ࡘࡢ通ࡓࡌ 

学ࡢࡧศࡕ合い 

 

ḟࡢ世௦ࡢ学ࡢࡧ⥅ᢎ 

 

国ศ寺市 

教育委員会 

教育目標 

基ᮏ理念 
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̐ 教育ビジョンの体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策䛾方向性䊠　生䛝䜛力䛾育成

主要施策

㻔䠍㻕教育活動全体䜢通䛨䛶行う人ᶒ教育䛾充実

㻔䠎㻕学校䞉家庭䞉地域䛜連携䛧䛯人ᶒ教育䛾推進

㻔䠍㻕教育活動全体䜢通䛨䛶行う遈徳教育䛾充実

㻔䠎㻕䛂特ู䛾教科　遈徳䛃䛻関䛩䜛実践的研究や研修䛾充実

㻔䠏㻕学校䞉家庭䞉地域䛜連携䛧䛯遈徳教育䛾推進

㻔䠍㻕い䛨䜑防止䛻向䛡䛯ྲྀ組䛾充実

㻔䠎㻕虐待防止䛻向䛡䛯ྲྀ組䛾充実

㻔䠍㻕䜹䝸䜻䝳䝷䝮䞉䝬ネ䝆䝯ン䝖䛾確立

㻔䠎㻕主体的䞉ᑐ話的䛷深い学䜃䛾視点䛻立䛳䛯授業改善䛾推進

㻔䠏㻕個䛻応䛨䛯指ᑟ䛾充実

㻔䠐㻕家庭䛸連携䛧䛯学習習慣䛾確立

㻔䠑㻕体験的活動䜢ྲྀ䜚入䜜䛯授業等䛾充実

㻔䠒㻕指ᑟ䛸評価䛾୍体化䛾推進

㻔䠍㻕国㝿教育䛾充実

㻔䠎㻕情報教育䛾充実

㻔䠏㻕環境教育䛾充実

㻔䠐㻕䜻ャ䝸䜰教育䛾充実

㻔䠍㻕運動能力䛾向ୖ及䜃運動習慣䛾確立

㻔䠎㻕運動部活動等䛾改善䞉充実

㻔䠍㻕健康䞉安全教育䛾充実

㻔䠎㻕食育䛾推進

㻔䠏㻕学校䞉家庭䞉地域䛜連携䛧䛯ྲྀ組䛾推進

㻔䠍㻕特ู支援教育䛾充実

㻔䠎㻕特ู支援教育䛻関䛩䜛環境整備䛾推進

㻔䠍㻕特ู支援教育䛾理解啓Ⓨ䛾充実

㻔䠎㻕就学相談䛾充実

㻔䠍㻕教育相談活動䛾充実

㻔䠎㻕不Ⓩ校児童䞉生徒䜈䛾支援䛾充実

㻔䠏㻕関ಀ諸機関等䛸䛾連携䛾強化

施策䛾方向性䊡　学校教育環境䛾充実

主要施策

㻔䠍㻕校ෆ研究䞉研修䛾充実

㻔䠎㻕授業公開䛾推進

㻔䠏㻕多様䛺研究活動䛾推進

㻔䠍㻕情報共᭷䛸行動連携䛾充実

㻔䠎㻕児童䞉生徒理解䛾充実，深化

㻔䠏㻕学校行事や児童会䞉生徒会活動䛾活性化

㻔䠍㻕働䛝方改革䛻向䛡䛯ྲྀ組䛾推進

㻔䠎㻕学校評価䛾充実

㻔䠏㻕㻻㻶T䛾୍層䛾推進

㻔䠍㻕地域行事等䜈䛾積極的参加䛾奨励

㻔䠎㻕授業や体験活動等䛻䛚䛡䜛外部人材䛸䛾連携䛾強化

㻔䠍㻕地域䛾特色䜢い䛛䛧䛯ᑠ䞉中連携教育䛾推進

㻔䠎㻕䝁䝭䝳䝙䝔䜱䞉䝇䜽䞊䝹協議会，学校運営協議会䛾活性化

㻔䠏㻕学校情報䛾Ⓨ信䛾充実

㻔䠍㻕学校施設長ᑑ命化計画䛾推進

㻔䠎㻕快適䛺学校生活䛻向䛡䛯施設䛾整備

㻔䠏㻕㻵㻯T環境整備䛾充実

㻔䠍㻕地域や保護者䛸連携䛧䛯防災䞉防犯ᑐ策䛾充実

㻔䠎㻕質䛾高い学校給食䛾推進

3
学校環境䜢

整え䜎䛩

1 施設整備䛾推進

2 安全䞉安心䛺環境䛾充実

4 外部折衝力䛾向ୖ

2
開䛛䜜䛯学校

䛵䛟䜚䜢進䜑䜎䛩

1 家庭䞉地域䛸䛾連携䛾推進

施策䛾方向性 ྲྀ組䛾柱

1

教員䛾

資質䞉能力䜢

高䜑䜎䛩

1 授業力䛾向ୖ

2 生活指ᑟ力䛾向ୖ

3 組織運営力䛾向ୖ

4
୍人䜂䛸䜚䛾

個性䜢伸ば䛧䜎䛩

1 特ู支援教育体制䛾充実

2 特ู支援教育䛾理解推進

3 教育相談体制䛾強化

3
健や䛛䛺体䜢

育䛶䜎䛩

1
豊䛛䛺䝇䝫䞊䝒䝷䜲䝣䛾

実現䜢目指䛧䛯教育䛾充実

2
健康䞉安全䛻生活䛩䜛

力䛾育成

2
確䛛䛺学力䜢

伸ば䛧䜎䛩

1
新䛧い時௦䛻必要䛸䛺䜛

資質䞉能力䛾育成

2
持続可能䛺社会䛾創䜚手䜢

育䜐教育䛾推進

施策䛾方向性 ྲྀ組䛾柱

1
豊䛛䛺心䜢

育䜏䜎䛩

1 人ᶒ教育䛾推進

2 遈徳教育䛾推進

3
い䛨䜑䞉虐待防止等䛻

関䛩䜛ྲྀ組䛾推進
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施策䛾方向性䊢　社会全体䛾教育力䛾向ୖ

主要施策

㻔䠍㻕多様䛺学習機会䞉支援䛾充実

㻔䠎㻕地域䛾課㢟等䛾解決䛻向䛡䛯学習䛾充実

㻔䠏㻕体験学習䛾推進

㻔䠍㻕自主䜾䝹䞊䝥活動支援䛾推進

㻔䠎㻕情報䛾提供䛸活用䛾推進

㻔䠏㻕䛸䜒䛻学䜆機会䛾拡充

㻔䠍㻕学習や活動䛻関䛩䜛情報Ⓨ信䛾拡充

㻔䠎㻕持続可能䛺学習環境䛾充実

㻔䠏㻕㻵㻯T䜢活用䛧䛯環境整備䛾推進

㻔䠍㻕地域䛷学䜃合う機会䛾創出

㻔䠎㻕交流活動䞉協働事業䛾推進

㻔䠏㻕学校施設䜢活用䛧䛯地域䛵䛟䜚䛾推進

㻔䠍㻕学習成果䛾活用

㻔䠎㻕地域活動䛾担い手䛾育成

施策䛾方向性䊣　Ṕ史遺産䜢い䛛䛧䛯学䜃䛾推進

主要施策

㻔䠍㻕文化財䛻触䜜䜛機会䛾拡充

㻔䠎㻕市䛾Ṕ史䛻関䛩䜛情報提供䛾推進

㻔䠏㻕学校教育䛷䛾文化財活用䛾推進

㻔䠍㻕䝪䝷ン䝔䜱䜰活動支援䛾充実

㻔䠎㻕䝪䝷ン䝔䜱䜰䛻䜘䜛文化財普及活動䛾拡充

㻔䠍㻕埋蔵文化財調査䛾推進

㻔䠎㻕文化財総合調査䛾推進

㻔䠍㻕指定重要文化財䛾保存䞉公開活用䛾推進

㻔䠎㻕文化財䛾公開展示䛾充実

㻔䠏㻕出土䛧䛯埋蔵文化財䛾保存環境䛾整備

㻔䠍㻕史跡武蔵国ศ寺跡附東山遈武蔵路䛾保存䞉活用䛾推進

㻔䠎㻕史跡武蔵国ศ寺跡附東山遈武蔵路䛾公᭷化䛾推進

㻔䠏㻕史跡武蔵国ศ寺跡保存整備事業䠄僧寺地区䠅䛾推進

2

文化財䛾

調査䞉保存䞉

活用䜢進䜑䜎䛩

1 文化財䛾調査䞉研究䛾推進

2 文化財䛾保存䞉活用䛾推進

3
史跡䛾保存䞉整備䞉活用䛾

推進

施策䛾方向性 ྲྀ組䛾柱

1
文化財䛻ᑐ䛩䜛

理解䜢深䜑䜎䛩

1 文化財普及事業䛾推進

2
市民䛻䜘䜛文化財䛾

保護䞉普及䛾ಁ進

2

地域䛻䛚䛡䜛

学䜃䛾ᚠ環䜢

推進䛧䜎䛩

1 学校䞉家庭䞉地域䛸䛾連携

2 学䜃䜢い䛛䛩機会䛾創出

施策䛾方向性 ྲྀ組䛾柱

1

誰䜒䛜

い䛴䛷䜒学䜉䜛

学習機会䜢

充実䛥せ䜎䛩

1 多様䛺学䜃䛾提供

2 自主的䛺学䜃䛾支援

3 学習環境䛾整備
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施策の展開 
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施策の方向性ᶙ 生͘Ζ力の育成 

ᶙ－̏ 豊͖͵心を育ΊΉす 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   現状と課題  

 子ࡀࡕࡓࡶ，人間ࡾࡼࡢ࡚ࡋ良い生ࡁ方ࢆ求ࡵ，互いࡢ人格ࢆ尊㔜ࡋ，思いやࡢࡾあ

人ᶒ尊㔜，ࡵࡓࡢࡑ。ࡍ願い࡛ࡢ大人ࡢ࡚ࡍ，ࡣࡇࡃい࡚ࡋᡂ長࡚ࡋ市民࡞心豊ࡿ

遈ᚨ࡚ࡋ目指ࢆ育ᡂࡢ人間ࡓࢀࡢ調和ࡢ体心，ࡶࡿࡍ推逭ࢆ教育ࡿࡵ㧗ࢆ意識ࡢ

教育ࡢ充実ࢆᅗࡀࡇࡿ㔜要࡛ࡍ。 

 ᮏ市࡛ࡣ，全校࡛学校経営方針人ᶒ教育遈ᚨ教育ྲྀࡢ組ࢆグ載ࡶࡿࡍ，人ᶒ教

育全体計画ཬࡧ遈ᚨ教育全体計画ࢆ作ᡂࡋ，教育活動全体ࢆ通࡚ࡌ計画的ࡾྲྀ組ࡲࡁ࡛ࢇ

意見交ࡓ交えࢆ地域や家庭，ࡶࡿࡍ開催ࢆ全校࡛遈ᚨ授業地༊公開講ᗙ，ࡓࡲ。ࡓࡋ

換会等ࢆ開催ࡋ，学校࣭家庭࣭地域ࡀ連携࡚ࡋ遈ᚨ教育ࢆ推逭ࠕ，ࡽࡉ。ࡓࡋࡲࡋ国ศ寺市

子ࡶいࡵࡌ虐待防Ṇ条例ࠖࢆ踏ࡲえ，児童会࣭生ᚐ会࣒࣮࢛ࣛࣇや弁護士ࡿࡼ授業，い

୍ࡀ学校࣭家庭࣭地域，࡞実施ࡢ研修会ࡿࡍᑐ防Ṇᑐ策審議会，虐待ᑐ応担当教諭ࡵࡌ

体࡚ࡗ࡞，い࣭ࡵࡌ虐待ࡢ防Ṇࡾྲྀ組ࡓࡋࡲࡳ。 

 ᮏ市ࡢ状況࡚ࡋ，ᖹᡂ 31ᖺᗘࠕࡢ全国学力࣭学習状況調査ࠖࡢ質問⣬調査ࡢ結果ࡿࡼ

ᑠ学校㸴ᖺ生ࡀ回答࡞肯ᐃ的，質問ࡢࠖࡍࡲ思いいࡓࡾ࡞人間ࡘ立役ࡢ人ࠕ，

࡛ 95.9％，中学校㸱ᖺ生࡛ ࡶ࡚ࡗあࡀ⏤理࡞ࢇ，ࡣࡵࡌいࠕ，ࡓࡲ。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞93.7％

い࡞ࡅいࡔࡇ思いࡢࠖࡍࡲ質問，肯ᐃ的࡞回答ࡀᑠ学校㸴ᖺ生࡛ 98.0％，中学校

㸱ᖺ生࡛ ，ࡋ維持ࢆ傾向ࡢࡇ。ࡍࡲいえ結果࡞良好ࡶ質問ࡢࡽࡕ。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞92.7％

ࡽࡉ  。ࡍ㔜要࡛ࡀࡇࡃい࡚ࡋ目指ࢆ100％

 市立ᑠ࣭中学校ࡿࡅ࠾いࡘࡵࡌい࡚ࡣ，東京都ࠗࡢいࡵࡌ総合ᑐ策࠙第㸰ḟ࠘ࠚ ࡿࡼ

動向ࢆ踏ࡲえ，いࡵࡌ防Ṇᑐ策審議会ࡢࡽ提言࡚ࡅཷࢆ，ᖹᡂ 29ᖺᗘࡢ第㸰回調査ࡽい

，ࡀࡓࡋࡲࡋ増加大幅ࡣ認知件数ࡢࡵࡌ結果，いࡢࡑ。ࡓࡋࡲࡾᅗࢆ転換ࡢ認知方法ࡢࡵࡌ

各学ࡣࡵࡌいࡓࢀࡉ認知。ࡓࡋࡲࡾࡀ広学校全体ࡀい姿勢࡞ࡉ見逃ࡶࡇ࡞些細࡞ࢇ

校࡛ࡵࡁ細ࡃᑐ応࡚ࡋいࡓࡲ。ࡍࡲ，市教育委員会࡛ࡣ，解消ࡓࢀࡉい࡛ࡵࡌあࡶ࡚ࡗ⥅

い࡚࠾学校。ࡍࡲい࡚ࡅࡁ働各学校ࢆ組ྲྀࡓࡅ向再Ⓨ防Ṇ，࡞行うࢆ観察࡚ࡋ⥆

○学校における人権を尊重する教育や道徳教育が充実し，さらに家庭・地域と連携することで，子どもたちの豊かな人間性や社会性が育っていますび 

○いじめや虐待等の人権侵害に悩むことのない，一人ひとりが大切にされる学校や家庭・地域が実現し，子どもたちが健やかに育っていますび 

国分寺市の 

目指す姿 
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96.0 97.0 96.8 97.1 98.0

92.2 91.6 91.5
96.0

92.7

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

27ᖺᗘ 28ᖺᗘ 29ᖺᗘ 30ᖺᗘ 31ᖺᗘ

䠄%䠅

ᑠ学生6ᖺ生

中学生3ᖺ生

ࡇࡿࡍ推逭ࢆ組ྲྀࡢ防Ṇࡵࡌいࡶᚋ，ࡾあ࡛ࡘ୍ࡢ最㔜要課㢟ࡣᑐ応ࡢ問㢟ࡵࡌい，ࡣ

 。ࡍ必要࡛ࡀ

 児童虐待ࡘい࡚ࡶ，全国的見ࡿ依然࡚ࡋ子ࡢࡶ生命ࡀ奪わࡿࢀ㔜大࡞児童虐待

件ࡀᚋࢆ絶ࡎࡓ，児童虐待ࡢ防Ṇࡣ社会全体࡛早急ࡾྲྀ組ࡁࡴ喫緊ࡢ課㢟࡛ࡢࡇ。ࡍ

迅速ࡢ通告等ࡧ早期Ⓨ見ཬ，ࡢ児童虐待，ࡋ連携緊密ࡀ学校࣭家庭࣭地域࣭関ಀ機関，ࡵࡓ

 。ࡍ必要࡛ࡀࡇࡿࡍ強ࢆ組ྲྀࡢい࡚ࡘ࡞ᑐ応࡞

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ʤ件ʥ
平成27年度 平成28年度 平成29年度

小学校 25 26 698

中学校 20 16 53

95.2 96.0
93.3

96.4 95.9

92.3 91.6 90.8
93.9 93.7

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

27ᖺᗘ 28ᖺᗘ 29ᖺᗘ 30ᖺᗘ 31ᖺᗘ

䠄%䠅

ᑠ学生6ᖺ生

中学生3ᖺ生

 回答割合࡞肯ᐃ的ࡢࠖࡍ思いまࡔࡇい࡞ࡅいࡶ࡚ࡗあࡀ理由࡞ࢇ，ࡣࡵࡌいࠕ

※ᖹ成 29ᖺᗘࡢ第㸰回調査ࡽいࡢࡵࡌ認知方法ࡢ転換ࢆ図ࡓࡗ。 

資料㸸文部科学省ࠕ全国学力࣭学習状況調査ࠖ 

資料㸸市教育委員会 

いࡢࡵࡌ認知件数 

資料㸸文部科学省ࠕ全国学力࣭学習状況調査ࠖ 

 回答割合࡞肯ᐃ的ࡢࠖࡍ思いまいࡓࡾ࡞人間ࡘ立役ࡢ人ࠕ
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取組の柱̏ 人権教育の推進 

 子ࡀࡕࡓࡶ，人ᶒ尊㔜ࡢ理念ࢆ理解ࡋ，実践ࡿࡍ態ᗘࢆ身付ࡵࡓࡿࡅ，各学校࡛児

童࣭生ᚐࡢⓎ遉段階応ࡌ，全教育活動ࢆ通࡚ࡋ人ᶒ尊㔜ࡢ意識ࢆ㧗ࡵ，୍人ࢆࡾࡦ大ษ

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡗᅗࢆ充実ࡢ教育ࡓࡋ

家庭࣭地域学校，࡚ࡏࡉ充実ࢆ啓Ⓨ活動ࡢい࡚ࡘ人ᶒ教育ࡿࡍᑐ家庭࣭地域，ࡓࡲ 

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡗᅗࢆ連携ࡢ

い࡚࠾場面࡞心情や，様々ࡿࡵ認ࢆࡉ大ษࡢ自ࡢࡕࡓࡶ子，࡚ࡋ通ࢆ組ྲྀࡓࡋうࡇ 

自ศุ࡛断࡚ࡋ行動ࡿࡁ࡛ࡢࡇࡿࢆ実践力等，人ᶒࡀ尊㔜ࡿࢀࡉ社会࡙ࡾࡃ寄ࡿࡍ

資質࣭能力ࢆ育ࡴ人ᶒ教育ࢆ推逭࡚ࡋいࡍࡲࡁ。 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧教育活動全体ࢆ通࡚ࡌ行う人権教育ࡢ充実 

   人ᶒ教育୍ࡢ層ࡢ充実ࢆᅗࡵࡓࡿ，人ᶒ教育ࡢ全体計画やᖺ間指ᑟ計画ࢆẖᖺ見直

組ྲྀࡢࡽ視Ⅼ࡞個ู的組ྲྀࡢࡽ視Ⅼ࡞㝿，ᬑ遂的ࡢࡑ。ࡍࡲࡾᅗࢆ改善常，ࡋ

計ࢆ学習ࡿࡍ関理念や人ᶒ課㢟ࡢ人ᶒ尊㔜࡚ࡌ応特質ࡢ各教科，ࡾྲྀࢆࢫンࣛࣂࡢ

画的逭ࡍࡲࡵ。 

人࡞作ᡂࡢ人ᶒ逬間や人ᶒ標語，࡚ࡌ応実態ࡢ各学校࡛児童࣭生ᚐや地域，ࡓࡲ   

ᶒ関ྲྀࡿࡍ組ࢆ充実ࡏࡉ，人ᶒࢆ大ษࡼࡋうࡿࡍ児童࣭生ᚐࡢ意識ࢆ㧗ࡍࡲࡵ。 

 

㸦㸰㸧学校࣭家庭࣭地域ࡀ連携ࡓࡋ人権教育ࡢ推㐍 

   各学校࡛ࡣ人ᶒࡘい࡚ࡢ研修ࢆ充実ࡏࡉ，教職員ࡢ人ᶒ感覚ࡢ向ୖࢆᅗࡑ。ࡍࡲࡾ

学校࣭家庭࣭，ࡋい࡚Ⓨ信ࡘ組ྲྀࡢ人ᶒ教育家庭や地域࡚ࡋ通ࢆ等ࡾࡼࡔ学校࡛ୖࡢ

地域ࡀ連携ࢆᅗࡾ，人ᶒࢆ大ษࡼࡋうࡿࡍ児童࣭生ᚐࢆ育࡚࡚いࡍࡲࡁ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組の柱̏ 人権教育の推進 

 階段ࡢわ言葉ࡩわࡩ
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取組の柱̐ 道徳教育の推進 

 子ࡀࡕࡓࡶ，確࡞倫理観や遈ᚨ性ࢆ身付ࡵࡓࡿࡅ，各学校࡛差ูࡇࡿࡍࢆや偏見

࡚ࡗ持ࢆや，公ᚨ心ࡇࡿࡵດ実現ࡢṇ義，ࡋ公ṇ，公ᖹࡶ࡚ࡋᑐ誰，ࡃ࡞ࡇࡘ持ࢆ

法や決ࢆࡾࡲᏲࡾ，自ࡢᶒ利ࢆ大ษࡋ，逭࡛ࢇ義務ࢆ果ࡶࡍࡓ，多様࡞考え方ࢆ尊

㔜ࡿࡍ心ࢆ育࡚ࡍࡲ。 

社，ࡾ関わ念や自立心，自尊感情等，者ࡢ畏敬ࡿࡍᑐ生命精神ࡢ人間尊㔜，ࡽࡉ 

会㈉献ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ力ࢆ࡞育ࡴ遈ᚨ教育ࢆ学校࣭家庭࣭地域ࡀ連携࡚ࡋ推逭࡚ࡋいࡁ

 。ࡍࡲ

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧教育活動全体ࢆ通࡚ࡌ行う㐨徳教育ࡢ充実 

   PDCA ࢆ改善ࡋẖᖺ見直ࢆ全体計画やᖺ間指ᑟ計画ࡢ遈ᚨ教育，࡚ࡋ活用ࢆࣝࢡࢧ

ᅗ࡛ୖࡢࡑ。ࡍࡲࡾ，各教科や領域ࡢ特性ࢆいࡋ，全教育活動ࢆ通࡚ࡋ児童࣭生ᚐࡀ

 。ࡍࡲ養い計画的ࢆ遈ᚨ性ࡿ࡞ᇶ盤ࡢࡵࡓࡿࡁ生ࡃ良ࡾࡼ

 

㸦㸰㸧ࠕ特別ࡢ教科 㐨徳ࠖ関ࡿࡍ実践的研究や研修ࡢ充実 

   児童࣭生ᚐࡀ遈ᚨ的࡞価値ࡘい࡚ࡢ理解ࢆ深ࡵ，自己ࢆ見ࡵࡘ，物ࢆ多面的࣭多

角的考えࡿ中࡛，遈ᚨ的ุ࡞断力，心情，実践意欲態ᗘࡀ身付ࡼࡃう，各学校࡛

ࡋ充実ࢆ実践的研究や研修ࡿࡍ関充実ࡢ指ᑟ方法や指ᑟෆ容ࡢ教科 遈ᚨࠖࡢ特ูࠕ

 。ࡍࡲ

 

㸦㸱㸧学校࣭家庭࣭地域ࡀ連携ࡓࡋ㐨徳教育ࡢ推㐍 

   学校ࡾࡼࡔや SNS 等࡛各学校ࡀ実施࡚ࡋいࡿ遈ᚨ教育ࡘい࡚ࡢⓎ信ࢆ積極的行

いࡓࡲ。ࡍࡲ，全学校 教科 遈ᚨࡢ特ูࠕ࡛ 保護者や地ࡓえࡲ踏ࢆࢀࡑ，授業公開ࡢࠖ

域ఫ民ࡢ意見交換会等ࢆ実施࡞ࡿࡍ，学校࣭家庭࣭地域ࡀ連携࡚ࡋ子ࡢࡕࡓࡶ豊

 。ࡍࡲࡋ推逭ࢆ遈ᚨ教育ࡴ育ࢆ人間性࡞

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組の柱̐ 道徳教育の推進 

㐨徳ࡢ研究授業 
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取組の柱̑ いͣΌ・虐待防止等Ͷ関ͤΖ取組の推進 

ࡀࡕࡓࡶ子ࡵࡓࡿࡍ根絶ࢆࡵࡌい，ࡁᇶ࡙虐待防Ṇ条例ࠖࡵࡌいࡶ国ศ寺市子ࠕ 

自ࢆ大ษࡿࡍ豊࡞心ࢆ育ࡳ，いࢆࡵࡌ許࡞ࡉい強い意志ࢆ持ࡽࡀ࡞ࡕ生活࡛ࡼࡿࡁう，

学校࣭家庭࣭地域୍ࡀ体࡚ࡗ࡞いࡵࡌ防Ṇ教育ࡢ充実ࡾྲྀ組ࡶࡴ，早期Ⓨ見࣭早

期ᑐ応ດࡍࡲࡵ。 

࡞ࡉ見逃ࢆ変ࡢ表情や身体ࡢࡶ子，ࡵດ構築ࡢ信㢗関ಀࡢや保護者ࡶ子，ࡓࡲ 

いࡼう注意ࡿࡍ等，虐待ࡢ早期Ⓨ見ດࡍࡲࡵ。虐待ࢆⓎ見ࡓࡋ場合ࡣ，関ಀ機関連携

 。ࡍࡲ行いࢆ支援࡞必要࡚ࡋᑐࡶ子ࡓࡅཷࢆ虐待࡚ࡋ

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧いࡵࡌ防Ṇ向ྲྀࡓࡅ組ࡢ充実 

   各学校࡛自ࢆ大ษࡿࡍ心情ࢆ育࡚ࡶࡿ，いࢆࡵࡌ許࡞ࡉい強い意志ࢆ持ࡗ

ᮍࡓࡋ通ࢆ授業等ࡿࡼや弁護士࣒࣮࢛ࣛࣇ児童会࣭生ᚐ会。ࡍࡲ育࡚ࢆ児童࣭生ᚐࡓ

然防Ṇ，ᖺ㸱回ࡢいࡵࡌ関ࡿࡍ調査や࣮࢘࢝ࣝࢡࢫンࡢ࣮ࣛࢭ全員面接等ࢆ通ࡓࡋ早

期Ⓨ見，学校いࡵࡌ防Ṇᑐ策委員会等ࢆ活用ࡓࡋ組⧊的࡞早期ᑐ応ཬࡧ⥅⥆的࡞ᑐ応

ດࡍࡲࡵ。 

充ࡢ組ྲྀࡓࡅ向防Ṇࡵࡌい，ࡽࡀ࡞ࡋ連携ࡶ保護者や地域ఫ民，関ಀ機関，ࡓࡲ   

実ࢆᅗࡍࡲࡾ。 

 

㸦㸰㸧虐待防Ṇ向ྲྀࡓࡅ組ࡢ充実 

   各学校࡛，虐待防Ṇ関わࡿ研修ࢆ実施ࡋ，教職員ࡀ虐待ࡢ防Ṇや早期Ⓨ見適ษ࡞

ᑐ応ࢆ行うࡿࡁ࡛ࡀࡇ資質や能力ࡢ向ୖດࡍࡲࡵ。 

虐待，ࡏࡉ充実ࢆ連携ࡢ関ಀ機関ࡢや児童相談所等࣮ࢱンࢭ家庭支援ࡶ子，ࡓࡲ   

 。ࡍࡲࡋ整備ࢆ体制ࡢࡵࡓࡢ早期Ⓨ見࣭早期ᑐ応ࡢ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取組の柱̑ いͣΌ・虐待防止等Ͷ関ͤΖ取組の推進 

弁護士ࡿࡼいࡵࡌ防Ṇ授業 
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ᶙ－̐ 確͖͵学力を伸ばしΉす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   現状と課題  

社会㸦Society5.0㸧ࠖࢺ࣮࣐ࢫ超ࠕ  ࡞逭展ࡢ層୍ࡢࣝࣂ࣮ࣟࢢᢏ術革新やࡓࡅ向実現ࡢ

 。ࡍࡲ迎え࡚いࢆ時௦࡞い予測困㞴ࡋ激ࡀ変ࡢ社会，ࡾࡼ

ᖹᡂ，࡚ࡅ向時௦࡞うࡼࡢࡇ  29 ᖺ㸱᭶学習指ᑟ要領ࡀ改訂ࡢࡑ。ࡓࡋࡲࢀࡉ中࡛ࡣ，

୍人ࡢࡾࡦ児童࣭生ᚐࡀ自ศࡢ良ࡉやྍ能性ࢆ認識࡛ࡿࡁ自己肯ᐃ感ࢆ育࡞ࡴ，持⥆ྍ

能࡞社会ࡢ創ࡾ手ࡢ育ᡂࡀ求࡚ࢀࡽࡵい࡚ࡋࡑ。ࡍࡲ，新ࡋい時௦求ࡿࢀࡽࡵ資質࣭能力

ᢏ能ࡧ知識ཬࠕ，ࢆ 思考力，ุ断力，表現力等ࠕࠖ， ࡢࡘ㸱ࡢう力，人間性等ࠖ向ࡧ学ࠕࠖ，

柱整理ࡋ，確実育ᡂࠕ，ࡵࡓࡿࡍ主体的࣭ᑐヰ的࡛深い学ࡢࠖࡧ実現向ࡓࡅ授業改善

 。ࡍࡲい࡚ࡋ㔜視ࢆ࡞確立ࡢࢺン࣓ࢪネ࣐࣭࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝推逭やࡢ

 ᮏ市࡛ࡣ，児童࣭生ᚐࡀ学習ෆ容ࢆ確実身付ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡅう，各種学力調査ࡢ

結果ᇶ࡙いࠗࡓ授業改善推逭ࣛࣉン࠘ࡢ策ᐃや，習熟ᗘู指ᑟࡢ工夫や補習教室ࡢ実施࡞

 。ࡓࡋࡲࡁ࡛ࢇ組ࡾྲྀ育ᡂࡢ学力࡞確，࡚ࡋ通ࢆ充実等ࡢ指ᑟࡓࡌ応個，

 ᮏ市ࡢ状況࡚ࡋ，ᖹᡂ 27ᖺᗘࡽᖹᡂ 31ᖺᗘࡢ࡛ࡲ㸳ᖺ間ࠕࡢ全国学力࣭学習状況調

査ࠖࡢ調査結果ࢆศ析ࡓࡋ結果，ḟࡼࡢࢪ࣮࣌う࡞特ᚩࡀ見ࡓࡋࡲࢀࡽ。 

新学習指ᑟ要領ࡢ全面実施向ࡢࡇ，ࡅศ析ෆ容ཬࡢࡑࡧ各種調査ࡢศ析結果，ࡓࡲ，

各学校ࡢ実態等ࢆ踏ࡲえ࡚，ᚋ㸳ᖺ間ࡢ学力向ୖࡢ方向性ࢆ明確示࡚ࡋいࡀࡇࡃ課㢟

 。ࡍࡲࡾ࡞

ࡲࡾあࡀࡇࡿ考えࢆࡁࡍࢆ何ࡵࡓࡿࡍࡃࡼࢆ地域や社会ࠕࡿࡅ࠾調査ྠ，ࡓࡲ 

ࠖ。ࡍ ᖹ均ࡢ都ࡀ回答࡞肯ᐃ的，ࡣᑠ学校࡛，ࡿ見ࢆ経ᖺ推移ࡢい࡚㸳ᖺ間ࡘ質問ࡢ

ࡲࡾ࡞課㢟，ࡾ࠾࡚ࡗ࡞ࡃపࢺン࣏㸰～㸲，ࡣ中学校࡛，ࡋᑐࡢࡿ程ᗘ࡛あྠࡰ

ࡇࡴ育ࢆ力࡞必要ࡵࡓࡿ࡞手ࡾ創ࡢᮍ来，ࡁ拓ࡾษࢆ人生࡞ᖾ福良い社会ࡾࡼ。ࡍ

ࡿࡏࡉࡅ付身確実児童࣭生ᚐ，ࡾ࠾࡚ࡗ࡞ࡶࢺン࣏ࡢ改訂ࡢ学習指ᑟ要領，ࡣ

 。ࡍࡲࢀࡽࡵ求ࡀࡇࡃい࡚ࡵ㧗ࡾࡼࢆ意識ࡢ児童࣭生ᚐ自身ࡶ

 

 

○AI 技術等の発達による「超ガパれト社会（Society5.0）」の到来に向けて，「基礎的・基本的な知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」が育っていますび 

○持続可能な社会を築くために何をしたらいいのか，自分はどのように目標達成に貢献できるかを考えることができる力が育っていますび 

国分寺市の 

目指す姿 
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࠙ᖹᡂ 27～31ᖺᗘ全国学力࣭学習状況調査ࡢ調査結果㸦国語࣭算数㸦数学㸧㸧ࡢศ析概要ࠚ 

࣭ᑠ࣭中学校ࡶ㸳ᖺ間⥅⥆࡚ࡋ，国語࣭算数㸦数学㸧ࡶࡽࡕ国や都ࡢᖹ均ṇ答率ୖࢆ回ࡗ

 。多いࡀ児童࣭生ᚐࡿい࡚ࢀࡽᅗࡀᐃ着࡞着実ࡢ知識࣭ᢏ能࡞ᇶ礎的࣭ᇶᮏ的，ࡾ࠾࡚

࣭ᑠ学校ࡢ国語ཬࡧ中学校ࡢ数学࡛ࡣ，主ࡋ 活用ࠕ࡚ ᖹ均ࡢ都，ࡶい࡚࠾問㢟ࡿࡍ関ࠖ

Ⅼࢆ大ୖࡃࡁ回࡚ࡗいࡿᖺࡀ多ࡃ，特ᐃࡢ教科࡛ࡣあࡀࡿ，ᇶ礎的࣭ᇶᮏ的࡞知識࣭ᢏ能

 。ࡿ言えࡿい࡚ࢀࡽᅗࡀᐃ着ࡢ力ࡿࡍ活用ࢆ

࣭主ࠕ࡚ࡋ知識ࠖ関ࡿࡍ問㢟ࡘい࡚ࡣ，ᑠ࣭中学校ࡢ，ࡶᖺᗘࡶ国や都ࡢᖹ均ṇ

答率ୖࢆ回࡚ࡗいࡢࡢࡶࡿ，問㢟ࡣ࡚ࡗࡼ，ṇ答率ࡀ㸳割満࡞ࡓいࡶࡢࡶあࡾ，引ࡁ

 。ࡿあࡀ必要ࡃい࡚ࡋ㔜視ࢆ指ᑟࡿࡍࡾࡓࡗ戻ࡕ立，ࡾࡓࡋ返ࡾ繰，ࡁ⥆

࣭児童࣭生ᚐ質問⣬࠾い࡚，ࠕ国語㸦又ࡣ算数㸦数学㸧㸧ࡢ授業࡛学習ࡣࡇࡓࡋ，将来，社

会出ࡁࡓ役立ࡘ思いࡍࡲ。ࠖ ᑠ学，ࡿ見ࢆ結果ࡢい࡚，㸳ᖺ間ࡘ設問ࡢ

校࡛ࡣ，国語࣭算数ࡶ㸷割程ᗘࡢ児童ࡀ肯ᐃ的࡞回答ࡢ࡚ࡍ，ࡾ࠾࡚ࡋࢆᖺᗘ࡛都

ࡀ生ᚐࡢ国語࡛㸶割程ᗘ，数学࡛㸵割程ᗘ，ࡣ中学校࡛，࡚ࡋᑐ。ࡿい࡚ࡗ回ୖࢆᖹ均ࡢ

肯ᐃ的࡞回答ࡾ࠾࡚ࡗ࡞，特，数学ࡘい࡚ࡣ，近ᖺ，都ࡢᖹ均ࢆୗ回ࡿ傾向ࡗ࡞

࡚いࡽࡇࡢࡇ。ࡿ，学習ෆ容日常生活ࡢ関連ࢆ意識ࡓࡋ課㢟ࡢ設ᐃやⓎ問ࡢෆ容ࢆ

Ⓨ遉段階応ࡽࡉ࡚ࡌ工夫࡚ࡋいࡃ必要ࡀあࡓࡲ。ࡿ，児童࣭生ᚐࡀ自ࡽ課㢟ࢆⓎ見ࡋ，

追究ࡿࡍ遃程ࢆ大ษࡋ，主体的課㢟向う姿勢ࢆᇵ࡚ࡗいࡶࡇࡃ㔜要ࡿ࡞。 
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ᑠ学校

ᖹ成㻞㻣ᖺᗘ ᖹ成㻞㻤ᖺᗘ ᖹ成㻞㻥ᖺᗘ ᖹ成㻟㻜ᖺᗘ ᖹ成㻟㻝ᖺᗘ

国ศ寺市 88.7 89.5 88.0 91.5
東京都 87.2 87.4 85.8 89.5

国ศ寺市 90.0 91.1 90.1 89.3 93.7
東京都 89.0 88.1 87.2 87.6 91.0

中学校

ᖹ成㻞㻣ᖺᗘ ᖹ成㻞㻤ᖺᗘ ᖹ成㻞㻥ᖺᗘ ᖹ成㻟㻜ᖺᗘ ᖹ成㻟㻝ᖺᗘ

国ศ寺市 81.1 82.6 83.0 87.1
東京都 81.8 82.5 81.1 86.3

国ศ寺市 72.5 69.0 71.9 66.7 70.5
東京都 68.7 68.6 69.6 68.5 73.5

※ᖹ成㻟㻜ᖺᗘ䛷䛿，国語䛾䜏，ྠ質問䛜削除䛥䜜䛶い䜛。

※網掛䛡䛿，東京都䛾ᖹ均䜢ୗ回䛳䛯数値。

ᖹ成㻞㻣ᖺᗘ ᖹ成㻞㻤ᖺᗘ ᖹ成㻞㻥ᖺᗘ ᖹ成㻟㻜ᖺᗘ ᖹ成㻟㻝ᖺᗘ

国ศ寺市 48.0 44.9 52.8 55.4
東京都 48.1 44.5 52.1 54.4

国ศ寺市 32.5 32.1 37.9 36.9
東京都 35.4 35.5 41.1 38.7

※ᖹ成㻞㻤ᖺᗘ䛷䛿，ྠ質問䛜削除䛥䜜䛶い䜛。

※網掛䛡䛿，東京都䛾ᖹ均䜢ୗ回䛳䛯数値。

数学

　䠎　　地域や社会䜢䜘䛟䛩䜛䛯䜑䛻何䜢䛩䜉䛝䛛䜢考え䜛䛣䛸䛜あ䜚䜎䛩䛛。

ᑠ学校

中学校

全国学力䞉学習状況調査　児童䞉生徒質問⣬䜘䜚　䠄ᖹ成㻞㻣ᖺᗘ䛛䜙ᖹ成㻟㻝ᖺᗘ䠅

　䠍　　国語　　　　　䠖　国語䛾授業䛷学習䛧䛯䛣䛸䛿，将来，社会䛻出䛯䛸䛝䛻役䛻立䛴䛸思い䜎䛩䛛。

　　　　算数，数学　䠖　算数䠄数学䠅䛾授業䛷学習䛧䛯䛣䛸䛿，将来，社会䛻出䛯䛸䛝䛻役䛻立䛴䛸思い䜎䛩䛛。

　　　　䛾質問䛻ᑐ䛩䜛肯定的䛺回答䛾割合

国語

算数

国語
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取組の柱̏ 新͢い時代Ͷ必要と͵Ζ資質・能力の育成 

習得ࡢᢏ能ࡧ知識ཬ࡞ᇶ礎的࣭ᇶᮏ的ࠕ  育ᡂࡢ思考力，ุ断力，表現力等ࠕࠖ， 向ࡧ学ࠕࠖ，

涵養ࡢう力，人間性等

うࡼࢇ

評価ࡍい指ᑟ，ࡶࡴ組ࡾྲྀ授業改善ࡽいう視Ⅼࠖ

ࢆ編ᡂࡢ教育課程，ࡋ配列ࢆ教育ෆ容ࡽ視Ⅼ࡞㝿，教科ᶓ断的ࡢࡑ。ࡍࡲࡁい࡚ࡋ工夫ࢆ

工夫ࡍࡲࡋ。 

ࡿᅗࢆ実現ࡢࡧ学ࡓࢀࡉ個ู最適࡚ࡌ応能力や適性ࡢࡾࡦ人୍ࡕࡓࡶ子，ࡓࡲ 

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡵດ確立ࡢ学習習慣ࡓࡋ連携家庭，ࡶ

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡋ充実ࡶ組ྲྀࡓࡋ㔜視ࢆ活動࡞体験的，ࡽࡉ 

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧ࣜ࢝キ࣐࣭࣒ࣗࣛネ࣓ࢪンࡢࢺ確立 

   学習ࡢᇶ盤ࡿ࡞資質࣭能力や現௦的࡞諸課㢟ᑐ応࡛ࡿࡁ力ࢆ育ࡵࡓࡴ，各教科等

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡋ配列ࢆ視Ⅼ࡛，教育ෆ容࡞教科ᶓ断的，ࡅ付ࡧ結相互ࢆ目標やෆ容ࡢ

人࡞必要，ࡋい࡚工夫ࡘ配ศࡢ実施時期や時間ࡢ教育ෆ容ࡢ各教科等，ࡵࡓࡢࡑ   

的又ࡣ物的࡞体制ࢆ確保ࡶࡿࡍ，実施状況ࢆ評価ࡢࡑ࡚ࡋ改善ࢆᅗࢆࡇࡿ通ࡋ

࡚，学習ࡢ効果ࡀ最大限ࡼࡿ࡞うດࡍࡲࡵ。 

 

㸦㸰㸧主体的࣭ᑐヰ的࡛深い学びࡢ視点立ࡓࡗ授業改善ࡢ推㐍 

   生ࡿࡁ力ࢆ育ࠕ，ࡵࡓࡴ何ࡵࡓࡢ学ࠖࡢࡪいう学習ࡢ意義ࢆ共᭷ࡽࡀ࡞ࡋ，授

業ࡢ創意工夫や教ᮦ，教ලࡢ効果的࡞活用ࢆ行うࡶ，各教科等࡛育ᡂࡿࡍ資質࣭

能力ࡘい࡚，ࠕ知識ཬࡧᢏ能 思考力，ุ断力，表現力等ࠕࠖ， う力，人間向ࡧ学ࠕࠖ，

性等ࠖࡢ㸱ࡢࡘ柱࡛整理ࡋ，目標ࢆ明確ࡓࡋ授業改善ດࡍࡲࡵ。 

 

㸦㸱㸧個応ࡓࡌ指ᑟࡢ充実 

   ㄞ解力や情報活用能力࡞ᇶ盤的࡞学力ࢆ確実習得ࡶࡿࡏࡉ，個人ࡢ逭ᗘや

能力，関心応ࡓࡌ学ࡢࡧ場ࡢ充実ࢆᅗ࡚ࡗいࡵࡓࡢࡑ。ࡍࡲࡁ，個ู最適ࡓࢀࡉ

振ࡾ返ࡾ学習や指ᑟ方法ࡢ改善，効果的࡞指ᑟࢆ支えࡿ教ᮦࡢ開Ⓨ，ICT ࢆ࡞活用ࡢ

逭࡚ࡵいࡍࡲࡁ。 

児童࣭生ᚐ࡞ࡕࡀࢀ遅ࡢ学習，ࢀ入ࡾྲྀࢆ習熟ᗘู指ᑟ࡚ࡌ応特性ࡢ教科，ࡓࡲ   

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡗᅗࢆ活用ࡢ教室ࢺ࣮࣏ࢧ，補習教室ࡣ

 

㸦㸲㸧家庭連携ࡓࡋ学習習慣ࡢ確立 

   確࡞学力ࡢᐃ着ࡵࡓࡢ，学力ࡢ要素࡛あࡿ学習意欲や粘ࡾ強ࡃ課㢟ࡾྲྀ組ࡴ態

ᗘࢆ育ࡳ，学校ࡶ家庭࡛ࡢ学習習慣ࡢ確立ࢆ推逭ࡍࡲࡋ。宿㢟ࡢ種類や出ࡋ方ࢆ

工夫ࡋ，家庭連携ࡓࡋ自主的࡞᥈究活動ࢆ࡞通࡚ࡋ，新ࡋい時௦必要ࡿ࡞資質࣭

取組の柱̏ 新͢い時代Ͷ必要と͵Ζ資質・能力の育成 
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能力ࢆ育࡚࡚いࡍࡲࡁ。 

 

㸦㸳㸧体験的活動ࡾྲྀࢆ入ࡓࢀ授業等ࡢ充実 

   児童࣭生ᚐࡀ多様࡞者༠働ࡢࡇࡿࡍ㔜要性ࢆ࡞実感࡛ࡼࡿࡁう各教科等ࡢ特

質応ࡓࡌ体験的活動ࢆ㔜視ࡍࡲࡋ。体験的活動ࢆ通࡚ࡋ，問㢟ࡢⓎ見や問㢟ࢆ解決ࡍ

ດ࡞実践総合ࡢ知ࠖࠕࡢ各教科等，ࡾࡃᇶ盤࡙ࡢ育ᡂ，思考や理解ࡢ能力ࡿ

 。ࡍࡲࡵ

生活や社会，自然ࡢ実㝿，ࡋ活用᭷効ࢆ特色や人的資源ࡢいう地域国ศ寺，ࡓࡲ   

組ࡾྲྀ解決ࡢ課㢟࡞様々ࡢ実生活，ᇶࢆ知識や考え方ࡓ得࡛ࡇࡑ，ࡧ学ࢆ方ࡾ在ࡢ

 。ࡍࡲࡋ充実ࢆ授業等うࡼࡿࡵ

 

㸦㸴㸧指ᑟ評価ࡢ一体ࡢ推㐍 

   児童࣭生ᚐࡢ良いⅬや逭歩ࡢ状況ࢆ࡞積極的評価ࡢࡑ，ࡶࡿࡍ評価ࢆᇶ

指ᑟࡢ遃程やᡂ果ࢆ振ࡾ返ࡾ，授業改善ດ࡚ࡵいࠕ。ࡍࡲࡁ全国学力࣭学習状況調査ࠖ

やࠕ東京都児童࣭生ᚐࡢ学力向ୖࢆᅗࡢࡵࡓࡿ調査ࠖࡢ結果ࢆศ析࡚ࡋ，୍人ࡢࡾࡦ

児童࣭生ᚐࡢ学習状況ࢆ把握ࡶࡿࡍ，国ศ寺市ࡢ࡚ࡋ課㢟ࢆ整理ࡋ，様々࡞教

育施策映࡚ࡋいࡍࡲࡁ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

主体的࣭ᑐヰ的࡛深い学びࡢ視点立ࡓࡗ授業 
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取組の柱̐ 持続可能͵社会の創Ε手を育教育の推進 

 外国語教育ࢆ充実ࡶࡿࡍ，異ࡿ࡞文ࡢ理解ࢆ深ࡵ，国㝿社会主体的㈉献࡛

 。ࡍࡲࡵດ育ᡂࡢ人ᮦࡿࡁ

ࡿ育࡚ࢆ力ࡃい࡚ࡋ活用࡚ࡋ手段，ࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿ身࡛捉えࡅཷࢆ情報や情報ᢏ術，ࡓࡲ 

ࡢࡵࡓࡿ変えࢆ世界，ࡶ ࡓࡢࡾࡃ社会࡙࡞え࡚，持⥆ྍ能ࡲ踏ࢆSDGsࠖࠕ目標ࡢ17

 。ࡍࡲ育࡚ࢆ能力࣭態ᗘ࡞必要課㢟解決ࡢࡵ

教ࣜࣕ࢟ࡶい࡚ࡘ資質࣭能力ࡿ࡞ᇶ盤࡞必要࡚ࡅ向社会的࣭職業的自立，ࡽࡉ 

育ࢆ通࡚ࡋ育࡚࡚いࡍࡲࡁ。 

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧国㝿教育ࡢ充実 

   国㝿社会ࡢ中࡛ࡢ共Ꮡ࣭༠力ࢆ実現ࡵࡓࡿࡍ，異文ࡶᡃࡀ国ࡢ伝統や文

充ࡢ外国語教育ࡢࡽᑠ学校。ࡍࡲࡁ育࡚࡚いࢆ態ᗘࡿࡍ尊㔜ࢆࢀࡑ理解ࡢい࡚ࡘ

実ࡶ，ᖹ和教育ࡢ推逭，ࣜ࢜ンࣜࣛࣃ࣭ࢡࢵࣆンࢡࢵࣆ教育࡛ᇵࡢࢶ࣮࣏ࢫࡓࡗ

価値，国㝿社会࣭異文ࡢ理解，共生社会ࡢ理解，規範意識࡞無形ࢆ࣮ࢩ࢞ࣞࡢ

引ࡁ⥅い࡛いࡍࡲࡁ。 

 

㸦㸰㸧情報教育ࡢ充実 

社会㸦Society5.0㸧ࠖࢺ࣮࣐ࢫ超ࠕ    ࡿ࡞ᇶ盤ࡢ学習児童࣭生ᚐࡢ࡚ࡍ，࡚ࡅ向

情報活用能力ࢆ習得ࡍࡲࡏࡉ。ICT ࡿࡍ充実ࢆ学習ࡢ各教科等，ࡋ活用積極的ࢆ

ࡢ学習࡞総合的ࠕ，ࡓࡲ。ࡍࡲࡵດ育ᡂࡢ的思考ࢢン࣑ࣛࢢࣟࣉࡽᑠ学校段階，ࡶ

時間 教科 遈ᚨࡢ特ูࠕࠖ， ᢏ術࣭家庭科ࡢ中学校ࠕࠖ， い࡚，情報࠾࡞特ู活動ࠖࠕࠖ，

ࣔࣛࣝ教育ࢆ徹底ࡋ，情報ࢸࣜࣗ࢟ࢭ関ࡿࡍෆ容ࡶ充実࡚ࡋいࡍࡲࡁ。 

 

㸦㸱㸧環境教育ࡢ充実 

   ESDや SDGsࡢ関連ࢆ踏ࡲえ，持⥆ྍ能࡞社会࡙ࡾࡃ向ࡓࡅ問㢟ࡢ解決必要࡞

資質࣭能力ࢆ育࡚ࡍࡲ。体験的活動ࢆ充実ࡋ，環境保全向࡚ࡅ自ศ࡛あࡼࡢࡤࢀう

 。ࡍࡲࡋ推逭ࢆ授業ࡿࡏࡉ考えࡃ深，࡞ࡿࡁ࡛ࡀࡇ࡞

 

㸦㸲㸧キࣕࣜ教育ࡢ充実 

   児童࣭生ᚐࡀ学ࡇࡪ自己ࡢ将来ࢆࡾࡀ࡞ࡘࡢ見通ࡽࡀ࡞ࡋ，社会的࣭職業的自

立向࡚ࡅ必要࡞ᇶ盤ࡿ࡞資質࣭ 能力ࢆ身付ࡼࡿࢀࡽࡅう，特ู活動ࢆ要ࡘࡘࡋ，

各教科等ࡢ特質応࡚ࣜࣕ࢟ࡌ教育ࢆ充実ࡍࡲࡋ。 

多ࢆ課㢟，ࡶࡿࡍ醸ᡂࢆ意識ࡢ࡚ࡋ形ᡂ者ࡢ国家࣭社会児童࣭生ᚐ，ࡓࡲ   

面的࣭多角的考え，自ศࡢࡾ࡞考えࢆ持ࡕ，表現࡚ࡋいࡃ力ࢆ育ᡂࡿࡍ主ᶒ者教育ࢆ

推逭ࡍࡲࡋ。 

取組の柱̐ 持続可能͵社会の創Ε手を育教育の推進 
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ᶙ－̑ 健や͖͵体を育ͱΉす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   現状と課題  

健や࡞体ࡢ育ᡂࡣ，心身ࡢ調和的࡞Ⓨ遉ࡢ中࡛ᅗࢀࡽ，心身ࡢ健ᗣᏳ全や，ࢶ࣮࣏ࢫ

学校，ࡵࡓࡢࡑ。ࡍࡲい࡚ࡗ関わ密接実現ࡢ生活࡞ᖾ福࡛豊ࡿࡓわ生涯ࡓࡌ通ࢆ

実現ࡢࣇࣛࢶ࣮࣏ࢫ生活࡞健ᗣ࡛Ᏻ全ࡶ心身，ࡣ指ᑟ࡛ࡿࡍ関体育࣭健ᗣࡿࡅ࠾

 。ࡍࡲい࡚ࡵ逭体的୍ࢆ

 ᮏ市࡛ࡣ，全ᑠ࣭中学校ࡀ体力向ୖࢆ目指୍ࠕࡓࡋ校୍ྲྀ組ࠖやࣜ࢜ンࣜࣛࣃ࣭ࢡࢵࣆン

ࡢࣇࣛࢶ࣮࣏ࢫ，࡚ࡋ通ࢆ体験活動等ࡓࡋ目指ࢆ資質向ୖࡢ志向ࢶ࣮࣏ࢫࡢ教育ࢡࢵࣆ

実現根ྲྀࡓࡋࡊ組ࢆ逭ࡓࡲ。ࡓࡋࡲࡁ࡚ࡵ，東京都教育委員会ࣜ࢜ࡽンࣜࣛࣃ࣭ࢡࢵࣆ

ンࢡࢵࣆ教育ワ࣮ࢻ校やࡢ࣮ࣝࢡࢫࣈࢸࢡ࣮ࣃ࣮ࢫ指ᐃࡓࡅཷࢆ学校ྲྀࡢ組ࢆ市ෆ

全体࡛共᭷ࡽࡀ࡞ࡋ，体力向ୖ୍ࡢ層ࡢ推逭ດࡓࡋࡲࡁ࡚ࡵ。 

 ᮏ市ࡢ状況࡚ࡋ，ᖹᡂ 27ᖺᗘࡽᖹᡂ 30ᖺᗘࡢ࡛ࡲ㸲ᖺ間ࠕࡢ東京都統୍体力ࢺࢫࢸ

調査ࠖࡢ調査結果ࢆศ析ࡓࡋ結果，ḟࡼࡢࢪ࣮࣌う࡞特ᚩࡀ見ࡓࡋࡲࢀࡽ。 

ࡀࡇࡿい࡚ࢀࡽᅗࡀ体力向ୖ着実ࡶ男女ࡢ近ᖺ，ᑠ࣭中学校，ࡽ結果ࡢࡽࢀࡇ

わࡀࡍࡲࡾ，全国ࡢᖹ均値ࡢ比較࡛ࡣୗ回࡚ࡗいࡓࡲ，ࡇࡿ，学校ࡈ数値ࢆ比較

ࡽࡉ，ࡋ把握ヲ細ࢆ実態ࡈ学校，ࡽ等ࡇࡿ多数あࡀ種目ࡿ࡞課㢟ࡣ㝿ࡓࡋ

授業改善ࢆ推逭ࡿࡍ必要ࡀあࡍࡲࡾ。 

ᖹᡂࠕ，ࡓࡲ  30 ᖺᗘ生活࣭運動習慣等調査結果࡛ࠖࡣ，運動やࡘࡇࡿࡍࢆࢶ࣮࣏ࢫい

࡚，男子ࡢ㸷割௨ୖ，女子ࡢ㸶割௨ୖࠕࡀ好ࠖࡁ又ࠕࡣやや好ࠖࡁ回答࡚ࡋい୍ࡿ方，体育

中学校㸱ᖺ生ࡽᑠ学校㧗学ᖺࡣ割合ࡢい児童࣭生ᚐ࡞ࡋࢆࢶ࣮࣏ࢫ授業௨外࡛運動やࡢ

課㢟ࡀᐃ着ࡢ運動習慣，࡞ࡿい࡚ࡗ࡞ࡃ㧗ࡀ割合ࡢ中学生女子特，ࡾ࠾࡚ࡋ増加࡚ࡅ

 。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞

 各学校࠾い୍࡚ࠕ，ࡣ校୍ྲྀ組ࠖࢆ⥅⥆的展開ࡇࡿࡍや，部活動等ࡢ充実ࢆᅗ࡞ࡿ

ࡼࡿࡅい࡛ࢇࡋ親主体的，ࡧ学ࢆ方ࡳࡋや楽ࡉࡋ楽ࡢࢶ࣮࣏ࢫ運動やࡀ児童࣭生ᚐ，࡚ࡋ

う，୍層ྲྀࡾ組ࡀࡇࡴ必要࡛ࣜ࢜，࡚ࡋࡑ。ࡍンࣜࣛࣃ࣭ࢡࢵࣆンࢡࢵࣆ教育ࢆ通࡚ࡌ

○運動やガバれツが好きな子どもたちが増え，体力が向上するとともに，生涯にわたって運動に親しむ資質・能力が育っていますび 

○健康や安全についての理解が深まり，明るく楽しい生活を営むことのできる力が育っていますび 

国分寺市の 

目指す姿 
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学ࡿࡍࠕࢆࢶ࣮࣏ࢫࡔࢇ ࡿࡳࠕࠖ， ࡿえࡉࡉࠕࠖ， ࡞豊࡚ࡌ通ࢆ生涯，࡚ࡋいࢆࡇいうࠖ

 。ࡍ必要࡛ࡀࡇࡴ組ࡾྲྀ࡚ࡅ向実現ࡢࣇࣛࢶ࣮࣏ࢫ

 わ生涯，ࡵ㧗ࢆ関心ࡿࡍᑐ健ᗣࡢ自身，ࡶ向ୖࡢ体力ࡢࡕࡓࡶ子，ࡽࡉ 

 。ࡍ㔜要࡛ࡀࡇ養うࢆ態ᗘࡿࡍうࡼࡋ保持࣭増逭ࢆ健ᗣ主体的࡚ࡗࡓ

 近ᖺ，子ࡢࡕࡓࡶ食生活ࡢ乱ࢀや肥満࣭痩身傾向等ࡀ見࡞ࡿࢀࡽ，食起因ࡿࡍ健ᗣ

課㢟ࡀ懸念࡚ࢀࡉいࡍࡲ。 

 ᮏ市࡛࡛ࡲࢀࡇ，ࡣ児童࣭生ᚐࡀ食関ࡿࡍṇࡋい知識望ࡋࡲい食習慣ࢆ身ࡇࡿࡅࡘ

ᑠ学。ࡓࡋࡲࡁ࡚ࡗᅗࢆ推逭ࡢ食育࡚ࡗ࡞中心ࡀ等࣮ࢲ食育࣮ࣜࡢう，各校ࡼࡿࡁ࡛ࡀ

校ࡢ生活科体験学習࡛ࡣ，農業関ಀ者等࡚ࡋ࣮ࣕࢳ࣮ࢸࢺࢫࢤࢆ招ࡁ，実㝿食ᮦ触

家ࡶᚋ。ࡍࡲい࡚ࡋࡶ組ྲྀࡪい࡚学ࡘ特ᚩや栄養ࡢい，食ᮦࡽࡶ࡚ࡋࢆ直接ヰࡽࡀ࡞ࢀ

庭࣭地域連携࡚ࡋ，児童࣭生ᚐࡢ健ᗣ的࡞生活習慣ࡢ形ᡂ向࡚ࡅ積極的ࡾྲྀ組ࡇࡴ

 。ࡍ必要࡛ࡀ

，問㢟，喫煙ࡿࡍ関健ᗣや性ࡢ，心ࡢࡑ 

飲酒，薬物乱用，犯罪被害࡞，多様࣭深

刻ࡿࡍ子ࡢࡕࡓࡶ現௦的࡞健ᗣやᏳ全

。ࡍࡲい࡚ࢀࡽࡵ求ࡶᑐ応ࡢ課㢟ࡿ関わ

体ࡢ自ศࠕ，ࡵࡓࡿࡍ解決ࢆ課㢟ࡢࡽࢀࡇ

㧗ࢆ意識ࡢࡕࡓࡶいう子ࠖࡿ自ศ࡛Ᏺࡣ

࡚ࡋ連携ࡀ学校࣭家庭࣭地域，ࡶࡿࡵ

 。ࡍ必要࡛ࡀࡇࡴ組ࡾྲྀ

 

 

 

 

 

࠙ᖹᡂ 27ᖺᗘ～ᖹᡂ 30ᖺᗘ 東京都統୍体力ࢺࢫࢸ調査結果ࡢศ析概要ࠚ 

࣭ᖹᡂ 27࣭28ᖺᗘࡣ，ᑠ࣭中学校ࡶᶓࡧ課㢟ࡀあࡀࡓࡗ，ᖹᡂ 29࣭30ᖺᗘࡣ

改善傾向ࡓࡗ࡞。 

࣭ᖹᡂ 29ᖺᗘ௨降ࡣ，ᑠ学校ࡿࡅ࠾握力ࡀࡳࡢ主࡞課㢟࡚ࡗ࡞いࡿ。 

࣭ᖹᡂ 29ᖺᗘ௨降ࡣ，ᑠ࣭中学校ࡢ男女ࡶ東京都ࡢᖹ均値ୖࢆ回ࡿ種目ࡀ多い。 

種目ࡿୗ回ࡶ男女ࡢᑠ࣭中学校，ࡣ比較࡛ࡢᖹ均値ࡢ全国，࡚ࡋ通ࢆᖺᗘࡢ࡚ࡍ࣭

 。多いࡀ

 

  

薬物乱用防Ṇ教室 
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ᖹ成㻞㻣ᖺᗘ ᖹ成㻞㻤ᖺᗘ ᖹ成㻞㻥ᖺᗘ ᖹ成㻟㻜ᖺᗘ

男子

ୖ体起䛣䛧

長ᗙ体前屈

㻞㻜ｍ䝅ャ䝖䝹䝷ン

　立䛱幅䛸䜃

ୖ体起䛣䛧

長ᗙ体前屈

㻞㻜ｍ䝅ャ䝖䝹䝷ン

立䛱幅䛸䜃

ୖ体起䛣䛧

長ᗙ体前屈

反ᶓ䛸䜃

　㻞㻜ｍ䝅ャ䝖䝹䝷ン

立䛱幅䛸䜃

ୖ体起䛣䛧

長ᗙ体前屈

反ᶓ䛸䜃

　㻞㻜ｍ䝅ャ䝖䝹䝷ン

立䛱幅䛸䜃

女子

ୖ体起䛣䛧

長ᗙ体前屈

㻞㻜ｍ䝅ャ䝖䝹䝷ン

　立䛱幅䛸䜃

ୖ体起䛣䛧

長ᗙ体前屈

　立䛱幅䛸䜃

5㻜ｍ走

長ᗙ体前屈

反ᶓ䛸䜃

立䛱幅䛸䜃

ୖ体起䛣䛧

長ᗙ体前屈

反ᶓ䛸䜃

　㻞㻜ｍ䝅ャ䝖䝹䝷ン

立䛱幅䛸䜃

男子
反ᶓ䛸䜃

反ᶓ䛸䜃

ソ䝣䝖䝪䞊䝹投䛢

握力 握力

女子
反ᶓ䛸䜃

反ᶓ䛸䜃

ソ䝣䝖䝪䞊䝹投䛢

㻞㻜m䝅ャ䝖䝹䝷ン

握力 握力

ᖹ成㻞㻣ᖺᗘ ᖹ成㻞㻤ᖺᗘ ᖹ成㻞㻥ᖺᗘ ᖹ成㻟㻜ᖺᗘ

男子

長ᗙ体前屈

  持久走

　5㻜ｍ走

長ᗙ体前屈

持久走

  立䛱幅䛸䜃
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ᖹ成 30ᖺᗘ 生活࣭㐠動習慣等調査 

資料㸸ᖹ成 30ᖺᗘ東京都児童࣭生徒体力࣭㐠動能力，生活࣭㐠動習慣等調査報告書 

■㐠動㸦体ࢆ動ࡍ㐟びࡴࡃࡩࢆ㸧やࢆࢶ࣮࣏ࢫ

 。ࡍ࡛ࡁ好ࡣࡇࡿࡍ

■㐠動やࡽࡃࡢࢆࢶ࣮࣏ࢫい࡚ࡋいまࡍ。

㸦学校ࡢ体育ࡢ授業ࡁࡒࡢࢆまࡍ。㸧 

 割合ࡓࡋ回答いࠖ࡞ࡋࠕ 合計ࡢ割合ࡓࡋ回答ࠖࡁやや好ࠕࡣ又ࠖࡁ好ࠕ

体育的活動ࠕ元気࣒ࠖࢱࣉࢵ 
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取組の柱̏ 豊か͵スポーツライフの実現を目指͢た教育の充実 

 体育ࡢ授業や日常生活ࡿࡅ࠾体育的活動ࢆ充実ࡏࡉ，運動ࡢ楽ࡉࡋや喜ࢆࡧ味わわࡿࡏ

実生活や実社会ࢆࡇࡓࡋ学習，࡚ࡋࡑ。ࡍࡲࡏࡤ学ࢆ方ࡳࡋ楽࡞多様ࡢ運動，ࡶ

いࡋ，豊ࢆࣇࣛࢶ࣮࣏ࢫ࡞実現ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍうࡍࡲࡋ。 

課㢟，ࡋ活用ࢆ結果ࡢ東京都児童࣭生ᚐ体力࣭運動能力，生活࣭運動習慣等調査ࠖࠕ，ࡓࡲ 

 。ࡍࡲࡳ組ࡾྲྀ࡚ࡋ⥆⥅，ࡵᐃࢆ各校࡛目標࡚ࡅ向課㢟解決ࡢࡑ，࡛ୖࡓࡋ明確ࢆ

 中学校ࡿࡅ࠾運動部活動ࡘい࡚ࠕ，ࡣ運動部活動ࡢ在ࡾ方関ࡿࡍ方針ࠖᇶ࡙ࡁ活動

方針ࢆᐃࡵ，生ᚐࡀ自主的࣭自Ⓨ的活動ࣛࣂ，ࡋンࡓࢀࡢࢫ心身ࡢᡂ長学校生活ࢆ㏦

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡏࡉ改善࣭充実ࢆう，運営方法ࡼࡿ࡞場ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧㐠動能力ࡢ向ୖ及び㐠動習慣ࡢ確立 

，ࡋศ析寧ࢆ結果ࡢ東京都児童࣭生ᚐ体力࣭運動能力，生活࣭運動習慣等調査ࠖࠕ   

各校࠾い࡚Ⓨ遉段階応ࡓࡌ課㢟ࢆ明確࡚ࡋࡑ。ࡍࡲࡋ，体育ࡢ授業や体育的活動

やࡇࡿࡍ学習主体的，࡚ࡅ向解決ࡢ課㢟ࡢい࡚ࡘ運動や健ᗣࡢ自己，࡚ࡋ通ࢆ

仲間ᑐヰࡽࡀ࡞ࡋ課㢟ࢆ解決࡚ࡋいࡃ体育ࡢ学習ࢆ展開ࡍࡲࡋ。 

東京，ࡓࡲ    ࣝ，ࡋ契機ࢆ競ᢏ大会ࢡࢵࣆンࣜࣛࣃ࣭ࢡࢵࣆンࣜ࢜2020 ࣮ࣝや࣮ࢼ࣐

ࡲࡁい࡚ࡋ指ᑟい࡚，⥅⥆的ࡘ意義や価値等ࡢࢶ࣮࣏ࢫやࡉ大ษࡢࡇࡿࡍ遵Ᏺࢆ

 。ࡍ

 

㸦㸰㸧㐠動部活動等ࡢ改善࣭充実 

   運動部活動࠾い࡚，部活動指ᑟ員等ࡢ外部ࡢ指ᑟ者ࢆ活用ࡶࡿࡍ，顧問教員

ࢶ࣮࣏ࢫ，ࡣ運動部活動。ࡍࡲ行いࢆ㧗い指ᑟࡢ専門性ࡾࡼ，ࡵດ向ୖࡢ指ᑟ力ࡢ

興味࣭関心ࡢあྠࡿ好ࡢ生ᚐࡀ㞟ࡾࡲᢏ能ࡢ向ୖや自己ࡢグ録挑戦ࡿࡍ中࡛，運動ࡢ

楽ࡉࡋや喜ࢆࡧศࡕ合えࡿ活動࡛ࡍ。体力ࡢ向ୖࡃ࡞࡛ࡾࡤ，心身ࣛࣂࡢンࡢࢫ

展開ࢆ運動部活動ࡿ魅力あࡿ思えいࡓࡋ参加積極的ࡀ生ᚐ，ࡶ࡛ୖࡿᅗࢆᡂ長ࡓࢀ

 。ࡍࡲࡋ

 

 

 

 

 

 

 

  

取組の柱̏ 豊か͵スポーツライフの実現を目指͢た教育の充実 

体力向ୖࣛࠕンࢽンࢢ㐌間ࠖྲྀࡢ組 
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取組の柱̐ 健康・安全Ͷ生活ͤΖ力の育成 

 自ศࡢ体や心ࡢ健ᗣᑐࡿࡍ関心ࢆ㧗ࡵ，自己ࡢ健ᗣࡘい࡚ࡢ課㢟ࡢ解決向࡚ࡅ主体

的学習ࢆࡇࡿࡍ通࡚ࡋ，生涯わ࡚ࡗࡓ健ᗣࢆ保持࣭ 増逭ࡼࡋうࡿࡍ態ᗘࢆ育࡚ࡍࡲ。 

，ࡵ㧗ࢆ危機回避能力ࡢࡕࡓࡶ子࡚ࡋ開催ࢆ教室や薬物乱用防Ṇ教室ࢸࣇ࣮ࢭ，ࡓࡲ 

健ᗣ࡛Ᏻ全࡞生活ࢆ営ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡴ力ࢆ育࡚ࡍࡲ。 

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧健康࣭安全教育ࡢ充実 

   健ᗣ関ࡿࡍṇࡋい知識ࢆ習得ࡶࡿࡏࡉ，自己ࡢ課㢟ࢆ解決ࡿࡍ学習活動積

極的ࡾྲྀ組ࡏࡲ，家庭ࡶ࡛࡞いࡿࡁ࡛ࡢࡇࡍ実践力ࢆ育࡚ࡍࡲ。 

い࡚児童࣭生ᚐࡘ健ᗣ課㢟ࡿࡍ多様࣭深刻，ࡋ開催ࢆ薬物乱用防Ṇ教室，ࡓࡲ   

大ࡿᏲࢆ身ࡢ自ศ，ࡋ開催ࢆ教室ࢸࣇ࣮ࢭ，ࡽࡉ。ࡍࡲ行いࢆ指ᑟࡓࡌ応実態ࡢ

ษࢆࡉ学ࡏࡤ，危機回避能力ࢆ㧗ࡍࡲࡵ。 

 

㸦㸰㸧食育ࡢ推㐍 

   児童࣭生ᚐࡀ，食関ࡿࡍṇࡋい知識望ࡋࡲい食習慣ࢆ身付ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡅ

うࡵࡓࡿࡍ，学校࡛ࡣ，給食ࡢ時間ࡎࡽࡲ，教育活動全体ࢆ通࡚ࡋ，計画的

整備ࢆ校ෆ指ᑟ体制ࡓࡋ中心ࢆ等࣮ࢲ食育࣮ࣜ，ࡶࡃい࡚ࡗ行ࢆ指ᑟࡢ食育

 。ࡍࡲࡋ

ࡿࡁ理解࡛ࢆ食文ࡓࡋいࢆ特性ࡢ食文や地域ࡢ日ᮏ࡞伝統的࡚ࡋ通ࢆ食，ࡓࡲ

，࡞ࡿࡍᑟ入積極的ࢆ体験活動ࡿࢀ触地場㔝菜࡚ࡋ連携地域ࡣう，ᑠ学校࡛ࡼ

学校給食ࢆ活用ࡓࡋ食育ࢆ推逭ࡍࡲࡋ。 

 

㸦㸱㸧学校࣭家庭࣭地域ࡀ連携ྲྀࡓࡋ組ࡢ推㐍 

   児童࣭生ᚐࡀ，ᇶᮏ的࡞生活習慣ࢆ身付ࡅ，健ᗣ࡛明ࡿい生活ࢆ㏦ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ

ࡲࡋ共᭷ࢆ健ᗣ課㢟ࡘ持ࡢ児童࣭生ᚐ，࡚ࡋ連携ࡀ学校࣭家庭࣭地域，ࡵࡓࡿࡍうࡼ

，ࡋ交換ࢆ意見ࡀ学校࣭家庭࣭地域，ࡶࡢ指ᑟࡢ学校་，ࡋ開催ࢆ学校保健委員会。ࡍ

様々࡞健ᗣ課㢟ࡘい࡚解決ࡢࡵࡓࡿࡍ方策ࢆ立࡚，互い༠力࡚ࡋ実践࡚ࡋいࡍࡲࡁ。 

 

 

 

 

 

 

  

取組の柱̐ 健康・安全Ͷ生活ͤΖ力の育成 

食育ࠕ豆腐作ࡾ体験ࠖ 
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ᶙ－̒ 一人ͽͳΕの個性を伸ばしΉす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   現状と課題  

特Ṧ教育㸦心身㞀害教育㸧ࠖࠕ  ࡋ経遃ࡀ10ᖺ௨ୖ，ࢀࡽᅗࡀ転換ࡢ特ู支援教育ࠖࠕࡽ

改ṇ㸦ᖹᡂࡢ間，㞀害者ᇶᮏ法ࡢࡇ。ࡓࡋࡲ 23ᖺ㸶᭶㸧，㞀害ࢆ理⏤ࡿࡍ差ูࡢ解消ࡢ推

逭関ࡿࡍ法ᚊࡢ施行㸦ᖹᡂ 28 ᖺ㸲᭶㸧，Ⓨ遉㞀害者支援法ࡢ改ṇ㸦ྠᖺ㸳᭶㸧ࡢ࡞法整

備ࡀ行わࢀ，特ู支援教育ࡿࡄࡵࢆ状況ࡣ大ࡃࡁ変࡚ࡋいࡍࡲ。 

 ᮏ市࡛ࡣ，特ู࡞支援ࢆ必要ࡿࡍ児童࣭生ᚐ୍人ྍࡢࡾࡦ能性ࢆ最大限伸長ࡋ，将

来ࡢ自立社会参加ࢆ支援ࡵࡓࡿࡍ，ᖹᡂ 29ᖺ㸰᭶ࠗ 第㸱ḟ国ศ寺市特ู支援教育ᇶᮏ計

画㸦義務教育時㸧࠘  。ࡓࡋࡲࡋ策ᐃࢆ

 現在，ᮏ市ࡢ特ู支援学⣭在籍ࡿࡍ児童࣭生ᚐ数や特ู支援教室࣭通⣭指ᑟ学⣭通う

児童࣭生ᚐ数ࡣᖺ々増加傾向あࡇ。ࡍࡲࡾうࡓࡋ状況ᑐ応ࡵࡓࡿࡍ，学校ෆ外ࡢ研修ࢆ

通ࡢ࡚ࡋ教職員ᑐࡿࡍ特ู支援教育ࡢ理解啓Ⓨ，ࣜ࢜ンࣜࣛࣃ࣭ࢡࢵࣆンࢡࢵࣆ教育関

連ࡓࡋ㞀害者理解ྲྀࡢ組ࡢ充実等ດࡓࡋࡲࡁ࡚ࡵ。 

 ᚋࡶ特ู࡞支援ࢆ必要ࡿࡍ児童࣭生ᚐ୍人ࡢࡾࡦ教育的ࢆࢬ࣮ࢽ把握ࡋ，適ษ࡞支

援ࢆ行うࡣࡵࡓ，特ู支援教育ࡢ更ࡿ࡞充実ࡀ求ࡓࡲ。ࡍࡲࢀࡽࡵ，௧和㸱ᖺᗘࡣ中学

校ࡿࡅ࠾巡回型ࡢ特ู支援教室ࢆ開設ࡢ࡛ࡲࢀࡇ。ࡍࡲࡋᑠ学校ࡢ実施状況ࢆᇶࡢࡑ，

ᡂ果や課㢟ࢆいࡽࡀ࡞ࡋ運営方法等ࢆ工夫࡚ࡋいࡶࡇࡃ課㢟ࡍࡲࡾ࡞。 

ࡢࡶ児童࣭生ᚐや，子ࡿ抱え࡚いࢆࡳᏳやᝎ࡞様々࡞学業や人関ಀ，逭路，ࡓࡲ 

教育や࡞ࡅࡘࡋᝎ࡛ࢇいࡿ保護者ࡣ少ࡃ࡞あࢇࡏࡲࡾ。ᮏ市ࡢ教育相談室ࡿࡅ࠾相談

回数ࡣ，ẖᖺ 2,000回近࡚ࡗ࡞ࡃいࡍࡲ。 

⥆⥅，ࡶࡿࡍᑐ応寧ࡘ迅速，ࡣ相談ࡢࡽ保護者ࡧ児童࣭生ᚐཬࡓࡋうࡇ 

的ᑐ応࡚ࡋいࡀࡇࡃ大ษ࡛ࡵࡓࡢࡑ。ࡍ，教員ࡃ࡞࡛ࡅࡔ，臨床心理専門࣮࢝ࣝࢡࢫࡢ

等࣮࢝ワ࣮ࣝࣕࢩソ࣮࣮ࣝࢡࢫࡿࡍ᭷ࢆ知識࣭ᢏ能࡞専門的ࡿࡍ関や社会福祉࣮ࣛࢭン࢘

中，児童࣭生ᚐや保護者ࡿࡍ多様ࡀ社会生活，ࡋࡋ。ࡍࡲい࡚ࡋຓ୍ࡢ解決ࡋ配置ࢆ

ࡇࡿࡍᑐ応ࡃ細ࡵࡁ࡚ࡋ連携ࡀ専門職࡞多様学校。ࡍࡲい࡚ࡋ複雑ࡶࡳᝎࡿ抱えࡢ

○学校では，子どもたち一人ひとりの教育的ニれキに応じた指導・支援が行われていますび 

○教員，子ども，保護者，地域住民が特別支援教育への理解を深めていますびまた，教員は関係諸機関と連携しながら子どもの能力や可能性を最大限に伸長していますび 

○悩みを持った子どもや保護者が相談しやすい体制が整っていますび 

国分寺市の 

目指す姿 
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や，ᑠ࣭中学校ࡿࡅ࠾ษࢀ目࡞ࡢい相談体制ࡢ更ࡿ࡞整備充実ࡀ求ࡍࡲࢀࡽࡵ。 

 Ⓩ校児童࣭生ᚐࡘい࡚ࡇࡇ，ࡣ数ᖺ増加傾向あࡾ，特中学校࠾い࡚ࡢࡑࡣ傾向

教ࡀ各学校，ࡣࢀࡇ。ࡍࡲࡾあ増加傾向ࡶ帰率ࡢ方，学校୍。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞顕著ࡀ

育相談室や適応指ᑟ教室ࡢ緊密࡞連携ࢆᅗࡾ，Ⓩ校ࡢᮍ然防Ṇ初期ᑐ応，帰支援

 。ࡍࡲい࡚ࡋࢆศ析ᡂ果ࡓࡁ࡛ࢇ組ࡾྲྀ

 ᚋࡣ，全校設置ࢺ࣮࣏ࢧࡓࡋ教室ࡢ効果的࡞活用ࡘい࡚ࡢ検討や，様々࡞関ಀ機関

 。ࡍ必要࡛ࡀࡇࡿࡍ整備ࢆ環境ࡿࡁ࡛ࡢࡇࡪ学࡚ࡋᏳ心，࡚ࡋ࡞ࡿᅗࢆ連携強ࡢ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料㸸市教育委員会 

ᖹ成㻞㻣ᖺᗘ ᖹ成㻞㻤ᖺᗘ ᖹ成㻞㻥ᖺᗘ ᖹ成㻟㻜ᖺᗘ

電話相談 43 33 37 36

来所相談

※䛾䜉回数

2,037 2,061 1,917 1,976

教育相談実態調査䜘䜚䠄ᖹ成㻞㻣ᖺᗘ～ᖹ成㻟㻜ᖺᗘ䠅

教育相談室䛻䛚䛡䜛電話相談及䜃来所相談回数䛾経ᖺ推移

特別支援学級及び特別支援教室࣭通級指ᑟ学級在籍ࡿࡍ児童࣭生徒数ࡢ推移 

資料㸸市教育委員会㸦各ᖺᗘ㸳᭶㸯日現在㸧 
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取組の柱̏ 特別支援教育体制の充実 

 子୍ࡕࡓࡶ人ࡢࡾࡦ教育的ࢆࢬ࣮ࢽ的確捉え，通常ࡢ学⣭࡛ࡵࡁࡢ細や࡞指ᑟ࣭

支援ࡢ充実併࡚ࡏ，特ู支援学⣭ཬࡧ通⣭指ᑟ学⣭㸦特ู支援教室㸧࡛ࡢ指ᑟ࣭支援ࡢ充

実，Ⓨ展ࢆᅗࡢࡑ。ࡍࡲࡾ中࡛，生活や学習ୖࡢ困㞴ࢆ改善，克服ࡋ，主体的࣭積極的社会

 。ࡍࡲࡳ育ࢆ意識ࡿࡍうࡼࡋ参画

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧特別支援教育ࡢ充実 

   ᖺ間ࢆ通࡚ࡋ，校ෆ委員会ࢆ⥅⥆的開催ࡋ，特ู࡞教育的支援ࢆ必要ࡿࡍ子ࡶ

連関ಀ諸機関，ࡵṆࡅཷࢆ思いࡢや保護者ࡶ子，ࡓࡲ。ࡍࡲࡋ把握ṇ確ࢆ実態ࡢ

携ࡽࡀ࡞ࡋ，学校全体࡛ࡾࡼ適ษ࡛ල体的࡞指ᑟ࣭支援ࡢࡵࡓࡿࡍࢆ個ู指ᑟ計画ཬࡧ

学校生活支援ࢆࢺ࣮ࢩ作ᡂࡋ，適ษ࡞教育୍ࡀ貫࡚ࡋ行わࡼࡿࢀうࡍࡲࡋ。 

 

㸦㸰㸧特別支援教育関ࡿࡍ環境整備ࡢ推㐍 

   ௧和㸱ᖺᗘ中学校ࡿࡅ࠾巡回型ࡢ特ู支援教室ࢆ設置ࡋ，ᑠ࣭中学校ࡶ運営

特ู支ࡢࡵࡓ行うࢆ身辺ຓࡢ児童࣭生ᚐࡣ特ู支援学⣭，ࡓࡲ。ࡍࡲࡾᅗࢆ充実ࡢ

援学⣭ຓ員ࢆ配置ࡶࡿࡍ，通常ࡢ学⣭在籍ࡿࡍ児童࣭生ᚐࡢ教科指ᑟࡢ補充

支ࢆ࡞適応ࡢ学校生活ࡢ児童࣭生ᚐࡿあࡢ教室支援員，㞀害ࢺ࣮࣏ࢧࡢࡵࡓࡿᅗࢆ

援ࡋ，学⣭運営ࡢ充実ࢆᅗࡢࡵࡓࡿ特ู支援教育ࢱࢫࢩࢫࣛࢡンࢆࢺ配置ࡍࡲࡋ。 

市立ᑠ࣭中学校ࡢ地域ࡿࡍ居ఫ，ࡀ児童࣭生ᚐࡿࡍ在籍都立特ู支援学校，ࡽࡉ   

 。ࡍࡲࡾᅗࢆ⥆⥅維持࣭ࡢࡾࡀ࡞ࡘࡢ地域ࡿࡍ居ఫ࡚ࡌ通ࢆ交流，ࡕ持ࢆ副籍

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取組の柱̏ 特別支援教育体制の充実 

特別支援学級ࡿࡅ࠾授業ࡢ様子 
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取組の柱̐ 特別支援教育の理解推進 

 特ู࡞支援ࢆ必要ࡿࡍ子ࡢࡕࡓࡶ能力やྍ能性ࢆ最大限伸長ࡵࡓࡿࡍ，教員，子

い࡚ࡋ推逭ࢆ組ྲྀࡢࡵࡓࡃい࡚ࡵ深ࢆい࡚理解ࡘ特ู支援教育ࡀ保護者，地域ఫ民，ࡶ

 。ࡍࡲࡁ

就࡚ࡋ通ࢆ༠議ࡢ機関࡞様々，ࡵࡓ行うࢆ教育や支援࡞適ษࡾࡦ人୍ࡶ子，ࡓࡲ 

学先ࢆ検討ࡶࡿࡍ，必要応࡚ࡌ，就学ᚋࡢ支援ࡶ行࡚ࡗいࡍࡲࡁ。 

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧特別支援教育ࡢ理解啓Ⓨࡢ充実 

   教育相談࣭特ู支援教育ࢹ࣮ࢥネ࣮ࢺ推逭委員会，特ู支援学⣭連絡会，夏Ꮨ特ู

支援教育研修会，若手教員育ᡂ研修㸦㸯ᖺḟ～㸱ᖺḟ㸧ࢆ開催ࡋ，特ู支援教育や校ෆ

体制ࡢ整備ࡢ在ࡾ方等ࡘい࡚教員ࡢ理解啓Ⓨࢆᅗࡍࡲࡾ。 

ࡿࡵ深ࢆ理解ࡢ教職員࡚ࡋ開催ࢆ校ෆ研修会ࡿࡍ関特ู支援教育，ࡣ各学校，ࡓࡲ   

ࡼࡔ学校，ࡽࡉ。ࡍࡲࡵດ充実ࡢ組ྲྀࡢ㞀害者理解ࡿࡍᑐ児童࣭生ᚐ，ࡶ

 。ࡍࡲࡵດࡶ理解啓Ⓨࡢ保護者や地域ఫ民，࡚ࡋ通ࢆや講演会等ࡾ

 

㸦㸰㸧就学相談ࡢ充実 

   特ู࡞支援ࢆ必要ࡿࡍ子୍ࡶ人ࡾࡦ適ษ࡞教育や支援ࢆ行うࡵࡓ，個ู支援

委員会࠾い࡚，様々࡞機関ࡀ༠議࡚ࡋ，必要࡚ࡋいࡿ支援ࢆ検討ࡽࡉ。ࡍࡲࡋ，

支援や就学先決ᐃࡢࡑ，ࡎࡽ࡞ࡳࡢᚋ୍ࡢ貫ࡓࡋ支援ࡘい࡚ࡶຓ言ࢆ行いࡍࡲ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取組の柱̐ 特別支援教育の理解推進 

遠足࡛ࡢ特別支援学級ࡢ交流 



45 

取組の柱̑ 教育相談体制の強化 

 子ࡀࡕࡓࡶẖ日元気充実ࡓࡋ生活ࢆ㏦ࡵࡓࡿ，ᝎࢆࡳ持ࡓࡗ子ࡶや保護者等ࡀ相

談ࡋやࡍい体制や環境ࢆ整備ࡓࡲ。ࡍࡲࡋ，相談ෆ容応࡚ࡌ関ಀ諸機関連携ࢆᅗࡾ，問

㢟解決ࡢࡵࡓࡢ方策ࢆ᥈࡚ࡗいࡍࡲࡁ。 

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧教育相談活動ࡢ充実 

   子ࡢࡕࡓࡶ様々࡞ᝎࡳや問㢟ᑐࡋ，個ู相談応ࡢࡑ，ࡌ健全࡞Ⓨ育ࢆຓᡂࡍ

，ࡁ࡞必要，ࡣ教育相談室࡛。ࡍࡲࡋ実施ࢆ教育相談，ࡋ設置ࢆ教育相談室ࡵࡓࡿ

相談ࡋやࡍいࡼう相談ࢆࢻ࣮࢝Ⓨ行ࡋ周知ࢆᅗࡓࡲ。ࡍࡲࡾ，教育相談室ࡢ相談員ࡣᐃ

期的市立ᑠ࣭中学校ࢆ巡回ࡋ，各校ࡿࡅ࠾教育相談ࡢ質ࢆ㧗ࡍࡲࡵ。 

   市立ᑠ࣭中学校ࡣ，東京都ࡢ非常勤職員࡛あ࣮࢘࢝ࣝࢡࢫࡿンࢆ࣮ࣛࢭ配置ࡋ，児

童࣭生ᚐや保護者ࡢ相談活動あࡍࡲࡾࡓ。特，ᑠ学校㸳ᖺ生ཬࡧ中学校㸯ᖺ生ࡣ

全員面接ࢆ実施ࡋ，いࡵࡌやⓏ校ࡢᮍ然防Ṇ࣭早期Ⓨ見࣭早期ᑐ応ດࡍࡲࡵ。 

 

㸦㸰㸧不Ⓩ校児童࣭生徒ࡢ支援ࡢ充実 

   全市立学校࡛ࡣ，新࡞ࡓⓏ校児童࣭生ᚐࢆ出࡞ࡉいࡵࡓ，居場所ࡢあࡿ学⣭࡙ࡃ

 。ࡍࡲ行いࢆ工夫ࡢ指ᑟࡓࡌ応個ࡓࡋ活用ࢆ教室ࢺ࣮࣏ࢧ，ࡶࡿࡵດࡾ

   学校Ⓩ校࡛࡞ࡁい児童࣭生ᚐࡣ，適応指ᑟ教室㸦࣒࣮ࣝࣛࢺ㸧ࡢ活用࡞ࡍಁࢆ

中࡛社会ࡢい雰ᅖ気温，ࡋ提供ࢆ機会ࡢあいࢀࡩࡢ機会や学習機会，人ࡢ外出，

性や自立心ࢆ養うࡶ，㞟団生活ࡢ適応力ࢆ㧗ࡵ，学校帰等ࢆ目指ࡍࡲࡋ。 

 

㸦㸱㸧関係諸機関等ࡢ連携ࡢ強 

   教育相談室や学校ࡣ，相談ෆ容応࣮ࣝࢡࢫ，ࡌソ࣮ࣝࣕࢩワ࣮࣮࢝連携ࢆᅗ࡞ࡾ

関ಀ機関ࡢ警察࣭保健所等࣭࣮ࢱンࢭ児童相談所࣭少ᖺ࣭࣮ࢱンࢭ家庭支援ࡶ子，ࡽࡀ

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡗ᥈ࢆ方策ࡢࡵࡓࡢ課㢟解決，ࡋ連携

 

 

 

  

取組の柱̑ 教育相談体制の強化 
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施策の方向性ᶚ 学校教育環境の充実 

ᶚ－̏ 教員の資質・能力を高ΌΉす 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   現状と課題  

 学習指ᑟ要領ࡢ確実࡞実施，複雑࣭多様࡚ࡋいࡿ教育課㢟ࡢ࡞ᑐ応ࡀ求ࡿࢀࡽࡵ

学校教育࠾い࡚，教育ࡢ直接ࡢ担い手࡛あࡿ教員ࡢ果ࡍࡓ役割ࡣ極࡚ࡵ㔜要࡛ࡍ。 

近ᖺࡢ教員ࡢ大㔞㏥職࣭大㔞᥇用等ࡾࡼ，教員ࡢᖺ齢構ᡂや経験ᖺ数ンࣛࣂンࡀࢫ

生ࡢ࡛ࡲࢀࡇ，ࡾ࠾࡚ࡌ学校教育ࡢ蓄積ࣛࢸ࣋，ࡀン教員ࡽ若手教員⥅ᢎࡃࢀࡉい

状況ࡀあࡍࡲࡾ。 

 ᮏ市࠾い࡚ࡣ，教員ࡢᖺ齢構ᡂࡘい࡚，ᖹᡂ 26 ᖺᗘ比࡚௧和元ᖺᗘ31，ࡣ ṓ～

35 ṓ，36 ṓ～40 ṓ，41 ṓ～45 ṓࡢᖺ齢༊ศ࡛ᑠ࣭中学校ࡢ教員ࡶࡀ増え࡚いࡿ状況

࡛あࡾ，全体占ࡿࡵ中堅教員数ࡢ割合ࡀ比較的㧗い状況あࡵࡓࡿ，若手教員ࡢ育ᡂ

当ࣛࢸ࣋，ࡣ࡚ࡗࡓン教員ࡶ中堅教員ࢆ活用࡚ࡋ，学習指ᑟや児童࣭生ᚐ指ᑟࡢᢏ術，

保護者࣭地域ࡢ関わࡾ方ࢆ࡞伝ᢎ࡚ࡋいࡃ必要ࡀあࡍࡲࡾ。 

 市教育委員会࡛ࡣ，新規᥇用㸯ᖺ目ࡽ㸱ᖺ目ࡢ教員ࢆᑐ象若手教員育ᡂ研修ࢆ実施ࡋ

࡚いࡍࡲ。喫緊ࡢ教育課㢟ࢆ踏ࡲえࡽࡀ࡞，意義ࡢあࡿ研修ࡼࡿ࡞うෆ容ࡢ充実ດ࡚ࡵ

いࡓࡲ。ࡍࡲ，ẖ回，実施ᚋཷ講者ンࢬ࣮ࢽ，ࡾࢆࢺ࣮ࢣ合ࡓࡗෆ容ࡢ提供࡛ࡀ

 。ࡍࡲい࡚ࡗᅗࢆう改善ࡼࡿࡁ

 各学校࡛ࣛࢸ࣋，ࡣン教員若手教員࡚ࡋ࣌ࢆ互い授業観察ࢆ行う，ࢽ࣑，ࡓࡲ研

修会ࢆ開催࡚ࡋ互いࡢ専門性ࢆいࡓࡋ OJT  。ࡍࡲい࡚ࡋࢆᑐ応ࡢ࡞ࡿࡍ推逭意ᅗ的ࢆ

 ᚋࡶ，市教育委員会学校ࡀ༠力࡚ࡋ意ᅗ的࣭計画的研修ࢆ行い，教員ࡢࢀࡒࢀࡑ経

験や職層応ࡓࡌ資質࣭能力ࢆ育ᡂࡀࡇࡿࡍ必要࡛ࡍ。 

い࡚，ᖹᡂࡘ勤務状況ࡢ教員ࡢᮏ市，ࡓࡲ 30ᖺ㸴᭶市教育委員会ࡀ実施ࠕࡓࡋ教員

勤務実態調査ࠖࡢ結果ࡿࡼ，ᑠ学校ࡢ副校長ࡣ逬ࡢ在校等時間ࡀ 60時間௨ୖ࡚ࡗ࡞

近い数値60時間，ࡣ教諭ࡢ校長，ᑠ࣭中学校ࡢᑠ学校，ࡵࡌࡣࢆ副校長ࡢ中学校，ࡾ࠾

ᖹᡂ，ᇶࢆ調査結果ࡢࡇ。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞ 31ᖺ㸯᭶ࠗ国ศ寺市立学校ࡿࡅ࠾働ࡁ方

○子どもたちの興味・関心を引き出し，主体的に学習に取り組める授業を展開していますび 

○子どもたち一人ひとりの個性を的確に捉え，意欲的に学校生活が送れるよう支援していますび 

○様らな課題に的確で効果的に対応できるよう，すべての教員が組織の一員として学校運営に積極的に参画していますび 

○保護者や地域住民と積極的に連携を図り，地域に根ざした特色ある学校づくりが進められていますび 

国分寺市の 

目指す姿 
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改革推逭ࣛࣉン࠘ࢆ策ᐃࡋ，教員ࡢ長時間労働ࡢ改善向ྲྀࡓࡅ組ࢆ逭ࡓࡋࡲࡁ࡚ࡵ。現

在，国ࡣࡽ新ࠕࡓ㸯᭶ࡢᐃ時外在校等時間ࡀ 45時間ࠖୖࡢ限ࡢ目Ᏻࡀ示࡚ࢀࡉい

ࡿࡍ在校等時間ࡢ逬ࢆࢀࡇ。ࡍࡲ 50時間程ᗘࡾ࡞，ᮏ市ࡢ教員࠾い࡚ࡽࡉ，ࡶ

ྲྀ組ࡢ推逭ࡀ求ࡍࡲࡾ࡞ࡇࡿࢀࡽࡵ。 

 教員ࡀ授業改善ࡢࡵࡓࡿࡍ時間や児童࣭生ᚐ୍人ࡾࡦ向ࡁ合う時間ࢆ࡞十ศ確保

ࡶ࡞持⥆ྍ能ࢆ㧗い学校教育ࡢ質，ࡾᅗࢆ軽減ࡢ業務㈇担ࡢ教員，うࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ

 。ࡍࡲࡾあࡀ必要ࡿࡍࡢ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙教員ࡢ㸯㐌当ࡢࡾࡓ在校時間 㸦調査期間㸸ᖹ成ࠚ 30ᖺ㸴᭶㸧 

資料㸸市教育委員会ࠗ国分寺市立学校ࡿࡅ࠾働ࡁ方改革推㐍ࣛࣉン 㸦࠘ᖹ成 31ᖺ㸯᭶㸧 

市立ᑠ࣭中学校ࡢ教員ࡢᖺ齢構成 

資料㸸市教育委員会 

※人数ࡣ，ࠗ 国分寺市ࡢ教育࠘掲載࡚ࡋいࠕࡿ教職員数一覧㸦௧和元ᖺ㸳᭶㸯日基準日㸧ࠖ 教諭ࡢ

㸦教諭࣭主任࣭主幹࣭指ᑟ㸧及び養護教諭㸦教諭࣭主任࣭主幹㸧࡚ࡋいまࡍ。 

※ᖺ齢ࡣ，ୖ記ヱ当者ࡢ௧和㸰ᖺ㸱᭶ 31日現在࡚ࡋいまࡍ。 

࠙ᑠ学校教員ࠚ 

࠙中学校教員ࠚ 

国分寺市立学校教員勤務実態調査結果 

国ศ寺市 東京都 国ศ寺市 東京都

校長 58:19 55:59 50:13 58:42

副校長 62:07 68:33 59:39 65:54

教諭 57:22 58:33 57:34 64:35

養護教諭 51:08 47:45 44:21 54:50

ᑠ学校 中学校
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取組の柱̏ 授業力の向上 

 急速࡞社会ࡢ変主体的向ࡁ合い，者༠働࡚ࡋ，物ࢆ解決ࡼࡋうࡿࡍ資質࣭

能力ࢆ子ࡕࡓࡶ身付ࡵࡓࡿࡏࡉࡅ，教員ࡣ，研究修養ດࡶࡿࡵ，PDCA ࢧ

ࡿᅗࢆ充実ࡢ校ෆ研究ࡢ各学校，ࡣල体的。ࡍࡲࡳ組ࡾྲྀ授業改善ࡓࡋ活用ࢆࣝࢡ

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡋ市全体࡛共᭷ࢆᡂ果ࡿࡼ研究活動࡞多様，ࡶ

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡋい授業改善，ࡋ公開ࢆ授業積極的，ࡽࡉ 

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧校内研究࣭研修ࡢ充実 

   各校ࡢ研究࣐࣮ࢸᇶ࡙ࡁ，授業ࢆ通࡚ࡋ教員ྠ士ࡀ学ࡧ合い，༠議ࡿࡍ中࡛，管理

職や講師ࡢຓ言ࡽࡀ࡞ࡅཷࢆ授業力ࢆ向ୖ࡚ࡋいࡓࡲ。ࡍࡲࡁ，通常ࡢ授業ࢆ教員ྠ士

，ࡾࡼࡇࡿࡍ開催ࢆ研修会ࡢ短時間や，ᨺ課ᚋ等ࡇ行うࢆ意見交換࡚ࡋ参観ࡀ

指ᑟᢏ術や指ᑟ法ࢆ日常的学ࡧ合࡚ࡗいࡍࡲࡁ。 

指ᑟ࡞方や多様ࡢ教ᮦ開Ⓨ，ࡋ活用積極的ࢆ研究指ᐃ校等ࡢ国や都，市，ࡽࡉ   

法ࢆ学ࡪ機会ࢆ意ᅗ的設ᐃ࡛ࡇࡿࡍ，授業力ࡢ向ୖࢆᅗࡢࡑ，ࡶࡿᡂ果ࢆ市

ෆ外広ࡃ還元࡚ࡋいࡍࡲࡁ。 

 

㸦㸰㸧授業公開ࡢ推㐍 

   遈ᚨ授業地༊公開講ᗙや学校公開日等ࡢ機会，保護者や地域ఫ民授業ࢆ積極的

公開ࢆࡇࡿࡍ通࡚ࡋ，客観的࡞立場ࡢࡽ評価ࡅཷࢆ，PDCA 授࡚ࡋ活用ࢆࣝࢡࢧ

業改善ດ࡚ࡵいࡍࡲࡁ。 

 

㸦㸱㸧多様࡞研究活動ࡢ推㐍 

   市教育研究会等ࡿࡅ࠾授業研究ࢆ通࡚ࡋ，実践的指ᑟ力ࡢ向ୖࢆᅗࡍࡲࡾ。特，

教員ࡢ専門性ࢆ㧗ࡵࡓࡿࡵ，教科特᭷ࡢ指ᑟ法や新࡞ࡓ教育課㢟ࡢᑐ応等，多様࡞研

究活動ࡢ積極的࡞参加࡚ࡋಁࢆいࡍࡲࡁ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取組の柱̏ 授業力の向上 

校内研修ࠕ講演会ࠖ 
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取組の柱̐ 生活指導力の向上 

 教員ࡣ，いࡵࡌ関わࡿ問㢟やⓏ校児童࣭生ᚐࡢᑐ応等寧ࡾྲྀ組ࡵࡓࡴ，教員

ྠ士や関ಀ機関等ࡢ情報共᭷や行動連携ࢆᅗࡽࡀ࡞ࡾ，子ࡢࡕࡓࡶ個性や状況ࢆ的確

把握ࡇࡿࡍດ࡚ࡵいࡓࡲ。ࡍࡲࡁ，子ࡶや保護者ࡢ思い寄ࡾ添いࡽࡀ࡞，健や࡞

ᡂ長必要࡞指ᑟ࣭ຓ言又ࡣ支援ࢆ行うࡶ，学校行等ࢆ活用࡚ࡋ，子ࡢࡕࡓࡶ主

体性ࡢ向ୖࢆᅗࡿࡁ࡛ࡢࡇࡿ教員ࡢ育ᡂࡾྲྀ組ࡍࡲࡳ。 

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧情報共᭷行動連携ࡢ充実 

   児童࣭生ᚐࡢ生活指ᑟୖࡢ問㢟Ⅼࢆ把握࣭ศ析ࡋ，適ษ組⧊的ᑐ応ࢆᅗࡵࡓࡿ，ᑠ࣭

中学校ࡢ生活指ᑟ主任ࡀᐃ期的㞟ࡾࡲ，情報交換指ᑟࡢ手立࡚ࢆ検討ࡍࡲࡋ。 

連携ࡢ地域ఫ民ࡢ民生委員࣭児童委員等ࡧ関ಀ機関ཬࡢ警察や児童相談所等，ࡓࡲ   

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡋ活用効果的ࢆ࣒࣮ࢳࢺ࣮࣏ࢧ学校，ࡵࡓࡿᅗࢆᑐ応ࡓࡋ

 

㸦㸰㸧児童࣭生徒理解ࡢ充実，深 

   いࡵࡌやⓏ校ࡿࡍࡵࡌࡣࢆ児童࣭生ᚐࡢ諸問㢟ࡢ解決資ࡵࡓࡿࡍ，担任ࢆ中心

必要，ࡓࡲ。ࡍࡲࡁい࡚ࡵດ把握ࡢ状況ࡢࡾࡦ児童࣭生ᚐ୍人組⧊的，࡚ࡋ

応࡚ࡌ校ෆ委員会࡛共᭷ࢆᅗࡾ，支援策ࢆ検討࡞ࡿࡍ，児童࣭生ᚐཬࡧ保護者ࡢ思い

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡅࡀ心ࢆᑐ応࡞う，組⧊的ࡼࡿࢀᅗࡀᑐ応࡞寧ࡓࡗ添ࡾ寄

 

㸦㸱㸧学校行事や児童会࣭生徒会活動ࡢ活性 

   児童࣭生ᚐࡾࡼ，ࡀ良い人間関ಀࢆ形ᡂࡋ，㞟団や社会参画ࡽࡀ࡞ࡋ，様々࡞問㢟

ࡅ付身ࢆ力ࡿࡍうࡼࡋ改善ࡃ良ࡾࡼࢆ生活ࡢ力や自己ࡿࡍうࡼࡋ解決主体的ࢆ

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡋ工夫ࢆෆ容ࡢう，学校行や児童会࣭生ᚐ会活動等ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ

児童会࣭生ᚐ会ࡢ各校ࡿಀ防Ṇࡵࡌい，ࡋ活用ࢆ࣒࣮࢛ࣛࣇ児童会࣭生ᚐ会，ࡓࡲ   

活動ྲྀࡢ組ࢆ充実࡚ࡏࡉいࡍࡲࡁ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組の柱̐ 生活指導力の向上 

生徒会活動ࠖࣝࢺࣂ࢜ࣜࣈࣅࠕ 
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取組の柱̑ 組織運営力の向上 

 校長ࡶࡢࣉࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜࡢ，教職員୍人ࡀࡾࡦ組⧊୍ࡢ員ࡢ࡚ࡋ意識ࢆ持ࡕ，積極

的学校運営参画࡚ࡋいࡀࡇࡃ必要࡛あࡵࡓࡿ，学校࡛ࡣ，OJT୍ࢆ層推逭ࡋ，組⧊ᑐ

応ࡢ㔜要性ࡘい࡚共通理解ࢆᅗࡶࡿ，学校評価ࢆいࡓࡋ組⧊ࡢ見直ࢆࡋ行࡚ࡗい

 。ࡍࡲࡁ

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡋ推逭ࡶ組ྲྀࡓࡅ向方改革ࡁ働ࡢ教員，ࡏ合わࡋ見直ࡢࡇ，ࡓࡲ 

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧働ࡁ方改革向ྲྀࡓࡅ組ࡢ推㐍 

   組⧊運営ࡢ体制ࢆ充実ࡵࡓࡿࡏࡉ，ᖹᡂ 31ᖺ㸯᭶策ᐃࡓࠗࡋ 国ศ寺市立学校ࡅ࠾

推逭，ղ教ࡢ意識改革把握࡞適ษࡢձ在校時間，ࡁᇶ࡙ン࠘ࣛࣉ方改革推逭ࡁ働ࡿ

員業務ࡢ見直ࡋ業務改善ࡢ推逭，ճ学校ࢆ支えࡿ人員体制ࡢ確保，մ部活動ࡢ㈇担ࢆ

軽減，յ࣭ࣛࣇワ࣮ࣛࣂ࣭ࢡンࡢࢫ実現向ࡓࡅ環境整備ࡢ㸳Ⅼࡢ柱沿࡚ࡗ，ල体

的ྲྀ࡞組ࢆ推逭࡚ࡋいࡍࡲࡁ。 

 

㸦㸰㸧学校評価ࡢ充実 

   保護者や地域ఫ民ࡿࡼ評価ཬࡧ児童࣭生ᚐࡿࡼ評価等，客観的ࢱ࣮ࢹ࡞ᇶ࡙い

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡗᅗࢆ学校改善ࡓࡋ活用ࢆࣝࢡࢧPDCA，ࡶࡿࡍ実施ࢆ学校評価ࡓ

 

㸦㸱㸧OJTࡢ一層ࡢ推㐍 

   主ᖿ教諭や指ᑟ教諭，主任教諭等ࡢ持ࡘ指ᑟᢏ術や生活指ᑟ力ࢆ࡞若手教員確実

ࢆᖺ間࡚ࡋ࣌ࢆ若手教員主任教諭，うࡼࡿࡍ機能࡚ࡋ⧊組ࡀ学校，ࡋᢎ⥅

通࡚ࡋ育ᡂࢆᅗ࡞ࡿ，校ෆࡿࡅ࠾ OJTࡢ実施方法等୍ࢆ層工夫࡚ࡋいࡍࡲࡁ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取組の柱̑ 組織運営力の向上 

働ࡁ方改革ࠕ課外部活動指ᑟ員ࡿࡼ茶㐨部ࡢ活動ࠖ 
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取組の柱̒ 外部折衝力の向上 

 子ࡢࡑࡀࡕࡓࡶ地域愛着や誇ࢆࡾ持࡚ࡼࡿう，学校ࡣ保護者や地域連携ࡋ，教育

活動積極的地域資源ࢆ活用࡚ࡋいࡵࡓࡢࡑ。ࡍࡲࡁ，教員ࡣ地域行積極的参加

ࡁい࡚ࡋࢆう企画࣭提案ࡼࡿࡁ参画࡛学習活動ࡀ地域ఫ民，ࡵ深ࢆ関ಀࡢ地域ఫ民࡚ࡋ

ࡾࡼࢆࡾࡃ学校࡙ࡿ特色あ，࡛ࡇࡿࡵ㧗ࡽࡉࢆ力㔞ࡢ教員ࡢ࡚ࡋ推逭役ࡢ連携。ࡍࡲ

充実࡚ࡏࡉいࡍࡲࡁ。 

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧地域行事等ࡢ積極的参加ࡢ奨励 

   授業ࡿࡍࡵࡌࡣࢆ教育活動地域資源ࢆいࡋ，児童࣭生ᚐ関わࡿ諸問㢟ࡢ解決

奨ࢆ参加࡞積極的ࡢ地域行等ࡢ教員，ࡵࡓࡿࡍ連携保護者࣭地域ఫ民࡚ࡅ向

励ࡋ，保護者࣭地域ఫ民ࡢ関ಀࢆ深࡚ࡵいࡍࡲࡁ。 

 

㸦㸰㸧授業や体験活動等ࡿࡅ࠾外部人ᮦࡢ連携ࡢ強 

   教科指ᑟ等࡛地域人ᮦࡢ࡞༠力ࢆ得ࡓ効果的࡞授業展開ࢆ企画࣭実施࡛ࡼࡿࡁう，

前ࡢ打合ࡢࡏ工夫や，ᚋࡢ振ࡾ返ࢆࡾ共᭷࡚ࡋ，連携ࡢ強ࢆᅗ࡚ࡗいࡍࡲࡁ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取組の柱̒ 外部折衝力の向上 

外部講師ࢳ࣮ࢸ࣒࣮ࢸࡢンࢢ 
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ᶚ－̐ 開͖Ηた学校ͰくΕを進ΌΉす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   現状と課題  

 近ᖺ，少子㧗齢，都市ࡢ逭行，家族形態ࡢ変容，個々ࡢ価値観やࣛࡢࣝࢱࢫࣇ多

様等ࢆ背ᬒ，地域ࡾࡀ࡞ࡘࡢや支え合いࡀ希薄ࠕ，ࡋ地域ࡢ学校 育ࢆࡶ地域࡛子ࠕࠖ，

学習指ᑟ要，ࡣい࡚࠾学校。ࡍࡲࡾあࡀ指摘ࡢࡿい࡚ࡁ࡚ࢀ失わࡀいう考え方ࠖࡿ࡚

領ࡢᑐ応や複雑࣭多様࡚ࡋいࡿ教育課㢟ࡢᑐ応ࡀ࡞新ࡓ求ࡿࢀࡽࡵ中，教員ࡔ

ᮍ来社ࡢࡽࢀࡇ，中࡛ࡓࡋうࡇ。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞ࡃࡋ㞴ࡀࡇࡿࡅ⥆担いࢆ幅広い業務࡛ࡅ

会ࡢ担い手ࡿ࡞子ࡢࡕࡓࡶ健や࡞ᡂ長ࢆ支え࡚いࡣࡵࡓࡃ，学校家庭，地域ࡇࡀ

 。ࡍྍḞ࡛ࡀࡇࡃい࡚ࡋ連携࣭༠力௨ୖ࡛ࡲࢀ

 国࠾い࡚ࡣ，ᖹᡂ 27ᖺ 12᭶ࡢ中央教育審議会答申ࠕ新ࡋい時௦ࡢ教育や地方創生ࡢ実

現向ࡓࡅ学校地域ࡢ連携࣭༠働ࡢ在ࡾ方ᚋࡢ推逭方策ࡘい࡚ࠖࢆ踏ࡲえ，ᖹᡂ 29

ᖺ㸱᭶ࠕ地方教育行ᨻࡢ組⧊ཬࡧ運営関ࡿࡍ法ᚊ୍ࠖࡀ部改ṇࢫ࣭ࢸࢽ࣑ࣗࢥ，ࢀࡉ

ᖹᡂ，ࡓࡲ。ࡓࡋࡲࢀࡉດ力義務ࡀᑟ入ࡢ࣮ࣝࢡ 29 ᖺ㸱᭶改訂ࡓࢀࡉ学習指ᑟ要領࡛

ࢀ開社会ࠕࡿࡍ連携，ࡋ共᭷社会ࢆ何ࡣ資質࣭能力ࡿࢀࡽࡵ求ࡕࡓࡶ子，ࡣ

 。ࡍࡲい࡚ࡋࡿࡍ㔜視ࢆ教育課程ࠖࡓ

 ᮏ市࡛࣮ࣝࢡࢫ࣭ࢸࢽ࣑ࣗࢥ，ࡣ༠議会ࢆ設置ࢆ࣮ࣝࢡࢫ࣭ࢸࢽ࣑ࣗࢥࡓࡋ，ᑠ学校

㸱校ᑟ入࡚ࡋいࡍࡲ㸦௧和元ᖺᗘᮎ現在㸧。ࢀࡑ௨外ࡢ市立ᑠ࣭中学校ࡣ学校運営༠議会

教育活動ࡢ日々，ࡓࡲ。ࡓࡋࡲࡁ࡚ࡵ逭ࢆ参画ࡢ学校運営ࡢ保護者や地域ఫ民，ࡋ設置ࢆ

，࡞ࡿ伝えࢆ様子ࡢࡑ保護者や地域ఫ民࡚ࡋ活用ࢆ等ࢢࣟࣈ学校公開や学校，ࡣい࡚ࡘ

開ࡓࢀ学校࡙ࡾྲྀࡾࡃ組ࡓࡋࡲࡁ࡛ࢇ。 

 18ṓ௨ୖࡢ市民 3,000人ࢆ世௦ࡈ㸴ࡢࡘ༊ศ㸦ձ10࣭20ṓ௦～ն70ṓ௨ୖ㸧࡛無作

Ⅽ抽出ࡓࡋ国ศ寺市市民ンࢺ࣮ࢣ調査࡛ࡣ，地域ࡢᑠ࣭中学校ࢆ身近感࡚ࡌいࡿ市民ࡣ

ᖹᡂ 28ᖺ調査࡛ࡣ㸲割ྎ半ࡤ，ᖹᡂ 30ᖺ調査௧和元ᖺ調査࡛ࡣ㸱割ྎ半ࡤいう結果

 。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞

 地域開ࡓࢀ学校࡙ࡽࡉࢆࡾࡃ逭࡚ࡵいࡣ࡛ୖࡃ，ᑠ࣭中学校㸷ᖺ間ࢆ見通ࡓࡋ地域

課㢟ࡀ情報Ⓨ信࡞参画，多様ࡢ学校運営ࡿ࡞更ࡢ方，保護者࣭地域人ᮦࡾ在ࡢ連携ࡢ

 。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞

○学校と家庭・地域が連携し，地域とともに子どもたちを育てていく学校になっていますび 

国分寺市の 

目指す姿 
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36.4

36.8

46.6
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3.6

2.6
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௧和元ᖺ調査

䠄n=1,180䠅

ᖹ成30ᖺ調査

䠄n=1,263䠅

ᖹ成28ᖺ調査

䠄n=977䠅

身近䛻感䛨䜛 身近䛻感䛨䛺い 無回答

 ᚋࡶ，学校ࡀ家庭，地域教育目標ࢆ共᭷ࡢࡑ，ࡋ理解࣭༠力ࢆ得ࡽࡀ࡞，地域全体࡛子

 。ࡍ必要࡛ࡀࡇࡿࡵ逭ࢆࡾࡃ学校࡙ࡿ支えࢆᡂ長ࡢࡕࡓࡶ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ᑠ࣭中学校ࡢ身近さ 

資料㸸国分寺市市民ンࢺ࣮ࢣ調査 

ᑠ中学校連携ࠕ出前授業ࠖ 
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取組の柱̏ 家庭・地域との連携の推進 

教育課程ࡓࢀ開社会ࠕ  教ࡢ各学校，ࡵࡓࡿࡵ深ࢆ共通理解ࡢ家庭࣭地域，ࡋ目指ࠖࢆ

育活動ࡢ意義や意ᅗࢆわࡾやࡃࡍ家庭࣭地域示࡚ࡋいࡓࡲ。ࡍࡲࡁ，保護者や地域ఫ民

 。ࡍࡲࡁい࡛ࢇ組ࡾྲྀࡶ整備ࡢࡳ環境や組ࡿࡁ参画࡛学校運営や学習活動積極的ࡀ

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧地域ࡢ特色ࢆいࡓࡋᑠ࣭中連携教育ࡢ推㐍 

   家庭࣭地域ࡢ連携୍ࢆ層推逭ࡵࡓࡿࡍ，中学校༊ࡿࡅ࠾㸷ᖺ間ࢆ見通ࡓࡋ地域資

源ࡢ活用や地域人ᮦࡢ連携ࢆ逭ࡶ࡛ࡲࢀࡇ。ࡍࡲࡵ実施ࡓࡁ࡚ࡋᑠ࣭中連携教育，

地域ࡢ特色ࢆいྲྀࡓࡋ組ࡢ視Ⅼࢆ加え，中学校༊全体࡛，地域ࡢ連携ࢆ強࡚ࡋい

 。ࡍࡲࡁ

 

㸦㸰㸧コ࣮ࣝࢡࢫ࣭ࢸࢽ࣑ࣗ協議会，学校㐠営協議会ࡢ活性 

   地域開ࡓࢀ信㢗ࡿࢀࡉ学校࡙ࢆࡾࡃ実現ࡵࡓࡿࡍ，保護者ཬࡧ地域ఫ民ࡢ学校

運営ࡢ参画ࢆ推逭࣮ࣝࢡࢫ࣭ࢸࢽ࣑ࣗࢥ，ࡵࡓࡢࡑ。ࡍࡲࡋ༠議会や学校運営༠

議会ࡢ活性ດࡶࡿࡵ，地域ࡢ合意ࡀᅗࡓࢀ学校ࡽ㡰ḟ，࣭ࢸࢽ࣑ࣗࢥ

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡵ逭ࢆᑟ入ࡢ࣮ࣝࢡࢫ

 

㸦㸱㸧学校情報ࡢⓎ信ࡢ充実 

   日常ࡢ教育活動ࡢ様子等加え࡚，ࡢࡑ意義や意ᅗࡘい࡚，保護者や地域ఫ民 

知ࡽࡶ࡚ࡗうࡵࡓ，学校ࡾࡼࡔや SNS等ࢆ活用࡚ࡋᐃ期的Ⓨ信࡚ࡋいࡍࡲࡁ。 

ṇ確࡛，ࡽࡀ࡞ࡋ活用ࢆや緊急連絡⥙等࣮࣓ࣝ，ࡣい࡚ࡘ連絡㡯ࡢ緊急時，ࡓࡲ

迅速࡞情報Ⓨ信ດ࡚ࡵいࡍࡲࡁ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取組の柱̏ 家庭・地域との連携の推進 

ᑠ中学校連携ࠕᑠ中合ྠࡢ挨拶㐠動ࠖ 
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ᶚ－̑ 学校環境を整えΉす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   現状と課題  

 学校施設ࡣ，子ࡢࡕࡓࡶ学習ࡢ場࣭生活ࡢ場࡚ࡋ，Ᏻ全ࡘ快適遃ࡿࡏࡈ環境ࡢ確保

ࢽ࣑ࣗࢥ地域，ࡾ公共施設࡛あ࡞身近ࡢ࡚ࡗ地域ఫ民，ࡣ学校施設，ࡓࡲ。ࡍྍḞ࡛ࡀ

耐震ࡢࡑ，ࡾ࠾࡚ࡗ担ࢆ役割࡞㔜要ࡢ࡚ࡋ避㞴所ࡣ災害時，ࡶࡿᣐⅬ࡛あࡢࢸ

や防災機能ࡢ強ࡀ求ࡍࡲࢀࡽࡵ。 

 方，主体的࣭ ᑐヰ的࡛深い学ࡢࡧ視Ⅼࡢࡽ授業改善向ࡓࡅ ICTࡢ活用や，校務ࡢ ICT

ࡿࡼ教員ࡢ業務㈇担軽減ࢆ࡞ᅗࡵࡓࡿ，ICT環境ࡢ整備ࡢ充実ࡀ求࡚ࢀࡽࡵいࡍࡲ。 

 ᮏ市࠾い࡚ࡣ，築 40ᖺࢆ越えࡿ学校施設ࡀ約㸷割ࢆ占࡚ࡵいࡍࡲ。学校施設ࡢ耐震補強

工ࡘい࡚ࡣᖹᡂ20ᖺᗘ࡚ࡍ完了ࡋ，非構造部ᮦࡢᑐ応ࡶᖹᡂ27ᖺᗘࡣ完了ࡋ，

Ᏻ全性ࡣ確保࡚ࢀࡉいࡢࡽࢀࡇ，ࡀࡍࡲ学校施設ࡣ，教育ෆ容ࡢ変や教育ࡢ情報࡞

ᬑ通教室，ࡾ࠾い࡚⥆ࡀ増加ࡢ児童࣭生ᚐ数ࡶ現在，ࡓࡲ。ࡍࡲい࡚ࢀࡽࡵ求ࡶᑐ応ࡢ

確保ࡵࡓࡢ増築棟ࢆ建設࡚ࡋᑐ応࡚ࡋいࡿ状況ࡶあࡽࡉ。ࡍࡲࡾ，市ෆࡢ学校施設ࡑ

修⧋࣭更新，ࡽࡇࡿ࡞必要ࡀ費用ࡢ多㢠ࡿ迎えࢆ更新時期斉୍ࡀ公共施設ࡢࡢ

 。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞課㢟࡞ࡁ大ࡀᖹ準縮減ࡢࢺࢫࢥ

 ICT環境ࡘい࡚ࡣ，学習系ࡣ࡛࣒ࢸࢫࢩ，児童࣭生ᚐ用ࣃࡢソࢥンྍࢆ動式 PC端ᮎ㸦ࢱ

うࡼࡿ行えࡀ授業ࡓࡋ使用ࢆンࢥソࣃࡣᬑ通教室࡛ࡢ替え，ᑠ学校ࢀ全校入型㸧ࢺࢵࣞࣈ

環境整備ࢆ行うࡶ各ᬑ通教室࣮ࢱࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸯ྎࢆ配備ࡓࡲ。ࡓࡋࡲࡋ，校務系ࢩ

動式ྍ様ྠ࣒ࢸࢫࢩ学習系，ࡣ࡛࣒ࢸࢫ PC端ᮎ㸦ࢺࢵࣞࣈࢱ型㸧更新ࡶࡿࡍ，

ICࡿࡼࢻ࣮࢝要素認証ࡢ࣒ࢸࢫࢩ実装伴い，情報ࡢࢸࣜࣗ࢟ࢭ強ࢆ実現࡚ࡋいࡲ

国ศ寺市学校施設長ᑑ命計画ࠗࡓࡋ策ᐃ௧和元ᖺᗘ，ࡣᚋ。ࡍ や࠘ࠗ 国ศ寺市学校教育

ICT環境整備計画࠘ᇶ࡙ࡁ，Ᏻ全࡞教育環境ࢆ整備࡚ࡋいࡀࡇࡃ必要࡛ࡍ。 

Ⓩୗ校時ࡾࡼࡶࡣ学校ෆ，ࡣࡵࡓ行うࢆ学習活動࡚ࡋᏳ心ࡀࡕࡓࡶ学校࡛子，ࡓࡲ 

 。ࢇࡏࡲࡅいࡤࢀࡅ࡞い࡚ࢀࡽᏲࡀᏳ全ࡢࡕࡓࡶ子ࡓࡵ含ࢆ

 ᮏ市࡛ࡣ，交通Ᏻ全や防犯ᑐ策࡚ࡋ，PTA連合会等ࡢ保護者，学校，市，警察ࡢ࡞関

○子どもたちは，快適な教育環境の中で，学習への興味・関心を高め，意欲的に学んでいますび 

○身の回りの犯罪や災害，食などに対する安全が守られ，子どもたちは安心して学校生活を送っていますび 

国分寺市の 

目指す姿 
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ಀ機関୍ࡀ堂࡚ࡋ通学路Ⅼ検ࢆ行うࡶ，防犯ࡢ࣓ࣛ࢝設置ཬࡧ運用ࢆ行࡚ࡗいࡲ

௧和元ᖺᗘᮎ時Ⅼ࡛，ࡣ設置合計ྎ数ࡢ࣓ࣛ࢝防犯ࡿಀ通学路等。ࡍ 85 予ᐃ࡛ࡿ࡞ྎ

防災訓ࡽࡀ࡞ࡋ想ᐃࢆ態࡞様々，うࡼࡿࡁ回避࡛ࢆ危険࡞身近ࡀ自身ࡶ子，ࡓࡲ。ࡍ

練や交通Ᏻ全指ᑟࢆ工夫ࡾྲྀ࡚ࡋ組࡛ࢇいࡍࡲ。 

 交通故や犯罪被害，自然災害ࡢ࡞様々࡞Ᏻ全ୖࡢ課㢟ᑐ応ࡵࡓࡿࡍ，地域全体࡛

子ࡢࡕࡓࡶᏳ全ࢆ確保ࡿࡍ環境ࢆ整備ࡀࡇࡿࡍ必要࡛ࡍ。 

食，ࡶࡿあ࡛ࡢࡶࡿࡍ資Ⓨ遉࡞健全ࡢ心身ࡢࡕࡓࡶ子，ࡣ，学校給食ࡢࡑ 

関ࡿࡍṇࡋい理解適ษุ࡞断力ࢆ養うୖ࡛㔜要࡞役割ࢆ果࡚ࡋࡓいࡍࡲ。 

 ᮏ市࠾い࡚ࡣ，ᑠ学校࡛ࡣ自校式ࡿࡼ給食ࢆ提供ࡋ，中学校࡛ࡣ弁当併用外注方式

 。ࡍࡲい࡚ࡋ提供ࢆ給食ࡾࡼ

 学校給食ࢆ通࡚ࡌ栄養ࣛࣂンࡓࢀྲྀࡢࢫ食ࢆ子ࡕࡓࡶ提供ࡶࡿࡍ，食品ࡢᏳ

全確保や食物࣮ࢠࣝࣞ故防Ṇࡢ࡞徹底ࢆᅗࡾ，ᚋࡶᏳ全࡞給食ࡢ提供ດ࡚ࡵいࡃ

 。ࡍ必要࡛ࡀࡇ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 活用 学校体育館空調設備ࡢ教科書ࣝࢱࢪࢹ
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取組の柱̏ 施設整備の推進 

 子ࡀࡕࡓࡶᏳ心࡚ࡋ快適学校生活ࢆ㏦ࡼࡿࢀう，௧和元ᖺᗘ策ᐃࠗࡓࡋ国ศ寺市

学校施設長ᑑ命計画࠘ᇶ࡙ࢨࢹࣝࢧ࣮ࣂࢽࣘ，ࡁンࡢ視Ⅼࡾྲྀࢆ入ࢀ，適ษ࡞改修ཬ

 。ࡍࡲࡵ逭ࢆ改築ࡧ

ࡁ働ࡿࡅ࠾学校，ࡶࡿࡵ㧗ࢆ意欲や興味࣭関心ࡿࡍᑐ学習ࡢࡕࡓࡶ子，ࡓࡲ 

方改革ࡢ推逭向࡚ࡅ，ICT環境ࡢ整備ࢆ更逭ࡍࡲࡵ。 

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧ࠗ 学校施設長ᑑ命計画࠘ࡢ推㐍 

   Ᏻ全࡛良好࡞学習環境ࡢ整備ࡵࡓࡢ，学校施設ࡢ実態ࢆ把握ࡶࡿࡍ，௧和元

ᖺᗘ策ᐃࠗࡓࡋ国ศ寺市学校施設長ᑑ命計画࠘ᇶ࡙ࡁ，計画的࡞改修等ࢆ行いࡲ

 。ࡍ

 

㸦㸰㸧快適࡞学校生活向ࡓࡅ施設ࡢ整備 

   学校ࡢࣞࢺ洋式等ࡢ改修工ࡘい࡚࡛ࡲࢀࡇ，ࡣ実施ࡓࡋᑠ࣭中学校合わ

 。ࡍࡲࡏࡉ完了ࢆ改修工ࡢ全校࡛，࡚ࡏ

ࡢ設置や照明ࡢ学校体育館空調設備，ࡓࡲ LED࡞，快適࡞学校生活向ࡓࡅ学校

施設ࡢ整備ࢆ逭࡚ࡵいࡍࡲࡁ。 

 

㸦㸱㸧ICT環境整備ࡢ充実 

   子ࡀࡕࡓࡶ意欲的学ࡢࡵࡓࡪ学習環境࡙ࡾࡃや教員ࡢ授業改善ཬࡧ業務改善向

ࠗ，࡚ࡅ 国ศ寺市学校教育 ICT環境整備計画 や࠘ࠗ 国ศ寺市立学校ࡿࡅ࠾働ࡁ方改革推

逭ࣛࣉン࠘ᇶ࡙ࣝࢱࢪࢹ，ࡁ教科書等ࡢソࢆ࢙࢘ࢺࣇ含ࡓࡵ ICTࡢ環境整備ࢆ逭ࡵ

࡚いࡍࡲࡁ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取組の柱̏ 施設整備の推進 

改修ᚋࡢ学校ࣞࢺ 
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取組の柱̐ 安全・安心͵環境の充実 

 子ࡀࡕࡓࡶᏳ全࣭Ᏻ心࡞環境ࡢ中࡛学校生活ࡀ㏦ࡼࡿࢀう，自ࡽ学ࡪ機会ࢆ確保ࡋ，

地域や保護者，警察，消防署等連携ࡋ，通学路等ࡢᏳ全確保ດࡍࡲࡵ。 

 学校給食࠾い࡚ࡶ，無添加食品や地場産㔝菜等ࢆ使用ࡶࡿࡍ，食物࣮ࢠࣝࣞᑐ

応࡛ࣝࣗࢽ࣐ࡣ等ࢆ活用ࡽࡀ࡞ࡋ，故ࡢⓎ生ࢆ防ࡍࡲࡂ。 

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧地域や保護者連携ࡓࡋ防災࣭防犯ᑐ策ࡢ充実 

   学校࡛ࡣ，保護者，地域ࡢ防災会，消防署等連携࡚ࡋ防災訓練ࢆ行う࡞，子ࡶ

࡞速や保護者等，ࡶ行うࢆう，Ᏻ全指ᑟࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿᏲࢆ身ࡽ自ࡀࡕࡓ

情報共᭷ࡼࡿࡁ࡛ࡀうດࡍࡲࡵ。 

ࢆⅬ検，通学路等ࡢ交通危険箇所ࡢ通学路ࡓࡋ連携警察や保護者，市長部局，ࡓࡲ   

撮影ࡿࡍ防犯ࡢ࣓ࣛ࢝運用，保護者や地域ఫ民ࡶ参加ࡿࡍ学校Ᏻ全連絡会࡛ࡢ情報連携

等ࡾࡼ，子ࡀࡕࡓࡶ件，故，災害等巻ࡁ込࡞ࡀࡇࡿࢀࡲいࡼう，市全体࡛

子ࡢࡕࡓࡶᏳ全ࢆ確保ࡍࡲࡋ。 

 

㸦㸰㸧質ࡢ高い学校給食ࡢ推㐍 

   Ᏻ全࣭Ᏻ心࡞給食ࡀ提供࡛ࡼࡿࡁう，無添加食品ࢆ使用ࡓࡋ手作ࡢࡾ給食ࢆ提供ࡿࡍ

 。ࡍࡲࡋ徹底ࢆᑐ応࣮ࢠࣝࣞ，ࡶ

ࡶࡍ目指ࢆ減少ࡢ行い，給食ṧ菜ࢆ工夫等ࡢ改善や給食指ᑟ，調理ࡢ献立，ࡓࡲ

地場産ࡢࡃ多ࡶ࡛ࡋ少ࡋ連携農家，ࡵࡓࡿࡍ理解ࢆ食文ࡓࡋいࢆ特性ࡢ地域，

㔝菜ࢆ使用ࡍࡲࡋ。 

   ᑠ学校࠾い࡚ࡣ，自校式ࡿࡼ滑࡛効率࣭効果的࡞運営ࡵࡓࡢ，調理業務ࡢ委

クࢆ逭ࡍࡲࡵ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組の柱̐ 安全・安心͵環境の充実 

 給食ࢡࢵࣆンࣜࣛࣃ࣭ࢡࢵࣆンࣜ࢜

 ウンⓏ録記念ࠖࢱࢺࢫ࣍ 料理࣒ࢼࢺベࠕ



59 

施策の方向性ᶛ 社会全体の教育力の向上 

ᶛ－̏ 誰͗いͯͲ学べΖ学習機会を充実させΉす 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   現状と課題  

人生ࠕ  100ᖺ時௦ࠖࡢ到来やࠕ超ࢺ࣮࣐ࢫ社会㸦Society5.0㸧ࠖ 大ࡀ社会，࡚ࡅ向実現ࡢ

い࡚ࡁ生豊ࡀ市民ࡢࡾࡦい࡚，୍人࠾時௦࡞うࡼࡢࡇ。ࡍࡲい࡚ࡋうࢁ変わࡃࡁ

 。ࡍࡲࢀࡽࡵ求ࡀࡇࡿࡅ⥆ࡋ維持向ୖࢆ能力ࡢࡽ自，ࡧ学࡚ࡌ通ࢆ生涯，ࡣࡵࡓࡃ

 ᮏ市࡛ࡣ，誰ࡀࡶいࡶ࡛ࡘ学ࡼࡿう，中学校༊ࡈ公民館࣭ᅗ書館ࢆ整備ࡋ，市民

 。ࡓࡋࡲࡁ࡚ࡋ支援ࢆ学習࣭活動ࡢ

 公民館࠾い࡚ࡣ，市民主体࣭市民参加ࢆᇶᮏ理念市民ࡢ学習ᶒࢆ保㞀ࡋ，公民館運営

幅広いᖺ齢࡛ࡲ㧗齢者ࡽࡶ子，࡚ࡋᣐⅬࡢ学習࣭文活動ࡢ地域。ࡓࡋࡲࡁ࡚ࡗ行ࢆ

層応ࡓࡌ様々࡞講ᗙ等ࡢ学習機会ࢆ提供ࡢࡑ，ࡾ࠾࡚ࡋ実施方法ࠕࡶ講義型  ࢡワ࣮ࠕࠖ，

型ࣉࢵࣙࢩ 参加者数延ࡢ公民館主催業。ࡍࡲい࡚ࡋ手法࡛実施࡞様々࡞体験型ࠖࠕࠖ，

ᖹᡂ，ࡿ見ࢆ 28ᖺᗘ௨降㸱万人ࢆ超え࡚いࡍࡲ。୍ 方࡛，ࢪ࢚ࢻ࣮ࢧ世௦㸦ᐃᖺ㏥職者࣭

50ṓ௨ୖࡢ女性㸧ࡢ࡞参加ࡀ少࡞いࡀࡇ課㢟࡚ࡗ࡞いࡍࡲ。 

組ࡾྲྀࡶ支援ࡢ学習࣭活動ࡢࣉ࣮ࣝࢢう，自主ࡼࡴ逭滑ࡀ自主的活動ࡢ市民，ࡓࡲ 

࠾࡚ࡋ推奨積極的ࢆࠖࣉ࣮ࣝࢢ自主ࠕࡿࡍ活動࡚ࡋ⥆⥅ࡀ参加者ࡢ講ᗙ。ࡓࡋࡲࡁ࡛ࢇ

ࡿ見ࢆ利用団体数ࡢ公民館施設。ࡓࡋࡲࡁ࡚ࡗ行ࢆ࡞提供ࡢ活動場所ࡵࡓࡿࡍ支援，ࡾ

ᖹᡂ， 30ᖺᗘࡢ実績࡛ 1,968団体ࡾ࠾࡚ࡗ࡞，施設利用率ࡣ  。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞63.4％

 更利用者ࢆ増やࡣࡵࡓࡍ，参加ࡀ少࡞い利用者層ࢬ࣮ࢽࡢ応えࡓ情報Ⓨ信や魅力的

ࢢ，࡞ࡿ募ࢆ参加者࡞ࡓ新，ࡾࡼ活動公開業等ࣉ࣮ࣝࢢ，ࡶࡿࡍ開催ࢆ講ᗙ࡞

 。ࡍࡲࡾ࡞必要ࡀ組ྲྀࡿᅗࢆ活性ࡢ活動ࣉ࣮ࣝ

 㞀害者ᑐࡿࡍ学習支援࡛ࡣ，知的㞀害ࡢあࡿ人ࡀ主体的生ࡿࡁ力ࢆ身ࡅࡘ，地域࡛

仲間࡙ࡂࡠࡃࠕࡿࡍࢆࡾࡃ教室ࠖࢆ昭和 51ᖺࡽᮏ多公民館ࡢ業࡚ࡋ始ࡾ࠾࡚ࡵ，ᮏ多

公民館並木公民館ࡢ㸰館࡛活動࡚ࡋいࡍࡲ㸦௧和元ᖺᗘᮎ現在㸧。 

 ᅗ書館࠾い࡚ࡣ，市民ࡢ身近あ࡚ࡗ，市民ࡢ知ࡿᶒ利学ࡢࡧᶒ利ࢆ保㞀ࡋ，子ࡶ

ࡲࡁ࡚ࡵດうᅗ書館運営ࡼࡿ࡞空間ࡢࡂࡽ居場所やᏳࡢ支え，市民ࢆࡧ喜ࡢㄞ書ࡢࡕࡓ

○市民の多様なニれキに対応した学習機会が提供され，市民一人ひとりの学びが保障されていますび 

○社会教育施設が地域の学習拠点となり，市民の自主的・主体的な学習活動が活発に行われていますび 

○学習や活動に必要な情報が提供され，市民一人ひとりがいつでも学び，集い，活動できる環境が整備されていますび 

国分寺市の 

目指す姿 
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中，ᖹᡂࡿࢀࡽࡵ求ࡀ強ࡢ役割ࡢ࡚ࡋ情報ᣐⅬࡢ地域ࡿࡁᑐ応࡛ࢬ࣮ࢽࡢ市民。ࡓࡋ

30 ᖺᗘࡽ市民࣮ࢼ࣮ࢥࢫࣅ࣮ࢧ㸦cocobunji ཷ，予約ࡢい࡚，ᮏ࠾国立㥐前㸧，ࢨࣛࣉ

ྲྀ，返却ࢆࢫࣅ࣮ࢧ開始ࡓࡋࡲࡋ。௧和元ᖺᗘࡣᅗ書館୍ࡢ部࠾い࡚，提案型༠働業

ࡼࡿࢀࡃࡘࢆ時間ࡴㄞࢆᮏࡾࡃࡗᅗ書館࡛ゆࡀ親ࡢ子育࡚中，ࡋ開始ࢆࢫࣅ࣮ࢧク児ࡿࡼ

う࡞ࡿࡍ，利便性ࡢ向ୖࡾྲྀ組ࡓࡋࡲࡁ࡛ࢇ。 

ᑐ応ࡶ機器ࣝࢱࢪࢹࡢ࡞ン࢛ࣇࢺ࣮࣐ࢫ，ࡶࡿᅗࢆ充実ࡢࢪ࣮࣒࣮࣌࣍，ࡓࡲ 

㞀害者，ࡽࡉ。ࡓࡋࡲࡾ࡞うࡼࡿࡁ࡛ࡀ資料検索や予約手軽，ࡋ構築ࢆ࣒ࢸࢫࢩࡓࡋ

用資料ࣝࢱࢪࢹࡢಁࢆ逭ࡶࡿࡍ，地域資料や行ᨻ資料ࣝࢱࢪࢹࡢࡘい࡚ࡢ研究

 。ࡓࡋࡲࡁ࡚ࡵ逭ࢆ情報提供ࡓࡋᑐ応変ࡢ環境，࡞ࡿࡵ逭ࢆ

ࢵネࡢ数ᖺࡇࡇ，ࡣࢀࡇ。ࡍࡲࡾあᖺ々減少傾向，ࡿ見ࢆ貸出冊数ࡢᅗ書館，ࡋࡋ 

ࡘ୍ࡢ要因ࡀ࡞ࡇい࡞ࡀ時間ࡴㄞࢆᮏ࡚ࡃࡋ影響や，忙ࡢࢀ活Ꮠ㞳ࡿࡼ逭展ࡢ社会ࢺ

 。ࡍࡲࡾ࡞必要ࡀ組ྲྀࡢࡵࡓࡍ増やࢆ貸出冊数，ࡾ᥈ࢆ要因ࡢࡑ，ࡀࡍࡲい࡚ࢀ言わࡶ

提供ࢫࣅ࣮ࢧ࡞効率的࣭効果的ࡾࡼ，えࡲ踏ࢆ࡞ࣝࢱࢫ生活࡞多様ࡢ市民，ࡵࡓࡢࡇ 

市民୍，ࡶ行うࢆいᅗ書館運営ࡍやࡋ身近࡛利用ࡾࡼ，うࡼࡿ行えࡀ組ྲྀࡃࡘࡧ結

人ࢬ࣮ࢽࡢࡾࡦ応ࡵࡁࡓࡌ細ࢆࢫࣅ࣮ࢧ࡞行࡚ࡗいࡃ必要ࡀあࡍࡲࡾ。 

実施ࢆ体験業ࡢ࡞学校ࡃࡥࢇわࡓࡋᑐ象ࢆᑠ学生，ࡣ࡚ࡋ，社会教育業ࡢࡑ 

ࡢ将来地域，ࡳ育ࢆ愛着ࡢ地域，ࡋ地域࡛活動，ࡳࡋ親自然ࡣ業࡛ࡢࡇ。ࡍࡲい࡚ࡋ

学校ࠖ業等ࡢᏱᐂࠕ大人版，ࡓࡲ。ࡓࡋࡲࡁ࡚ࡵ逭ࢆう業ࡼࡿࡁ活躍࡛࡚ࡋ࣮ࢲ࣮ࣜ

ࡇࡪ学ࡶ，伝えࡶ子ࢆࡇࡔࢇ学ࡀ大人，࡚ࡌ通ࢆ学習機会ࡓࡋᑐ象ࢆ大人ࡢ

 。ࡍࡲい࡚ࡋ実施ࡶ業等ࡿࡁ࡛ࡀ

 ᚋࡣ，子ࡽࡶ㧗齢者࡛ࡲあࡽゆࡿ世௦ࡶࡀ学ࡧ合い，学ࡿࢀࡽࡅ⥆ࡧ環境ࢆ充

実࡚ࡏࡉいࡀࡇࡃ必要࡛ࡍ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

わࢇぱࡃ学校ࠕ飯山市ࡢᑠ学生ࡢ交流キࣕン࣮ࠖࣖࣇࣉ 
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図書館ࡢ貸出冊数 
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公民館主催事業ࡢ延参加者数 
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公民館ࡢ利用状況 

資料㸸市教育委員会 
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取組の柱̏ 多様͵学びの提供 

 子ࡽࡶ㧗齢者࡛ࡲ幅広いᖺ齢層ᑐ応ࡿࡍ，㞀害ࡢあࡿ方，子育࡚中ࡢ方，ẕ国

語ࡀ日ᮏ語࡛࡞い方ࡢ࡚ࡍ，࡞市民ࡀ地域ࡢ中࡛学ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡪ環境ࢆ整備ࡍࡲࡋ。 

ࢆ提供ࡢࡧ学ࡢࡵࡓࡿ知ࢆ整備や，郷土ࡢ学習環境ࡓࡅ向課㢟解決ࡿࡅ࠾地域，ࡓࡲ 

ᅗࡍࡲࡾ。学習௨外ࡶ体験ࡽ得ࡿࢀࡽ学ࡵࡓࡢࡧ，自然体験や様々࡞活動ࡢ場ࢆ提供

 。ࡍࡲࡋ

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧多様࡞学習機会࣭支援ࡢ充実 

   大人版ࠕᏱᐂࡢ学校ࠖ業や公民館ࡢ異世௦交流業ࡵࡌࡣࢆ，幅広いᖺ齢層ࡢ市民

 。ࡍࡲࡋ提供ࢆ学習機会࡞う様々ࡼࡿࡁ参加࡛ࡀ

   ᅗ書館࡛ࡣ，市民ࡢ学習支援ࢆ積極的逭ࡵࡓࡿࡵ，多ศ㔝わࡿࡓ資料㞟保

Ꮡ࡚ࡋࢆいࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ，ࡶࡃ通ࡓࡌ情報提供ࢆᅗࡍࡲࡾ。 

࡚ࡍ，ࡶ行うࢆࢫࣅ࣮ࢧうク児ࡼࡿࢀࡉ逭ಁࡀ学習ࡣ親ࡢ子育࡚中，ࡓࡲ   

 。ࡍࡲࡵ逭ࢆ整備ࡢう環境ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ参加ࡧ学ࡶ中࡛ࡢ地域ࡀ市民ࡢ

 

㸦㸰㸧地域ࡢ課㢟等ࡢ解決向ࡓࡅ学習ࡢ充実 

   公民館࡛ࡣ，地域ࡢ社会問㢟ࡵࡌࡣࢆ，人ᶒ，ᖹ和，多文共生等ಀࡿ社会全体ࡢ

問㢟等ࡶ含ࡵ，様々ࡢ࣐࣮ࢸ࡞講ᗙやワ࣮ࢆࣉࢵࣙࢩࢡ開催ࡋ，地域ఫ民࣭関ಀ者

 。ࡍࡲࡋ提供ࢆ機会ࡢࡵࡓࡿࡍ考え࣭解決，ࡶ

   ᅗ書館࡛ࡣ，地域課㢟ࡢ研究や解決ࡼࡿࡀ࡞ࡘう，地域資料や郷土資料ࡢ永⥆的

㞟ཬࡧ体系的情報ࢆ整理࡞ࡿࡍ，情報提供ດࡍࡲࡵ。 

 

㸦㸱㸧体験学習ࡢ推㐍 

   わࡃࡥࢇ学校等ࡢ体験学習ࡣ仲間ࡢ交流ࢆ通࡚ࡋ，自然や文࡞親ࡳࡋ感ཷ性

体験ࡢ市ෆ外࡛，ࡓࡲ。ࡍࡲࡳ育ࢆ人間性ࡢ࡞ࡿࡍ༠力ࡾ思いや互い，ࡋ豊ࢆ

学習ࢆ通࡚ࡌ，子ࡉࡿࡩࡢࡕࡓࡶ国ศ寺ᑐࡿࡍ思いࢆ募ࡏࡽ，郷土ࢆ愛ࡿࡍ心ࢆ

育ࡍࡲࡳ。 

   公民館࡛ࡣ，地域ࡢ特性ࢆいࡓࡋ農業体験講ᗙ࡞，自然体験ࡵࡌࡣࢆ様々࡞体験

学習ࡢ場ࢆ提供ࡍࡲࡋ。 

 

 

 

 

 

  

取組の柱̏ 多様͵学びの提供 

異世௦交流事業ࠕ琴ࢆ楽ࠖࡴࡋ 
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取組の柱̐ 自主的͵学びの支援 

 誰ࡀࡶいࡶ࡛ࡘ自主的学習ࡶ，ࡋ育ࡕ合うࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇう，学習や活動ࢆ支援

 。ࡍࡲࡋ

ᅗࢆ提供ࡢ情報ࡢⓏ録等ࢡンࣂ活動，人ᮦࣉ࣮ࣝࢢ，講ᗙ，ࡾࡼ等ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍，ࡓࡲ

༠ࡢࣉ࣮ࣝࢢ，ࡢࡑ。ࡍࡲࡋ推逭ࢆ支援ࡢࣉ࣮ࣝࢢ自主ࡧ活用ཬࡢ人的資源࡞ࡓ新，ࡾ

働業や，講演会࣭講習会ࢆ通࡚ࡋ，市民ࡿࡀ࡞ࡘࡀ学ࡪ場ࡢᣑ充ࢆ逭ࡍࡲࡵ。 

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧自主ࣉ࣮ࣝࢢ活動支援ࡢ推㐍 

   公民館࡛ࡣ，活動場所ࡢ提供やࣉ࣮ࣝࢢ活動必要࡞備品ࡢ貸出ࡋ等ࡢ様々࡞環境ࢆ

整備ࡢࣉ࣮ࣝࢢ，ࡋ学ࡧや活動ࡢ機会ࢆ保㞀ࡋ，自主的࡞学習࣭文活動ࢆ支援ࡍࡲࡋ。 

   ᅗ書館࡛ࡣ，家庭文庫，地域文庫ཬࡢࣉ࣮ࣝࢢࡋ࡞ࡣ࠾ࡧ活動ࢆ支援࣮ࣝࢢࡢࡑ，ࡋ

 。ࡍࡲࡋ提供ࢆ機会ࡿࢀ触ㄞ書，࡚ࡋ通ࢆ࡞会ࡋ࡞ࡣ࠾，講ᗙや講演会ࡢࣉ

 

㸦㸰㸧情報ࡢ提供活用ࡢ推㐍 

   文，芸術，教養等ࡢ知識やᢏ能ࢆ持ࡘ講師等ࡢ情報ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢆࡋ，市民ࡀ学

 。ࡍࡲࡋ支援ࢆ学習活動࡞様々ࡿࡅ࠾地域，ࡾࡼࡇࡿࡍ紹ࢆ情報ࡢいศ㔝ࡓࡧ

ᅗ書館࡛ࡣ，子ࡽࡶ㧗齢者࡛ࡲ誰ࡀࡶ容易必要࡞情報ࢆ入手࡛ࡼࡿࡁう，工夫

ࡑࢆ資料࡞必要調査࣭研究ࡢ利用者，ࡓࡲ。ࡍࡲࡁい࡚ࡗ行ࢆ提供ࡧ情報Ⓨ信ཬ࡚ࡋ

㞀害者支援。ࡍࡲࡋ提供ࢆ情報࡞必要市民，ࡵ深ࢆ連携え，都立多摩ᅗ書館等ࢁ

ᑐ面朗ㄞ，ࡶࡃい࡚ࡋ提供ࡋ作ᡂࢆ㸧࣮ࢪࢹ資料㸦ࣝࢱࢪࢹ࡞必要，ࡣい࡚ࡘ

 。ࡍࡲࡾᅗࢆ情報提供ࡿࡼࢫࣅ࣮ࢧ

 

㸦㸱㸧ࡶ学ࡪ機会ࡢ拡充 

   公民館࡛ࡣ，公民館自主ࡢࣉ࣮ࣝࢢ共催ࣉ࣮ࣝࢢࠕࡢ企画業ࠖや自主ࣉ࣮ࣝࢢ

ࡿࡍ提供ࢆ場ࡢ活動参加者，ࡌ通ࢆ活動公開業ࠖࣉ࣮ࣝࢢࠕࡿࡍ紹ࢆ日常活動ࡢ

ᅗࢆ交流ࡢ間ࣉ࣮ࣝࢢ市民や自主活性ࡢࣉ࣮ࣝࢢ，ࡾ募ࢆ参加者࡞ࡓ新，ࡶ

 。ࡍࡲࡾ

   ᅗ書館࡛ࡣ，児童文学講ᗙやㄞࡳ聞ࡏ講習会ࢆ࡞通࡚ࡋ，人人ࡀ出会い学ࡪ

場ࡢᣑ充ࢆ逭ࡍࡲࡵ。 

 

 

 

 

  

取組の柱̐ 自主的͵学びの支援 

 講演会ࣉ࣮ࣝࢢヰ࠾
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取組の柱̑ 学習環境の整備 

 㧗ᗘ情報社会ࡢᑐ応や，学習，活動ࡢ場，市ෆ開催ࡢ業等ࡢ必要࡞情報ࢆ市民ᒆ

人，ࡶࡿࡵດ環境整備ࡢ㞟ࡧⓎ信ཬࡢ情報，ࡵࡓࡿࡍうࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡅ

人ࢆࡾࡀ࡞ࡘࡀ持࡚ࡿ地域ࡢᣐⅬࡶ࡚ࡋ環境整備ࢆ行いࡍࡲ。 

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧学習や活動関ࡿࡍ情報Ⓨ信ࡢ拡充 

   子ࡽࡶ㧗齢者࡛ࡲあࡽゆࡿ世௦学習や活動関ࡿࡍ情報ࢆ提供ࡍࡲࡋ。市民ࡢ

学ࡪ意欲ࢆ喚起ࡵࡓࡿࡍ，ᚑ来ࡢࡽ⣬媒体ࡿࡼ情報提供加え࡚，SNS等ࢆ通ࡓࡌ

配信࡞，新ࣝࢱࢪࢹ࡞ࡓ機器ᑐ応ࡓࡋ学習情報ࡢ提供ࡾࡼ情報㔞ࡢ充実利便性

 。ࡍࡲࡾᅗࢆ向ୖࡢ

ࢀࡽࡅᒆ効果的ࡾࡼ，うࡼい࡞ࡌ生ࡀ情報格差市民，ࡣい࡚ࡘ学習情報，ࡓࡲ   

 。ࡍࡲࡾᅗࢆ情報Ⓨ信積極的，࡚ࡋࢆ連携う関ಀ団体等ࡼࡿ

 

㸦㸰㸧持続ྍ能࡞学習環境ࡢ充実 

   誰ࡀࡶいࡶ࡛ࡘ自⏤利用࡛ࡿࡁ学習ࢆࢫ࣮࣌ࢫ確保ࡶࡿࡍ，子ࡽࡶ㧗齢

者至࡛ࡲࡿ持⥆ࡓࡋ学習機会ࡢ提供学習ෆ容ࡢ充実ࢆᅗࡍࡲࡾ。 

良，ࡶࡿᅗࢆᏳ全ࡢう設備等ࡼࡿࡵ組ࡾྲྀ学習活動࡚ࡋᏳ心ࡀ市民，ࡓࡲ

好࡞学習環境ࡼࡿ࡞う整備ࢆ逭ࡍࡲࡵ。 

   特㞀害者や㧗齢者ࡣ，快適学習ࡀ逭ࡼࡿࢀࡽࡵう࣮ࣜࣇࣜࣂ࡞設備面࡛

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡋࢆ配慮ࡢ

 

㸦㸱㸧ICTࢆ活用ࡓࡋ環境整備ࡢ推㐍 

   公民館࡞市ࡢ施設࠾い࡚ࡣ，ᖹᡂ 29ᖺ㸴᭶ࡾࡼ公共施設予約ࢆ࣒ࢸࢫࢩᑟ入ࡋ，

市民ࡀ施設ࡢ空ࡁ状況ࡢ確認や予約ࡀ容易ࡼࡿࡁ࡛うࡾ࡞利便性ࡀ向ୖࡀࡓࡋࡲࡋ，

更ࡿ࡞利便性ࡢ向ୖࢆᅗࡵࡓࡿ検討ࢆ逭ࡍࡲࡵ。 

   ᅗ書館࠾い࡚ࡣ，ᅗ書館ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍開設ࣝࢱࢪࢹࡓࡋ博物館ࡘい࡚，市ࡢ文

㈈ࡢ情報୍ࡾࡼࢆ層充実ࡶࡿࡏࡉ，国立国会ᅗ書館ࡢ専用端ᮎࢆ設ࡅ，所蔵ᅗ

書ࡢ閲覧や資料ࢆ複写࡛ࡼࡿࡁうࡍࡲࡋ。 

充実や社会ࡢ検索機能ࡢ࣒ࢸࢫࢩᅗ書館，ࡵࡓ行う効果的ࢆ情報㞟ࡀ市民，ࡓࡲ   

教育施設࠾い࡚無線 LANࡢ࡞環境整備ࢆ逭ࡍࡲࡵ。 

 

 

 

  

取組の柱̑ 学習環境の整備 
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ᶛ－̐ 地域Ͷ͕けΖ学;の循環を推進しΉす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   現状と課題  

 近ᖺ，少子㧗齢，都市，国㝿ࡢ逭展，家族形態ࡢ変容や就労形態ࡢ多様ࡀ࡞逭

家族や子ࡢ貧困や児童虐待，外国人ࡢࡶ若者や㧗齢者，子࡞ࡕࡀࡋᏙ立中࡛，社会的ࡴ

，方࡛。ࡍࡲい࡚ࢀ言わࡿい࡚ࡁ࡚ࡋ中࡛顕在ࡢ地域ࡀ課㢟࡞様々，࡞ᑐ応ࡢࡶ

地球規模ࡢ環境ᝏࢆ背ᬒ，地震，洪水，ྎ風，竜巻ࡢ࡞自然災害ࡢ甚大ࡀ地域ࡢᏳ

全࣭Ᏻ心࡞暮ࢆࡋࡽ脅ࡼࡍう࡚ࡁ࡚ࡗ࡞いࡍࡲ。 

ࡾࡀ࡞ࡘࡢఫ民ྠ士，ࡧ学ࢆ課㢟ࡿࡅ࠾地域࡚ࡵ改，ࡣࡵࡓࡿࡍ解決ࢆ課㢟ࡓࡋうࡇ 

ࡋ連携学校࣭家庭࣭地域࡛ࡲࢀࡇ，ࡣ社会教育ࡢᮏ市。ࡍࡲࢀࡉ期待ࡀࡇࡃい࡚ࡵ強ࢆ

࡚地域ࡢ教育力ࡢ向ୖࢆᅗࡓࡋࡲࡁ࡚ࡗ。大学連携ࡓࡋ市民大学講ᗙࡣᖺ々ཷ講者数ࡀ増

加ࡾ࠾࡚ࡋ，地域࡛学ࡧ合う機会ࢆ創出࡚ࡋいࡓࡲ。ࡍࡲ，地域団体ࡢ༠働ࠕࡿࡼ地域

業 ，ࠖ子ࡽࡶ大人ࡀ࡛ࡲ交流ࡋ参加ࠕࡿࡍ異世௦交流業 学校࣭，࡚ࡌ通ࢆ実施ࡢ࡞ࠖ

家庭࣭地域ࠕࡢᶓࠖࡢ連携ࡽ，子ࡽࡶ㧗齢者ࡢ࡛ࡲ異ᖺ齢ࡢ交流ࠕࡿ࡞縦ࠖࡢ連携

 。ࡓࡋࡲࡁ࡚ࡏࡉⓎ展ࢆࡾࡀ࡞ࡘࡢ地域

市民࡞地域還元講ᗙ，ࡵࡓࡿࡍ創出ࢆ機会ࡍ地域࡛いࢆ知識や経験ࡔࢇ学，࡚ࡋࡑ 

ࡢ日頃࡚ࡌ通ࢆ場ࡢ交流ࡢ࡞ࡾࡘࡲ組や，公民館ྲྀࡿࡆ広地域ࢆࡧ学ࡢࡑࡾ࡞講師ࡀ

市民ࡢ学習ᡂ果ࢆ広ࡃⓎ表ࡿࡁ࡛ࡢࡇࡿࡍ機会ࢆ提供ࡓࡲ。ࡓࡋࡲࡁ࡚ࡋ，公民館業運 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学校，家庭及び地域が相互に連携し，子どもから大人まで学び・育ち合う地域が形成されていますび 

○市民の学習成果が地域に還元されることに伴い，人と人とのつながりが強まり，地域コヒュニテゖが活性化されるとともに，地域活動の担い手が育っていますび 

国分寺市の 

目指す姿 

光公民館まࡾࡘ 
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営ࣇࢵࢱࢫ制ᗘ，ᅗ書館ࣛ࣎ンࢸ制ᗘࢆ࡞ᑟ入ࡋ，市民ࡀ地域ࡢ学ࢆࡧ支えࡿ組ࡳ

講習࣮ࢲ࣮ࣜࣞࣉ講習会や࣮ࢲ，青少ᖺ地域࣮ࣜࡢࡑ。ࡓࡋࡲࡁ࡛ࢇ組ࡾྲྀࡶࡾࡃ࡙

会ࢆ࡞開催ࡋ，地域ࡿ࡞࣮ࢲ࣮ࣜࡢ人ᮦࡢ育ᡂࡾྲྀࡶ組ࡓࡋࡲࡁ࡛ࢇ。 

 ୍方࡛，活動ࡿࡍ市民層ࡢ固ᐃ，㧗齢ࡿࡼ地域活動ࡢ担い手足ࡀ࡞指摘࡚ࢀࡉ

いࡵࡓࡿ，子ࡶや若い世௦ࡢ参加ࡍಁࢆ地域交流ࢆ࡞工夫ࡋ，ḟࡢ世௦Ⓨ展的⥅

ᢎ࡚ࡋいࡼࡿࡅう，ྲྀ組ࢆ逭࡚ࡵいࡀࡇࡃ必要࡛ࡍ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民館事業㐠営ࣇࢵࢱࢫⓏ録者数 

資料㸸市教育委員会 

図書館ࣛ࣎ンࡢࢸⓏ録者数 
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資料㸸市教育委員会 

市民大学講ᗙ開講式 
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取組の柱̏ 学校・家庭・地域との連携 

 学校や社会教育施設ࡀ家庭࣭地域連携ࢆᅗࡾ，市民行ᨻࡢ༠働ࡿࡼ業や市民ࡢ

ࡀࡇ合うࡕ育࣭ࡧ学相互࡛ࡲ大人ࡽࡶ子，ࡾࡼࡇ行うࢆ業ࡿࡵ深ࢆࡾࡀ࡞ࡘ

 。ࡍࡲࡋ推逭ࢆࡾࡃ地域࡙࡞持⥆ྍ能ࡓࡋいࢆ特ᚩࡢ地域，ࡿࡁ࡛

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧地域࡛学び合う機会ࡢ創出 

   市ෆཬࡧ周辺ࡢ学校や大学等連携ࡋ，地域ࡢ特色ࢆいࡓࡋ公民館学習支援業

ࡿ学自主的࡚ࡌ通ࢆ生涯，ࡓࡲ。ࡍࡲࡋ提供ࢆ学習機会࡞多様࡞ンࣟࢧࢽࣗࢪ

応え࡚ࢬ࣮ࢽ学習࡞う，多様ࡼࡿ選ࡀい学習環境ࡓࡧ学，࡞市民大学講ᗙ࡞うࡼ

いࡍࡲࡁ。 

   家庭ࡢ連携ࡘい࡚ࡣ，学ࢆࡧ通࡚ࡋ地域活動ࡢ活性ࢆᅗࡵࡓࡿ，学習講ᗙࢆ公

民館 PTA連合会等ࡀ連携࡚ࡋ逭ࡍࡲࡵ。 

 

㸦㸰㸧交流活動࣭協働事業ࡢ推㐍 

   社会教育施設࡚ࡋ公民館࣭ᅗ書館࡛ࡣ，学習機会ࡢ充実ཬࡧ地域ࡢ課㢟解決ࢆᅗࡿ

ンࣛ࣎ࡿࡍ地域࡛活躍。ࡍࡲࡵ逭ࢆ༠働業，ࡋ連携市民やNPO，企業，学校，ࡵࡓ

効果的࣭効率的ࢆ学習活動ࡓࡋいࢆ特色ࡢ地域，࡞交流や地域会議ࡢ士ྠࢸ

推逭ࡍࡲࡋ。 

 

㸦㸱㸧学校施設ࢆ活用ࡓࡋ地域࡙ࡢࡾࡃ推㐍 

   市立ᑠ学校ࡢ施設ࢆ活用ࡋ，地域ࡢ༠力ࢆ得࡚，ᨺ課ᚋ子ࣛࣉࡶンࢆ࡞通࡚ࡋ，

Ᏻ全࣭Ᏻ心࡞居場所࡛様々࡞体験ࡿࡍࢆ機会ࢆ設ࡍࡲࡅ。 

⥴୍大人ࡀや若者ࡶ子ࡿ担い手࡛あࡢ地域ࡢḟ世௦，ࡋ活用ࢆ学校施設，ࡓࡲ   

学習ࡾࡼࡇࡿࡍ，学習活動ࢆ通࡚ࡋ地域ࡢ人人ࡿࡀ࡞ࡘࡀ，異世௦交流ࢆᅗࡿ

業ࢆ逭ࡍࡲࡵ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組の柱̏ 学校・家庭・地域との連携 

放課ᚋ子ࡶ教室ࠕ走ࡾ方教室ࠖ 
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取組の柱̐ 学びをいかͤ機会の創出 

 市民ࡀ学習ࡓࡋᡂ果ࢆⓎ表ࡿࡍ機会ࡢࡑ，ࡾࡃࡘࢆ学ࡀࡧ社会ࡽ認ࢀࡽࡵ生ࡀࡁいࢆ感

ࡪ学互い，ࢀࡉ還元地域ࡀ学習ᡂ果ࡢ市民，࡚ࡋࡑ。ࡍࡲࡁい࡚ࡋ支援うࡼࡿࢀࡽࡌ

 。ࡍࡲࡵ逭ࢆ整備ࡢ学習環境ࡢᚠ環型，ࡿࡁ࡛ࡀࡇ

担う市民ࢆ地域活動，ࡿࡍ考え行動ࡧ学ࡽ自，ࡵࡓࡿᅗࢆ活性ࡢࢸࢽ࣑ࣗࢥ，ࡓࡲ 

 。ࡍࡲࡋ目指ࢆ育ᡂࡢ

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧学習成果ࡢ活用 

   市民ࡢ学習活動ࡢᡂ果ࢆ広ࡃⓎ表ࡿࡍ場ࢆ公民館やᅗ書館設ࡅ，自ࡢࡽ学習活動ࡀ

多ࡢࡃ人ࡢ目触ࢀ，社会ࡽ認࡛ࡇࡿࢀࡽࡵ生ࡀࡁいࢆ感ࡿࢀࡽࡌ機会ࡢᣑ充ࢆᅗ

 。ࡍࡲࡾ

   市民ࡀ学ࡔࢇᡂ果やᢏ能ࡀ地域࡛共᭷ࡽࡉ，ࢀࡉ学習活動ࡢ充実ࡀᅗࡼࡿࢀࡽう，

ࢇ学，ࡋ実施ࢆ࡞講ᗙࡾࡃ公民館地域࡙，ࡓࡲ。ࡍࡲࡋ実施ࢆ࡞地域還元講ᗙࠖࠕ

 。ࡍࡲࡵ逭ࢆࡾࡃ࡙ࡳ組ࡿࡍ還元学習活動ࡢ地域ࢆࡇࡔ

 

㸦㸰㸧地域活動ࡢ担い手ࡢ育成 

   市民ࡢ学習活動ࡽࡉࡀⓎ展ࡋ活性ࢆࡇࡿࡍ目指ࡋ，学習力ࡢ向ୖ市民ࡢ力ࡀ

，࡞や指ᑟ者࣮ࢲ࣮ࣜࡿࡍ地域࡛活躍࡛ࡲ大人ࡽࡶ子，うࡼࡿࡁⓎ揮࡛ࡶ

地域活動ࡢ担い手ࡿ࡞人ᮦࡢⓎ掘育ᡂࢆ逭ࡍࡲࡵ。 

   公民館࡛ࡣ，㞀害者ࡢ学習ࢆ⥅⥆的支援ࣇࢵࢱࢫࡿࡍ等ࢆ養ᡂࠕ，ࡵࡓࡿࡍ㞀害者

支援ࣛ࣎ンࢸ養ᡂ講ᗙࠖࢆ実施ࡍࡲࡋ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取組の柱̐ 学びをいかͤ機会の創出 

青少ᖺ地域࣮࣮ࣜࢲ講習会࡛ࣛ࣎ࡢンࢸ活動ࠕ青少ᖺ地区委員会ࢇ焼ࠖࡁ 
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施策の方向性ᶜ 歴史遺産をい͖した学;の推進 

ᶜ－̏ 文化財Ͷ対すΖ理解を深ΌΉす 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   現状と課題  

 文㈈ࡢ࡛ࡲࢀࡇ，ࡣ長いṔ史ࡢ中࡛生ࢀࡲ，育ࢀࡲ，日࡛ࡲᏲࡾ伝えࡓࡁ࡚ࢀࡽ貴㔜

 。ࡍ㈈産࡛࡞

 市ෆࡣ，国指ᐃ史跡࡛あࡿ武蔵国ศ寺跡や東山遈武蔵路跡ࡵࡌࡣࢆ，国指ᐃྡ勝ࠕ殿ヶ

谷戸庭園 ，ࠖ東京都指ᐃྡ勝ࠕ┿姿ࡢ池湧水群ࠖ࡞௦表ࡿࢀࡉ様々࡞文㈈ࡀあࡍࡲࡾ。 

 ᮏ市࡛ࡽࢀࡇ，ࡣ貴㔜࡞文㈈触ࡿࢀ機会ࢆ市民積極的提供ࡶࡿࡍ，国ศ寺

 。ࡓࡋࡲࡁ࡚ࢀ入ࢆ力ࡶ文㈈ᬑཬ，࡞ࡿࡍⓎ信市ෆ外ࢆ魅力ࡢṔ史ࡢ

 武蔵国ศ寺跡資料館ࡢ入館者ࡢ状況ࢆ見ࡿ増加傾向あࡀࡍࡲࡾ，現在ࡢศ散࡚ࡋいࡿ

文㈈展示施設ࡢ解消や展示ࢆࢫ࣮࣌ࢫ確保ࡀࡇࡿࡍ求࡚ࢀࡽࡵいࡍࡲ。 

 子ࡕࡓࡶᑐࡣ࡚ࡋ，地域ࡢ誇ࡾや郷土愛ࢆ持ࡼࡿ࡞ࡅࡗࡁࡘう，学校教育࠾

市ෆᑠ࣭中学ࡿい࡚ࡋ実施ࢆ校外学習ࡓࡋ活用ࢆ史跡等，ࡀࡍࡲい࡚ࡵ逭ࢆ文㈈活用ࡿࡅ

校ࡣ 11校࡚ࡗ࡞いࡍࡲ㸦௧和元ᖺᗘᮎ現在㸧。 

 引ࡁ⥆ࡁ市ࡢṔ史や文㈈ࡢ魅力や価値ࢆわࡾやࡃࡍ市民伝え，理解ࢆ深ࡽࡶ࡚ࡵえ

 。ࡍ必要࡛ࡀࡇࡃい࡚ࡋ層充実୍ࢆ機会࡞うࡼࡿ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料㸸市教育委員会 

武蔵国分寺跡資料館ࡢ入館者数 

○市民が，様らな機会に文化財に触れ，親しみ，理解を深めていますび 
○市民自らがハランテゖゕとして，文化財の保護・普及活動に取り組んでいますび 

国分寺市の 

目指す姿 
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ࠖࢸンࣛ࣎文㈈愛護ࡉࡿࡩࠕ，ࡵࡓࡿࡍ推逭ࢆ文㈈保護࡚ࡋ༠働ࡀ市民市，ࡓࡲ 

環ࡿࡁ参加࡛自主的保護やᬑཬ等ࡢ文㈈ࡀ市民，࡞ࡿࡍ支援ࢆ活動ࡢࡑ，ࡋ養ᡂࢆ

境ࢆ整備ࡓࡋࡲࡁ࡚ࡋ。 

 最近ࡉࡿࡩࠕࡢ文㈈愛護ࣛ࣎ンࡢࠖࢸ養ᡂ講ᗙやࣛ࣎ンࡢࢸ活動状況ࢆ見ࡿ

ᖹᡂ， 30ᖺᗘ࡛ࡣ養ᡂ講ᗙཷࡢ講者数ࡣ 10人，ࣛ࣎ンࡢࢸ延活動人数ࡣ 566人

保護࣭ࡢ文㈈ࡿ࡞ᚋ更，ࡀࡍ増加傾向࡛ࡣ活動人数延ࡢࢸンࣛ࣎。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞

ᬑཬࢆᅗࡵࡓࡿ，市民ࣛ࣎ࡀンࢆࢸ行いやࡍい環境ࢆ整備ࣛ࣎，ࡋンࡢࢸ活動人

数ࢆ増や࡚ࡋいࡃ必要ࡀあࡍࡲࡾ。 

 ᚋࡶ文㈈ࡢ保護やᬑཬ等㈉献ࡓࡋいいう思いࢆ持ࡓࡗ市民ᑐࣛ࣎，࡚ࡋンࢸ

 。ࡍ必要࡛ࡀࡇࡃい࡚ࡋᣑ充ࢆ組ྲྀࡿࡍ支援ࢆ活動
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 活動人数㸧養成講ᗙཷ講者数，延ࢸンࣛ࣎㸦ࢸンࣛ࣎文財愛護さࡿࡩ

資料㸸市教育委員会 

武蔵国分寺跡資料館㸦内観㸧 
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取組の柱̏ 文化財普及事業の推進 

 市民ࡢ文㈈愛護ᑐࡿࡍ気持ࡀࡕ育ࢀࡲ，国ศ寺ఫ࡛ࢇいࡢࡇࡿ誇ࡾ郷土愛ࢆ

持ࡼࡿ࡞ࡅࡗࡁࡘう，市ࡢṔ史や文㈈触ࡿࢀ機会ࡢ充実ࢆᅗࡶࡿ，市ࡢṔ史

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡋ提供積極的ࢆ情報࡞様々ࡿࡍ関

ࡀ心ࡿࡍ愛，ࡋ理解ࢆࡕࡲࡀᡃ，ࡣࡇࡿࢀ触Ṕ史や文㈈ࡢ市ࡽ頃ࡢࡶ子，ࡓࡲ 

芽生え，࡚ࡋࡑ大人ࡢ࡚ࡋࠖࡉࡿࡩࠕ，ࡶ࡚ࡗ࡞思いࡀ育ࡵࡓࡿࢀࡲ，学校教育ࡅ࠾

 。ࡍࡲࡋ推逭ࢆ活用ࡢ文㈈ࡿ

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧文財触ࡿࢀ機会ࡢ拡充 

   文㈈触ࡿࢀ機会ಀࡿ情報Ⓨ信ࢆ強࡚ࡋ，市民ࡀ文㈈触ࡿࢀ機会ࢆᣑ大ࡋ

࡚いࡍࡲࡁ。 

解ㄝや関連ࡿࡼい࡚，職員等࠾Ṕ史講演会等࣭ࡾࡄࡵ文㈈࣭ࡾࡄࡵ史跡，ࡓࡲ   

 。ࡍࡲࡾᅗࢆ充実ࡢ業，࡞行うࢆ連携ࡢ業ࡿࡍ

 

㸦㸰㸧市ࡢṔ史関ࡿࡍ情報提供ࡢ推㐍 

   ẖᖺ実施࡚ࡋいࡿ各種Ⓨ掘調査や総合文㈈調査ࡢ結果ࡣ，報告書や࣮ࣜࢺࢵࣞࣇ

ࡋⓎ信࡚ࡋ文㈈情報，࡞ࡿࡍ配架関ಀ機関ࡢᅗ書館等，ࡵࡲࢆᡂ果ࡢࡑ࡚ࡋ

 。ࡍࡲ

ࢵࣞࣇンࣃࡣ開催行ࡢ養ᡂ講ᗙ，Ṕ史講演会，資料館企画展示等ࢸンࣛ࣎，ࡓࡲ   

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡋ広報࡚ࡋ活用ࢆSNS等࣭ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡢᐃ期的刊行，市ࡢࢺ

 

㸦㸱㸧学校教育࡛ࡢ文財活用ࡢ推㐍 

   市立ᑠ࣭中学校ࡿࡅ࠾史跡地や文㈈ࢆ活用ࡿࡍ校外学習や郷土史学習等ࢆ引ࡁ⥆

 。ࡍࡲࡋ支援ࡁ

教ᮦࡓࡁ生ࢆ文㈈ࡿࡍ市࡛所蔵ࡢ࡞石器，土器，ྂ瓦ࡓࢀࡉ市ෆ࡛Ⓨ掘，ࡓࡲ   

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡋ推逭ࢆ文㈈活用ࡢ授業࡛，ࡋ活用࡚ࡋ

 

 

 

 

 

 

 

  

取組の柱̏ 文化財普及事業の推進 

市内文財ࡾࡄࡵ 
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取組の柱̐ 市民ͶよΖ文化財の保護・普及の促進 

 多ࡢࡃ市民ࡀ文㈈愛護ࡢ気持ࢆࡕ持ࡕ，文㈈ࡢ保護やᬑཬ関わࣛ࣎ࡿンࢸ活動

行ࢆ支援ࡢ࡞ࡿࡍ提供ࢆ機会ࡢ活動ࡧ知識࣭ᢏ能ཬ࡞必要活動，ࡵࡓうࡽࡶ࡚ࡋ参加

いࡍࡲ。 

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧ࣛ࣎ンࢸ活動支援ࡢ充実 

養ᡂ講ᗙ，ࡶࡿࡍ情報Ⓨ信ࡃ広ࢆ魅力ࡢ活動ࢸンࣛ࣎文㈈愛護ࡉࡿࡩ   

 。ࡍࡲࡵດᣑ大ࡢ活動者数ࡢࢸンࣛ࣎，ࡵດ育ᡂࡢࢸン࡚ࣛ࣎ࡌ通ࢆ

ࡿࡍ実施ࢆ適ᐅ講習，ࡵࡓࡿᅗࢆᢏ術向ୖࡢࢸンࣛ࣎知識やࡢ文㈈，ࡓࡲ   

 。ࡍࡲࡋ提供ࢆ場ࡢ学習࡞情報交換や自主的，ࡋ開催ࢆ࡞懇談会ࢸンࣛ࣎，ࡶ

 

㸦㸰㸧ࣛ࣎ンࡿࡼࢸ文財普及活動ࡢ拡充 

   史跡ࢆࢻ࢞利用ࡿࡍ来訪者ࢆ増やࡵࡓࡍ，文㈈愛護ࣛ࣎ンࢆࢸ積極的紹

ࡋ，文㈈ࡢᬑཬཬࣛ࣎ࡧンࢸ活動ࡢ機会ࡢ充実ࢆᅗࡍࡲࡾ。 

作業௨外ࡢ調査や整理ࡢ文㈈ࡿい࡚ࡋ保Ꮡ，ࡣい࡚ࡘࢸンࣛ࣎調査，ࡓࡲ   

市民，ࡋᣑ充ࢆ活動範ᅖࡢࢸンࣛ࣎調査，࡞参加ࡢ把握調査ࡢ市ෆ文㈈，ࡶ

 。ࡍࡲࡋ整備ࢆい環境ࡍやࡋ参加ࢸンࣛ࣎ࡀ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取組の柱̐ 市民ͶよΖ文化財の保護・普及の促進 

 活動㸦武蔵国分寺跡資料館内㸧ࢸンࣛ࣎文財愛護さࡿࡩ
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ᶜ－̐ 文化財の調査・保存・活用を進ΌΉす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   現状と課題  

 市ෆࡣ，国指ᐃ㸳件，東京都指ᐃ㸲件，市指ᐃ 30件ࡢ文㈈ࡀあࡍࡲࡾ㸦௧和元ᖺᗘᮎ

現在㸧。ࡽࢀࡇ地域ࡢᐆ࡛あࡿṔ史遺産ࢆ確実ḟ世௦⥅ᢎ࡚ࡋいࡵࡓࡃ，調査研究，保

Ꮡ，整備活用ࢆ逭࡚ࡵいࡀࡇࡃ㔜要࡛ࡍ。 

 昭和 40ᖺ௦ᮎ௨降ࡢ市ෆࡢ埋蔵文㈈包蔵地ࡢⓎ掘調査や，国指ᐃ史跡武蔵国ศ寺跡附東

山遈武蔵路跡ࡢ前遺構確認調査ࡾࡼ࡞，市ෆࡢ遺跡ࡢ様子ࡀ明ࡘࡘࡾ࡞ࡽあࡲࡾ

公開࣭活用ࡢ行い，研究ᡂ果ࢆ調査グ録࡚ࡋ実施ࡶ伴う埋蔵文㈈Ⓨ掘調査開Ⓨ行Ⅽ。ࡍ

 。ࡓࡋࡲࡁ࡚ࡵ逭ࢆ

 ୍方࡛，ᚋࡶ増え⥆ࡿࡅⓎ掘ࡓࢀࡉ文㈈ࡢ適ษ࡞保Ꮡ活用ࡀᅗࡼࡿࢀࡽう，新ࡓ

 。ࡍ必要࡛ࡀ整備ࡢ保管環境ࡢ文㈈，࡞ࡿࡵ逭ࢆ再整理作業ࡢ確保や出土品ࡢ保Ꮡ施設࡞

ࡁ⥆ࡁ引。ࡍࡲࢀࡽ考えࡿࡍᏑ在ࡃ数多ࡀい文㈈࡞い࡚ࢀࡽ知ࡔࡲ，ࡣ市ෆ，ࡓࡲ 

 。ࡍ必要࡛ࡀࡇࡃい࡚ࡵ逭ࢆ文㈈調査ࡢศ㔝࡞様々，ࡵࡓࡿࡍ把握ࢆ文㈈ࡢࡽࢀࡇ

 史跡ࡢ公᭷業ࡘい࡚ࡣ，史跡指ᐃ地

全体ࡢ約 㸦ᖹᡂࡋ完了ࡀ公᭷ࡢ77％ 30ᖺ

ᗘ実績㸧，Ṕ史公園ࡢ࡚ࡋ整備業ࠗࡶ史跡

武蔵国ศ寺跡ࠝ僧寺地༊ࠞ新整備ᇶᮏ計画࠘

史跡伽藍中枢部，ࡾ࠾࡚ࡵ㡰ḟ逭ࡁᇶ࡙

ᖹᡂ，ࡣ 30ᖺᗘ保Ꮡ整備工ࢆ完了ࡋ，Ṕ

史公園࡚ࡋ供用ࢆ開始ࡓࡋࡲࡋ。ᚋࡶ，

既Ꮡ公᭷地ෆ࡛ྍ能࡞整備ࢆ逭࡚ࡵいࡲࡁ

 。ࡍ

 

 

  

○文化財から市の歴史や時代の様子を究明するため，文化財が持つ歴史的背景や価値の調査研究が進んでいますび 

○様らな分野の文化財が，調査研究をもとに適正に保存され，その活用が進んでいますび 

○史跡武蔵国分寺跡附東山道武蔵路跡が歴史公園として保存，整備され，市民の憩いの場，学習の場となっていますび 

国分寺市の 

目指す姿 

ᖹ成 30ᖺᗘ完成ࡓࡋ僧寺金堂跡 
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取組の柱̏ 文化財の調査・研究の推進 

 国ศ寺ࡢ地ୗྂࡿ╀いṔ史ࡢ痕跡ࡘい࡚ࡢ究明ࢆ逭ࡵࡓࡿࡵ，市ෆࡢ埋蔵文㈈包蔵

地や国指ᐃ史跡武蔵国ศ寺跡附東山遈武蔵路跡ࡢⓎ掘調査や研究ࢆ行いࡍࡲ。 

持ࡢ文㈈ࡢࡑ，ࡵດ把握ࡢい文㈈࡞い࡚ࢀࡽ得࡚，知ࢆ༠力理解ࡢ所᭷者，ࡓࡲ 

 。ࡍࡲ行いࢆい࡚調査や研究ࡘṔ史的背ᬒや価値ࡘ

 。ࡍࡲࡋ公開，ࡋ刊行࡚ࡋ学術報告書，ࡣᡂ果ࡢ調査࣭研究ࡢࡽࢀࡇ 

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧埋蔵文財調査ࡢ推㐍 

   市ෆࡣ ࢀ行わࡀ当ヱ範ᅖෆ࡛開Ⓨ工，ࡀࡍࡲࡋᏑ在ࡀ埋蔵文㈈包蔵地ࡢ所48

国指ᐃ史，特。ࡍࡲࡵດṔ史解明ࡢ市，ࡋ実施ࢆⓎ掘調査࡚ࡅ先㥑工，ࡣ㝿ࡿ

跡武蔵国ศ寺跡周辺࡛ࡣ，開Ⓨ業者ࡢ綿密࡞༠議ࢆ㔜ࡡ，遺跡ࡀ滅失࡞ࡀࡇࡿࡍ

いࡼう保Ꮡࢆ視㔝入ࡓࢀ調整ດࡍࡲࡵ。 

ࡲࡵດⓎ見ࡢ遺跡࡞ࡓ行い，新ࢆ試掘調査ࡶ地域࡛ࡢ埋蔵文㈈包蔵地௨外，ࡓࡲ   

 。ࡍ

 

㸦㸰㸧文財総合調査ࡢ推㐍 

   市ෆᏑ在ࡿࡍ文㈈ࡢ把握ດࡵ，貴㔜࡞Ṕ史遺産࡛あࡿ文㈈ࡢ保護ࢆᅗࡍࡲࡾ。 

   文㈈専門調査員ࢆ配置ࡋ，Ṕ史的建造物や民俗，史跡，ᒇ敷林等ࡢ天然グ念物等

市㔜ࡣ場合ࡿࢀࡽࡵ認㧗いࡀṔ史的࣭学術的価値，ࡋ⥆⥅ࢆ個ู専門調査ࡢい࡚ࡘ

要文㈈逐ḟ指ᐃ࡚ࡋいࡍࡲࡁ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取組の柱̏ 文化財の調査・研究の推進 

Ṕ史的建造物調査 
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取組の柱̐ 文化財の保存・活用の推進 

 市ṧ࡚ࢀࡉいࡿ多ࡢࡃ文㈈ࢆᚋ世伝えࡵࡓࡿ，現在保管࡚ࡋいࡿ出土品等ࡢ再整理

や新࡞ࡓ保管庫ࡢ確保ࡾࡼ࡞，文㈈ࡢ保管環境ࡢ改善ࢆᅗࡍࡲࡾ。 

公開ࡢ文㈈ࡿい࡚ࢀࡉ保管，ࡵࡓࡿࡍうࡼࡿࡵ深ࢆ理解ࡿࡍᑐ文㈈ࡢ市民，ࡓࡲ 

 。ࡍࡲࡾᅗࢆ活用ࡢ文㈈，࡞行うࢆ

 個人や法人所᭷ࡢ文㈈ࡢ活用ࡘい࡚ࡶ，所᭷者ࡢ理解༠力ࢆ得ࡼࡿࢀࡽうດࡍࡲࡵ。 

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧指ᐃ重要文財ࡢ保存࣭公開活用ࡢ推㐍 

   市指ᐃ㔜要文㈈࡛あࠕࡿ旧ᮏ多家ఫ宅長ᒇ門࡛ࠖࡣ，旧ᮏ多家関わࡿ民ල࣭ྂ文

書࣭考ྂ資料ࡢ展示ࢆ行い，ᚋࡶ来訪者ࡀṔ史親ࡳࡋ関心ࢆ持ࡼࡿ࡞ࡅࡗࡁࡘ

うດ࡚ࡵいࡍࡲࡁ。 

   ᖹᡂ 29ᖺᗘ指ᐃ㔜要文㈈指ᐃࠕࡓࢀࡉ恋ヶ窪ᮧศ水ࠖࡣ，ᚋ保Ꮡ活用計画ࢆ

策ᐃࡾࡼ，ࡋ積極的࡞活用ࢆᅗ࡚ࡗいࡍࡲࡁ。 

   都指ᐃ文㈈࡛あࠕࡿ┿姿ࡢ池湧水群ࠖࡣ，水⥳恵ࡓࢀࡲ国ศ寺ࢆ象ᚩࡿࡍ場所

来ࡁ⥆ࡁ引，ࡀࡍࡲい࡚ࢀ行わ㢖繁ࡀン等ࣙࢩ࣮ࢣᮦ࣭ࣟྲྀࡽ日頃，ࡾ࠾࡚ࡗ࡞

訪者ࡀ快適自然や文㈈親ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡴࡋ場所࡚ࡋ，所᭷者ࡢ༠力ࢆ得࡚保Ꮡ

や活用ດ࡚ࡵいࡍࡲࡁ。 

 

㸦㸰㸧文財ࡢ公開展示ࡢ充実 

   文㈈や市ࡢṔ史触ࢀ，学ࡪ中心的࡞役割ࢆ担࡚ࡗいࡿ武蔵国ศ寺跡資料館࡛ࡣ，

武蔵国ศ寺関ࡿࡍ常設展示や関連ࡿࡍ企画展࡚ࡋ⥆⥅ࢆ開催ࡓࡲ。ࡍࡲࡋ，市ෆ公共

施設࡛ࡢ文㈈ࡢ展示や国ศ寺㥐ཱྀ再開Ⓨ࡛供用ࡿࢀࡉ㥐前広場ෆ࡛ࡢ市ྂࡢ写┿等

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡋ検討ࡶ展示等ࡢ

 

㸦㸱㸧出土ࡓࡋ埋蔵文財ࡢ保存環境ࡢ整備 

   出土ࡓࡋ遺物，寄贈ࡓࢀࡉ民ල࣭ྂ文書ࡘい࡚ࡣ，武蔵国ศ寺跡資料館ࡵࡌࡣࢆ

確保ࡢ保管施設࡞ࡓ再整理や新，ࡀࡍࡲい࡚ࢀࡉ保管࡚ࡋศ散施設࡞様々ࡢ市ෆࡿࡍ

 。ࡍࡲ行いࢆ整備ࡢ保Ꮡ環境ࡢ文㈈，ࡵດ

 

 

 

 

 

  

取組の柱̐ 文化財の保存・活用の推進 

市重要᭷形文財ᪧ本多家住宅長屋門 
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取組の柱̑ 史跡の保存・整備・活用の推進 

 市ྡࡢ⏤来࡚ࡗ࡞いࡿ史跡武蔵国ศ寺跡ࡢ࡞Ṕ史遺産ࢆ大ษ保Ꮡࡋ，ᚋ世⥅ᢎࡍ

場やṔࡢ憩いࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࢀ触史跡ࡀ市民，ࡶࡿࡍ整備࡚ࡋṔ史公園，ࡵࡓࡿ

史学習ࡢ場ࡼࡿ࡞う活用ࢆᅗ࡚ࡗいࡍࡲࡁ。 

 

 

ʴ主要施策ʵ 

㸦㸯㸧史跡武蔵国分寺跡附東山㐨武蔵路ࡢ保存࣭活用ࡢ推㐍 

   ࠗ保Ꮡ管理計画㸦第㸰ḟ㸧࠘㸦ᖹᡂ 24ᖺᗘ策ᐃ㸧ᇶ࡙ࡁ，適ษ保Ꮡ࣭管理ࢆ推逭ࡋ

，参考ࢆ࡞࣒࢘ࢪ࣏ンࢩࡿࡍ関活用ࡢ史跡ࡓࡋ実施௧和元ᖺᗘ，時ྠ。ࡍࡲ

市民ࡢ憩いࡢ場，Ṕ史学習ࡢ場࡚ࡋ活用ࢆᅗ࡚ࡗいࡍࡲࡁ。 

検ࢆ設置等ࡢᑟ入や模型ࡢVR等，ࡵࡓࡿࡍࡿ見えࢆ価値ࡢ史跡ࡿ╀地ୗ，ࡓࡲ   

討࡚ࡋいࡍࡲࡁ。 

 

㸦㸰㸧史跡武蔵国分寺跡附東山㐨武蔵路ࡢ公᭷ࡢ推㐍 

   史跡武蔵国ศ寺跡附東山遈武蔵路ࢆ大ษ保Ꮡࡋ，ᮍ来⥅ᢎࡶࡿࡍ，周辺ࡢ

環境調和ࡓࢀࡢ史跡࡚ࡋ整備ࡵࡓࡿࡍ，地域ఫ民ࡢ調整ࢆ十ศᅗࡾ，理解

༠力ࢆ得࡚引ࡁ⥆ࡁ公᭷ࢆ逭࡚ࡵいࡍࡲࡁ。 

 

㸦㸱㸧史跡武蔵国分寺跡保存整備事業㸦僧寺地区㸧ࡢ推㐍 

   ࠗ新整備ᇶᮏ計画 㸦࠘ᖹᡂ 14ᖺᗘ策ᐃ㸧࣭ࠗ整備実施計画 㸦࠘ᖹᡂ 20ᖺᗘ策ᐃ㸧ᇶ࡙

い࡚，整備業ࢆ推逭࡚ࡋいࡍࡲࡁ。特，௧和元ᖺᗘࡽ௧和㸳ᖺᗘࡣ࡛ࡲ，ࠗ 整備実

施計画࠘ࡿࡅ࠾伽藍中枢部周辺地域㸦南門地༊࣭塔周辺地༊࣭伽藍西地༊㸧࡛，遺構

ࡿ࡞空間ࡘ持ࢆࡾࡀ広ࡢ࡚ࡋ面ࡀ行い，史跡ࢆ設計࣭施工ࡓࡋ中心ࢆᖹ面表示ࡢ

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡋ推逭ࢆう整備ࡼ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取組の柱̑ 史跡の保存・整備・活用の推進 

史跡ࡢ活用ࠕ第 36回万葉花まࡾࡘ金堂基壇ୖࡢコンサ࣮ࠖࢺ 
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資料編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料編 
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䠍 用語解ㄝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語 ペ䞊䝆 解ㄝ

䠥䠟Ｔ

32,34,55,

57,64

㻵nformation and 㻯ommunication Technology䛾略。情報処理及䜃情報

通信䛺䛹䛾䝁ン䝢ュ䞊タやネ䝑䝖ワ䞊䜽䛻関連䛩䜛諸ศ野䛻䛚け䜛技

術䞉産業䞉設備䞉䝃䞊䝡䝇䛺䛹䛾総称䛾䛣䛸。

ESD 34

㻱ducation for Sustainable 㻰evelopment 䛾略。持⥆可能䛺開Ⓨ䛾䛯

䜑䛾教育。環境，貧困，人ᶒ，ᖹ和，開Ⓨ䛸い䛳䛯様々䛺現௦社会䛾

課題䜢自䜙䛾問題䛸䛧䛶捉え，身近䛺䛸䛣䜝䛛䜙ྲྀ䜚組䜐䛣䛸䛻䜘䜚，䛭

䜜䜙䛾課題䛾解決䛻䛴䛺䛜䜛新䛯䛺価値観や行動䜢生䜏出䛩䛣䛸，䛭

䛧䛶䛭䜜䛻䜘䛳䛶持⥆可能䛺社会䜢創造䛧䛶いく䛣䛸䜢目指䛩学習や

活動䛾䛣䛸。

AI 29 Artificial 㻵ntelligence 䛾略。人工知能。

SNS 54
Social 㻺etworking Service 䛾略。Ⓩ録䛥䜜䛯利用者同士䛜交流䛷䛝

䜛Web䝃䜲䝖䛾会員制䝃䞊䝡䝇䛾䛣䛸。

SDGs 34

Sustainable 㻰evelopment Goals 䛾略。⥆可能䛺開Ⓨ目標。㻞㻜㻝㻡ᖺ䠕

᭶䛾国連䝃䝭䝑䝖䛷採択䛥䜜䛯，㻞㻜㻝㻢ᖺ䛛䜙㻞㻜㻟㻜ᖺ䜎䛷䛾国㝿目標。

持⥆可能䛺世界䜢実現䛩䜛䛯䜑䛾㻝㻣䛾目標䛸㻝㻢㻥䛾タ䞊䝀䝑䝖䛛䜙䛺

䜛。

䠫䠦Ｔ 46,50
㻻n the 㻶ob Training䛾頭文Ꮠ䜢䛸䛳䛯䜒䛾䛷，事中，事遂行䜢通

䛧䛶訓練䜢䛩䜛䛣䛸。

䜸䝸ン䝢䝑䜽䞉䝟䝷䝸ン

䝢䝑䜽教育䜰ワ䞊䝗校

35

䜸䝸ン䝢䝑䜽䞉䝟䝷䝸ン䝢䝑䜽教育䜢୍層推逭䛩䜛䛯䜑，優䜜䛯䜸䝸ン

䝢䝑䜽䞉䝟䝷䝸ン䝢䝑䜽教育䜢行䛳䛶い䜛䛸䛧䛶，東京都教育委員会䛛䜙

顕彰䛥䜜䛯学校䞉園。

学習系䝅䝇䝔䝮 55
教育活動䛻䛚い䛶活用䛩䜛䛣䛸䜢想定䛧䛶䛚䜚，当ヱ情報䛻教員及䜃

児童生ᚐ䛜䜰䜽䝉䝇䛩䜛䛣䛸䛜想定䛥䜜䛶い䜛䝅䝇䝔䝮。

学習指ᑟ要領

6,7,29,

46,52

ᑠ䞉中学校等䛻䛚け䜛教育課程䜢編成䛩䜛㝿䛾基䛻䛺䜛䜒䛾䛷，学習

ෆ容や配当時数等䛜示䛥䜜䛶い䜛国䛾基準。約㻝㻜ᖺ䛤䛸䛻改訂䛜行

わ䜜䜛。

学校運営協議会 52,54

保護者，地域ఫ民等䛻学校遀営䛾状況䜢周知䛩䜛䛸䛸䜒䛻，保護者，

地域ఫ民等䛾意見䜢聴ྲྀ䛧，開䛛䜜䛯学校䛵く䜚及䜃特色あ䜛学校

䛵く䜚䛾推逭䛻資䛩䜛䛯䜑各学校䛻設置䛧䛶い䜛組織。

学校䝃䝫䞊䝖チ䞊䝮 49
児童䞉生ᚐ䛾問題行動䛻対䛧䛶，教員䛜，保護者，地域ఫ民，関係機

関等䛸連携䞉協力䛧䛶解決䜢ᅗ䜛䛯䜑䛻，学校ෆ䛻設置䛩䜛組織。

学校生活支援䝅䞊䝖 43

児童䞉生ᚐ୍人䜂䛸䜚䛾教育的䝙䞊䝈䛻対応䛧䛶，指ᑟ目標や指ᑟෆ

容䞉方法䜢盛䜚込䜣䛰指ᑟ計⏬䛷，長期的䛺視点䛻䜘䜚，୍㈏䛧䛯的

確䛺支援䜢行う䛣䛸䜢目的䛸䛧䛶作成䛩䜛䜒䛾。

䜹䝸䜻䝳䝷䝮䞉䝬ネ䝆

䝯ン䝖

7,29,32

児童䞉生ᚐや学校，地域䛾実態䜢適ษ䛻把握䛧，教育䛾目的や目標

䛾実現䛻必要䛺教育䛾ෆ容等䜢教科等ᶓ断的䛺視点䛷組䜏立䛶䛶

いく䛣䛸，教育課程䛾実施状況䜢評価䛧䛶䛭䛾改善䜢ᅗ䛳䛶いく䛣䛸，

教育課程䛾実施䛻必要䛺人的又䛿物的䛺体制䜢確保䛩䜛䛸䛸䜒䛻䛭

䛾改善䜢ᅗ䛳䛶いく䛣䛸䛺䛹䜢通䛧䛶，教育課程䛻基䛵䛝組織的䛛䛴

計⏬的䛻各学校䛾教育活動䛾質䛾向上䜢ᅗ䛳䛶いく䛣䛸。

規範意識 34 社会䛾䝹䞊䝹䛾大ษ䛥䜢理解䛧，䛭䜜䜙䜢Ᏺ䜝う䛸䛩䜛意識。

䜻ャ䝸䜰教育 34
୍人䜂䛸䜚䛾社会的䞉職業的自立䛻向け，必要䛺基┙䛸䛺䜛能力や態

ᗘ䜢育䛶䜛教育。

給食ṧ菜 58 給食䛷䛾食䜉ṧ䛧䛾䛣䛸。

䝀䝇䝖䝔䜱䞊チャ䞊 36
特別䛻指ᑟ者䛸䛧䛶招い䛯講師。地域䛾方や保護者，専門家䛺䛹，䛥

䜎䛦䜎䛺人材䛾協力䜢得䛶い䜛。

校ෆ委員会 43,49
㞀害䛾あ䜛児童䞉生ᚐ䛻対䛧䛶，全校的䛺支援体制䜢整備䛩䜛䛯䜑䛻

各学校䛻設置䛩䜛組織。

あ行

䛛行
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用語 ペ䞊䝆 解ㄝ

校務系䝅䝇䝔䝮 55
児童生ᚐ䛾成績や出Ḟ䛺䛹，学校䞉学級遀営䛩䜛上䛷活用䛩䜛䝅䝇

䝔䝮。

個ู支援委員会 44

特別䛺支援䜢要䛩䜛子䛹䜒୍人䜂䛸䜚䛻適ษ䛺教育や支援䜢行う䛯

䜑，䛭䛾子䛹䜒䛜必要䛸䛧䛶い䜛支援䜢検討䛧，具体的䛺支援䛾在䜚方

䛻䛴い䛶，学校䛻指ᑟ助言䜢行う機関。

個ู指ᑟ計画 43

児童䞉生ᚐ୍人䜂䛸䜚䛾教育的䝙䞊䝈䛻対応䛧䛶，指ᑟ目標や指ᑟෆ

容䞉方法䜢盛䜚込䜣䛰指ᑟ計⏬䛷，単元や学期，学ᖺ等䛤䛸䛻作成䛥

䜜，具体的䛺目標や指ᑟෆ容䞉指ᑟ方法等䜢示䛧䛯䜒䛾。

䝁䝭䝳䝙䝔䜱䞉䝇䜽䞊䝹

協議会

52,54

保護者，地域ఫ民等䛜䛭䛾地域䛾学校䛾遀営䛻参⏬䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚地

域䛻開䛛䜜䛯信頼䛥䜜䜛学校䛵く䜚䜢実現䛩䜛䛯䜑，学校䛾遀営䛻関

䛧協議䛩䜛機関䛸䛧䛶，教育委員会䛜指定䛩䜛学校䛻設置䛩䜛組織。

䠄指定䜢ཷけ䛯学校䛾学校遀営協議会䛿，䝁䝭ュ䝙䝔䜱䞉䝇䜽䞊䝹協議

会䛸称䛩䜛。䠅

顧問教員 39 各部活動䛾㈐任者䛸䛺䜛教員。

市教育研究会 48
国ศ寺市立学校䛾教職員䛷構成䛩䜛任意研究団体䛷あ䜚，研究Ⓨ表

会等䜢行䛳䛶い䜛。

自校式䛻䜘䜛給食䜢

提供

56
学校給食䛾調理方式䛾୍䛴䛷，学校䛤䛸䛻調理場䜢設け䛶，調理䛧

䛯給食䜢提供䛩䜛方式。

事前遺構確認調査 73

国指定武蔵国ศ寺跡附東山遈武蔵路跡䛾史跡整備䜢行う䛻あ䛯䛳

䛶，設計䞉施工䛾前提䛸䛺䜛奈良䞉ᖹᏳ時௦当時䛾遺跡䛾状況䜢把握

䛩䜛目的䛷行うⓎ掘調査。調査䛷得䜙䜜䛯䝕䞊タ䜢䜒䛸䛻䛧䛶，復元䞉

整備䛾素材䛸䛩䜛。

児童会䞉生徒会

䝣䜷䞊䝷䝮

24
各ᑠ䞉中学校䛾௦表䛜集䜎䜚，子䛹䜒䛯䛱䛾主体的䛺活動䛻䜘䜚行わ

䜜䜛ヰ䛧合い。

児童文学講ᗙ 63
児童文学䛻関䛩䜛䝔䞊䝬䛻䛴い䛶，関連䛩䜛講師䜢招い䛶開催䛩䜛

講ᗙ。

市民大学講ᗙ 65,67
社会教育䞉生涯学習䛾プロ䜾䝷䝮䛾୍䛴。国ศ寺市䛷䛿，東京経済大

学䛸教育委員会䛜連携䛧，毎ᖺ講ᗙ䜢開催。

社会䛻開䛛䜜䛯教育

課程

7,52,54

䜘䜚䜘い学校教育䜢通䛧䛶䜘䜚䜘い社会䜢創䜛䛸いう理念䜢学校䛸社会

䛸䛜共᭷䛧，䛭䜜䛮䜜䛾学校䛻䛚い䛶，必要䛺教育ෆ容䜢明確䛻䛧䛺

䛜䜙，社会䛸䛾連携䞉協働䛻䜘䜚䛭䛾䜘う䛺学校教育䛾実現䜢ᅗ䜛䛣䛸。

授業改善推進䝥䝷ン 29

東京都教育委員会䛜毎ᖺ䠓᭶䛻実施䛩䜛䛂児童䞉生ᚐ䛾学力向上䜢

ᅗ䜛䛯䜑䛾調査䛃䛾結果䛻基い䛶編成䛩䜛授業改善䛾䛯䜑䛾指針。

毎ᖺ各市立ᑠ䞉中学校䛷更新䛧䛶い䜛。

食育 36,40
䛥䜎䛦䜎䛺経験䜢通䛨䛶䛂食䛃䛻関䛩䜛知識䛸䛂食䛃䜢選択䛩䜛力䜢習得

䛧，健全䛺食生活䜢実践䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛人間䜢育䛶䜛䛣䛸。

䝇䜽䞊䝹䜹ウン䝉䝷䞊 28,42,45

教職員䛸連携䛧䛺䛜䜙，児童䞉生ᚐ䞉保護者䛾抱え䜛問題䛾解決䜢支

援䛩䜛臨床心理士。児童䞉生ᚐ䛾臨床心理䛻関䛧䛶，高ᗘ䛻専門的

䛺経験䜢᭷䛩䜛。東京都教育委員会䛛䜙，各校䛻配置䛥䜜䛶い䜛。

䝇䜽䞊䝹ソ䞊䝅ャ䝹

ワ䞊䜹䞊

42,45

社会福祉士や精神保健福祉士等䛾資格䜢᭷䛩䜛者䛾ほ䛛，教育䛸福

祉䛾両面䛻関䛧䛶，専門的䛺知識䞉技能䜢᭷䛩䜛䛸䛸䜒䛻，過去䛻教育

や福祉䛾ศ野䛻䛚い䛶活動経験䛾実績等䛜あ䜛䜒䛾䛷，職務䜢適ษ

䛻遂行䛷䛝䜛者。

䝇タ䝑䝣制ᗘ 65

滑䛺公民館事業䛾遀営䜢ᅗ䜛䛯䜑䛻，公民館長䛜依頼䛩䜛人材䛾

協力䜢得䜛制ᗘ。䝇タ䝑䝣䛿公民館職員䛸連携䛧，事業䛾企⏬䞉提案

や遀営䜢行う。

䝇䞊䝟䞊䜰䜽䝔䜱䝤䝇

䜽䞊䝹

35

体力䜢向上䛥䛫䜛䛯䜑䛾指ᑟ法䛾工夫や，遀動䛜苦手䛺生ᚐ，好䛝

䛷䛿䛺い生ᚐ䜢対象䛸䛧䛯体育活動等䛻䛴い䛶䜒具体的䛺ྲྀ組䜢考

案䛧，中学生䛾体力向上䜢ᅗ䜛中学校䜢，ᖹ成㻞㻤ᖺᗘ䛛䜙ᖹ成㻟㻜ᖺ

ᗘ䛻䛛け䛶，東京都教育委員会䛜指定。

䛛行

䛥行
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用語 ペ䞊䝆 解ㄝ

䝉䞊䝣䝔䜱教室 40
子䛹䜒䛾非行䜢防止䛧，䜎䛯，子䛹䜒䜢犯罪被害䛛䜙Ᏺ䜛䛯䜑䛾ྲྀ組䛸

䛧䛶，学校䞉家庭䞉地域社会䞉関係機関等䛜連携䛧䛶䛚䛣䛺う指ᑟ。

総合文化財調査 71,74

埋蔵文化財௨外䛾᭷形䠄美術工芸䞉建造物䞉古文書等䠅䞉無形䞉民俗等

䛾文化財䛻䛴い䛶，䛭䛾所在䜢把握䛧，文化財目録䛸䛧䛶搭載䛩䜛䛣

䛸䜢目的䛻実施䛧䛶い䜛調査。

相談䜹䞊䝗 45
児童䞉生ᚐ䞉保護者等䛜，必要䛺時䛻相談䛷䛝䜛䜘う䛻，教育相談室

等䛾相談電ヰ䜢明グ䛧䛯䜹䞊䝗䛾䛣䛸。

ᑐ面朗ㄞ䝃䞊䝡䝇 63 視覚㞀害者向け䛻要望䛩䜛資料䜢対象者䛻直接朗読䛩䜛䝃䞊䝡䝇。

地域会議 67

公民館䛸地域䛷活動䛧䛶い䜛団体䞉施設䞉個人䛜参加䛩䜛会議。公民

館䜢拠点䛻，子䛹䜒䛛䜙大人䜎䛷，䛸䜒䛻育䛱あい，学䜃あい，豊䛛䛺

関係䛜生䜏出䛥䜜䜛地域䛵く䜚䜢目指䛧䛶，情報や意見䛾交換䜢行

い，地域䛻根差䛧䛯事業䜢実施。

超䝇䝬䞊䝖社会

䠄Society5.㻜䠅

29,34,59
䝃䜲䝞䞊空間䠄仮想空間䠅䛸䝣䜱䝆䜹䝹空間䠄現実空間䠅䛸䜢高ᗘ䛻融

合䛥䛫䛯䝅䝇䝔䝮䛻䜘䜚実現䛩䜛未来社会。

䝕䜲䝆䞊 63

㻰A㻵SY䠄䝕䜲䝆䞊䠅＝㻰igital  Accessible  㻵nformation System䛾略。視

覚㞀害者向け䛾䝕䝆タ䝹音源資料䛾䛣䛸䛷，視覚㞀害者や本䜢読䜐

䛣䛸䛜困㞴䛺人々䛾䛯䜑䛾䝕䝆タ䝹録音ᅗ書䛾国㝿情報規格。㻯㻰䛻

録音䛥䜜，䜹䝉䝑䝖䝔䞊プ䛻比䜉音質䜒良く劣化䜒䛺い。

適応指ᑟ教室䠄䝖䝷䜲

䝹䞊䝮䠅

45

国ศ寺市教育委員会䛜，長期䛻Ḟ席䛧䛶い䜛不Ⓩ校䛾児童䞉生ᚐ䜢

対象䛻，䜂䛛䜚プ䝷䝄ෆ䛻設置䛧䛶い䜛教室䛾䛣䛸。学習䛾援助や䛥䜎

䛦䜎䛺体験䜢通䛧䛶，在籍校䜈䛾復帰䜢目指䛧䛶い䜛。

通⣭指ᑟ学⣭ 41

通常䛾学級䛻在籍䛩䜛児童䞉生ᚐ䛜，本来䜒䛳䛶い䜛力䜢十ศⓎ揮䛧

䛶，自信䜢䜒䛳䛶学校生活䛜送䜜䜛䜘う，୍人䜂䛸䜚䛾㞀害䛻応䛨䛶，

個別指ᑟやᑠ集団䛻䜘䜛指ᑟ䜢ཷけ䜛場。逬䛻䠍～䠎回䛾指ᑟ䜢行䛳

䛶い䜛。ᑠ学校䛷䛿ᖹ成㻟㻜ᖺᗘ䛛䜙特別支援教室䛻移行。

䝕䝆タ䝹博物館 64

国ศ寺市立ᅗ書館䛾䝩䞊䝮䝨䞊䝆䛻あ䜛，国ศ寺市䛾文化財䛾紹

䝁䞊䝘䞊。国ศ寺市䛾文化財䛻関䛩䜛資料䜢，誰䜒䛜国ศ寺市立ᅗ

書館䝩䞊䝮䝨䞊䝆䜢通䛧䛶迅速䛻入手䛷䛝䜛。

遈徳授業地区公開講

ᗙ

48

学校，家庭及䜃地域社会䛜連携䛧䛶子䛹䜒䛯䛱䛾豊䛛䛺心䜢育䜐䛸䛸

䜒䛻，ᑠ䞉中学校䛻䛚け䜛遈徳教育䛾充実䜢ᅗ䜛䛣䛸䜢目的䛸䛧䛶，市

ෆ䛩䜉䛶䛾ᑠ䞉中学校䛷実施䛩䜛公開講ᗙ。

特Ṧ教育 41

㞀害䛾種類や程ᗘ䛻対応䛧䛶教育䛾場䜢整備䛧，䛭䛣䛷䛝䜑細や䛛䛺

教育䜢効果的䛻行う。教育䛾場䛸䛧䛶，盲䞉䜝う䞉養護䠄知的㞀害，肢体

不自⏤，病弱䠅学校，特Ṧ䠄知的，肢体，病弱，弱視，㞴聴，情緒䠅学

級，通級指ᑟ䠄言語，㞴聴，情緒䠅教室䛜設置䛥䜜䛯。東京都䛿心身

㞀害教育䛸䜣䛰。

特ู支援学⣭ຓ員 43
特別支援学級䛻在籍䛩䜛児童䞉生ᚐ䛻対䛧䛶，学校生活䜈䛾適応等

䜢支援䛧，学級遀営䛾充実䜢ᅗ䜛䛯䜑䛻配置䛥䜜䛯者。

特ู支援教育

3,41,43,

44

特Ṧ教育䛾対象䛾㞀害䛰け䛷䛺く，䛭䛾対象䛷䛺䛛䛳䛯学習㞀害䠄Ｌ

Ｄ䠅，注意Ḟ㝗多動性㞀害䠄ＡＤＨＤ䠅，高機能自閉症䜒含䜑䛶㞀害䛾

あ䜛児童䞉生ᚐ䛻対䛧䛶䛭䛾୍人䜂䛸䜚䛾教育的䝙䞊䝈䜢把握䛧，当

ヱ児童䞉生ᚐ䛾持䛶䜛力䜢高䜑，生活や学習上䛾困㞴䜢改善䜎䛯䛿

克服䛩䜛䛯䜑䛻，適ษ䛺教育や指ᑟ䜢通䛨䛶支援䜢行う教育。

特ู支援教育䜽䝷䝇

䜰䝅䝇タン䝖

43
通常䛾学級䛻䛚い䛶，㞀害等䛾あ䜛児童䞉生ᚐ䛾学校生活䜈䛾適応

等䜢支援䛧，学級遀営䛾充実䜢ᅗ䜛䛯䜑䛻配置䛥䜜䛯者。

特ู支援教室 41,43
通常䛾学級䛾中䛷，児童䞉生ᚐ䛜教科指ᑟ䛾補充䜢ᅗ䜛䛯䜑䛻所属

䛩䜛学級䜢୍時的䛻㞳䜜䛶，個別䛾学習指ᑟ䜢ཷけ䜛䛯䜑䛾教室。

䛿行 Ⓨ遉㞀害 8

自閉症，䜰䝇䝨䝹䜺䞊症候群䛭䛾䛾広汎性Ⓨ遉㞀害，学習㞀害

䠄ＬＤ䠅，注意Ḟ㝗多動性㞀害䠄ＡＤＨＤ䠅䛭䛾䛣䜜䛻類䛩䜛脳機能䛾

㞀害䛷あ䛳䛶䛭䛾症状䛜通常పᖺ齢䛻䛚い䛶Ⓨ現䛩䜛䜒䛾䛸䛧䛶ᨻ௧

䛷定䜑䜛䜒䛾。

䛯行

䛥行
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用語 ペ䞊䝆 解ㄝ

Ⓨ遉㞀害者支援法 41

䠄ᖹ成㻝㻢ᖺ㻝㻞᭶㻝㻜日法ᚊ第㻝㻢㻣号䠅自閉症，䜰䝇䝨䝹䜺䞊症候群䛭䛾

䛾広汎性Ⓨ遉㞀害，学習㞀害，注意Ḟ㝗䞉多動性㞀害䛺䛹䛾Ⓨ遉

㞀害䛾あ䜛者䛻対䛩䜛支援等䛻䛴い䛶定䜑䛯法ᚊ。ᖹ成㻝㻣ᖺ㻠᭶㻝日

施行。

䠬䠠䠟Ａ 27,48,50
㻼lan䠄計⏬䠅→ 㻰o䠄実行䠅→ 㻯heck䠄評価䠅→ Act䠄改善䠅䛾 㻠 段階䜢繰

䜚返䛩䛣䛸䛻䜘䛳䛶，業務䜢⥅⥆的䛻改善䛩䜛䛣䛸。

非構造部材 55

柱，梁，壁，床等䛾構造設計䛾主䛺対象䛸䛺䜛部材௨外䛾天井材，照

明器具等䛾䛣䛸。近ᖺ䛾大規模地震䛷䛿，非構造部材䛾被害䛜Ⓨ生

䛧䛶い䜛。

部活動指ᑟ員 39

学校教育法施行規則第㻣㻤条䛾䠎䛻基䛵䛝䛂中学校䛻䛚け䜛䝇䝫䞊䝒，

文化，科学等䛻関䛩䜛教育活動䠄学校䛾教育課程䛸䛧䛶行わ䜜䜛䜒䛾

䜢㝖く。䠅 䛻係䜛技術的䛺指ᑟ䛻ᚑ事䛩䜛䛃学校䛾職員䠄義務教育学

校ᚋ期課程，高等学校，中等教育学校並䜃䛻特別支援学校䛾中学

部及䜃高等部䛻䛴い䛶䛿当ヱ規定䜢準用䠅。学校䛾教育計⏬䛻基䛵

䛝，校長䛾┘督䜢ཷけ，部活動䛾実技指ᑟ，大会䞉練習試合等䛾引

率等䜢行う。校長䛿，部活動指ᑟ員䛻部活動䛾顧問䜢䛨䜛䛣䛸䛜䛷

䛝䜛。

副籍 43

都立特別支援学校䛾ᑠ䞉中学部䛻在籍䛩䜛児童䞉生ᚐ䛜，居ఫ䛩䜛

地域䛾ᑠ䞉中学校䠄地域指定校䠅䛻副ḟ的䛺籍䠄副籍䠅䜢䜒䛱，直接的

䛺交流や間接的䛺交流䜢通䛨䛶，居ఫ䛩䜛地域䛸䛾䛴䛺䛜䜚䛾維持䞉

⥅⥆䜢ᅗ䜛制ᗘ。

䝥䝻䜾䝷䝭ン䜾的思考 34

自ศ䛜意ᅗ䛩䜛୍連䛾活動䜢実現䛩䜛䛯䜑䛻，䛹䛾䜘う䛺動䛝䛾組合

䛫䛜必要䛷あ䜚，୍䛴୍䛴䛾動䛝䛻対応䛧䛯グ号䜢，䛹䛾䜘う䛻組 䜏

合わ䛫䛯䜙いい䛾䛛，グ号䛾組合䛫䜢䛹䛾䜘う䛻改善䛧䛶いけば， 䜘

䜚意ᅗ䛧䛯活動䛻近䛵く䛾䛛，䛸い䛳䛯䛣䛸䜢論理的䛻考え䛶いく力 。

弁当併用外注方式 56
学校給食䛾調理方式䛾୍䛴䛷，弁当䛾持参䜎䛯䛿外注委ク䛻䜘䜚調

理䛥䜜䜛弁当䛾い䛪䜜䛛䜢選択䛩䜛方式。

放課後子䛹䜒䝥䝷ン 67

教育委員会䛸地域，学校䛾連携䛾䜒䛸䛷行う，ᨺ課ᚋ䛾子䛹䜒䛯䛱䛾

Ᏻ全䛷健や䛛䛺居場所䛵く䜚䛾䛯䜑䛾ᨺ課ᚋ対策事業。市立ᑠ学校

䛾学校施設䜢利用䛧䛯逿䜃䛾場，学䜃䛾場，体験䛾場䛺䛹䛜あ䜚，遀

営䛿保護者や地域ఫ民䛻䜘䛳䛶行わ䜜䛶い䜛。

埋蔵文化財包蔵地 73,74
埋蔵文化財䠄土地䛻埋蔵䛥䜜䛶い䜛文化財䠅䛜Ꮡ在䛩䜛範ᅖ。国ศ寺

市ෆ䛻䛿㻠㻤䜹所䛷周知䛥䜜䛶い䜛。

無線LA㻺 64
電波䛷䝕䞊タ䛾送ཷ信䜢行う構ෆ通信網䠄LA㻺䠖Local Area 㻺etwork

䛾略䠅䛾䛣䛸。

薬物乱用防止教室 40

薬物乱用䛻対䛩䜛警戒心や抵抗感䛜薄䜜䜛深刻䛺情勢䛾中，ᨻ府䛜

講䛨䛯薬物乱用䛾᭷害性䞉危険性䛾啓Ⓨや，地域や児童䞉生ᚐ等䛾

Ⓨ遉段階䜢踏䜎え䛯薬物䛾᭷害性䞉危険性䛻関䛩䜛指ᑟ䜢行う対策。

䝴䝙䝞䞊䝃䝹䝕䝄䜲

ン

57

調整又䛿特別䛺設計䜢必要䛸䛩䜛䛣䛸䛺く，最大限可能䛺範ᅖ䛷䛩䜉

䛶䛾人䛜使用䛩䜛䛣䛸䛾䛷䛝䜛製品，環境，計⏬及䜃䝃䞊䝡䝇䛾設計

䛾䛣䛸。

ㄞ䜏聞䛛せ講習会 63 地域や学校䛷読䜏聞䛛䛫䜢䛧䜘う䛸䛧䛶い䜛方䜢対象䛻䛧䛯講習会。

䜙行 䝺䜺䝅䞊 34 ᚋ世䛻引䛝⥅䛜䜜䜛精神的䞉物理的遺産。

䜎行

や行

䛿行
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䠎 (仮称)第䠎次国ศ寺市教育䝡䝆䝵ン検討委員会設置規程 

 

ᖹᡂ 30ᖺ 11᭶ 27日 

教委訓௧第㸶号 

㸦設置㸧 

第㸯条 教育ᇶᮏ法㸦ᖹᡂ 18ᖺ法ᚊ第 120号㸧第 17条㸦教育振興ᇶᮏ計画㸧第㸰㡯ࡢ規ᐃ

㸦仮称㸧ࡿ計画࡛あ࡞ᇶᮏ的ࡿࡍ関施策ࡢࡵࡓࡢ振興ࡢ教育ࡿࡅ࠾国ศ寺市，ࡁᇶ࡙

第㸰ḟ国ศ寺市教育ࣙࢪࣅン㸦௨ୗࠕ第㸰ḟ教育ࣙࢪࣅン 㸦仮，ࡵࡓࡿࡍ検討ࢆいう。㸧ࠖ

称㸧第㸰ḟ国ศ寺市教育ࣙࢪࣅン検討委員会㸦௨ୗࠕ委員会ࠖいう。㸧ࢆ設置ࡿࡍ。 

㸦任務㸧 

第㸰条 委員会ࡣ，ḟ掲ࡿࡆ㡯ࡘい࡚調査検討ࡢࡑ，ࡋ結果ࢆ国ศ寺市教育委員会

報告ࡿࡍ。 

(1) 第㸰ḟ教育ࣙࢪࣅンࡢ策ᐃ関ࡇࡿࡍ。 

 。ࡇࡿࡍ関施策ࡢࡵࡓࡢ振興ࡢ教育ࡢࡑ (2)

㸦組⧊㸧 

第㸱条 委員会ࡣ，ḟ掲ࡿࡆ委員 14人௨ෆ࡚ࡗࡶࢆ組⧊ࡿࡍ。 

(1) 教育長 

(2) 教育部長 

(3) 教育部教育総務課長 

(4) 教育部学務課長 

(5) 教育部学校指ᑟ課長 

(6) 教育部学校指ᑟ課統括指ᑟ主 

(7) 教育部社会教育課長 

(8) 教育部ࡉࡿࡩ文㈈課長 

(9) 教育部公民館課長 

(10) 教育部ᅗ書館課長 

(11) 国ศ寺市立学校ࡢ校長 㸲人௨ෆ 

㸦運営㸧 

第㸲条 委員会委員長ཬࡧ副委員長ࢆ置ࡁ，委員長ࡣ教育長，副委員長ࡣ教育部長ࡗࡶࢆ

࡚充࡚ࡿ。 

㸰 委員長ࡣ，委員会ࢆ௦表ࡋ，会務ࢆ総理ࡿࡍ。 

㸱 副委員長ࡣ，委員長ࢆ補బࡋ，委員長故ࡀあࡁࡿ又ࡣ委員長ࡀḞࡑ，ࡣࡁࡓࡅ

 。ࡿࡍ௦理ࢆ職務ࡢ

㸦会議㸧 

第㸳条 委員会ࡢ会議ࡣ，委員長ࡀ招㞟ࡋ，委員長ࡣ，会議ࡢ議長ࡿ࡞。 

㸦意見ࡢ聴ྲྀ等㸧 

第㸴条 委員会ࡣ，必要ࡀあࡿ認ࡣࡁࡿࡵ，委員௨外ࡢ者ࢆ会議出席ࡢࡑ，ࡏࡉ意見
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 。ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ求ࢆ提出ࡢ資料，ࡋᑐ者ࡢ委員௨外ࡣ又，ࡁ聴ࢆ

㸦ᗢ務㸧 

第㸵条 委員会ࡢᗢ務ࡣ，教育部教育総務課࠾い࡚処理ࡿࡍ。 

㸦委任㸧 

第㸶条 ࡢࡇ規程ᐃࡢࡢࡶࡿࡵ必要࡞㡯ู，ࡣᐃࡿࡵ。 

   附 則 

 。ࡿࡍ施行ࡽ日ࡢ公表，ࡣ訓௧ࡢࡇ 
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䠏 (仮称)第䠎次国ศ寺市教育䝡䝆䝵ン検討委員会ྡ簿 

 

職 ྡ 氏 ྡ 

教育長  ◎  ྂ  ᒇ  ┿  宏 

教育部長  ○  堀  ⏣  㡰  也 

教育部教育総務課長     日  㧘  久  善 

教育部学務課長     中  島  弘  美 

教育部学校指ᑟ課長 
    松 浦 素 明 

㸦※H31.4.1～ 富永大優㸧 

教育部学校指ᑟ課統括指ᑟ主     大  島  伸   

教育部社会教育課長     千  葉  昌  恵 

教育部ࡉࡿࡩ文㈈課長     櫻    明  ᚨ 

教育部公民館課長 
    山 崎 明 子 

㸦※H31.4.1～ 前⏣人㸧 

教育部ᅗ書館課長 
    藤 川 浩  

㸦※R1.8.1～ 戸部伸広㸧 

市立第ᑠ学校校長     茂  呂  㞞  仁 

市立第୕ᑠ学校校長     ᑠ 林  ༟ 

市立第中学校校長     㔜 松  靖 

市立第中学校校長     花 ⏣  茂 

                            ◎委員長 ○副委員長 
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䠐 (仮称)第䠎次国ศ寺市教育䝡䝆䝵ン(案)䛻関䛩䜛䝠䜰䝸ン䜾実施概要 

 

実施日 䝠䜰䝸ン䜾対象者䠄団体䠅 

௧和元ᖺ䠕᭶ 12 日䠄木䠅 公民館遀営審議会 

௧和元ᖺ䠕᭶ 26 日䠄木䠅 教育委員 

௧和元ᖺ 10 ᭶ 10 日䠄木䠅 国ศ寺㞀害者団体連絡協議会 ※文書䛻䛶意見提出 

௧和元ᖺ 10 ᭶ 11 日䠄金䠅 PTA 連合会等保護者௦表 

௧和元ᖺ 10 ᭶ 17 日䠄木䠅 ᅗ書館遀営協議会 

௧和元ᖺ 10 ᭶ 18 日䠄金䠅 

学識経験者 

䞉東京家ᨻ大学教授 半澤 嘉博 

䞉津⏣塾大学教授  ⏣近 裕子 

௧和元ᖺ 11 ᭶䠍日䠄金䠅 校長会 

௧和元ᖺ 11 ᭶䠑日䠄᭶䠅 社会教育委員 

 

 

 

 

䠑 (仮称)第䠎次国ศ寺市教育䝡䝆䝵ン(案)市民ㄝ明会実施概要 

 

回 開催日時 開催場所 

第䠍回 
௧和元ᖺ 12 ᭶ 17 日䠄火䠅 

午ᚋ䠓時 00 ศ～午ᚋ䠔時 30 ศ 
市役所書庫棟会議室 

第䠎回 
௧和元ᖺ 12 ᭶ 19 日䠄木䠅 

午ᚋ䠓時 00 ศ～午ᚋ䠔時 30 ศ 
䜂䛛䜚プ䝷䝄䠑階 教育資料室 

第䠏回 
௧和元ᖺ 12 ᭶ 21 日䠄土䠅 

午前 10 時 00 ศ～午前 11 時 30 ศ 
䜂䛛䜚プ䝷䝄䠑階 教育資料室 
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䠒 (仮称)第䠎次国ศ寺市教育䝡䝆䝵ン検討委員会開催経過 

 

回 開催日時 検討ෆ容等 

第䠍回 

ᖹ成 31 ᖺ䠍᭶ 10 日䠄木䠅 

午前䠕時 30 ศ 

～午前 11 時 15 ศ 

䞉䠄仮称䠅第䠎ḟ国ศ寺市教育䝡䝆ョン䛾策定䛻向け䛯

基本的䛺考え方䛻䛴い䛶 

䞉ᚋ䛾逭䜑方䛻䛴い䛶 

䞉教育䝡䝆ョン䛾施策体系再編䛻係䜛点検票䛻䛴い䛶 

第䠎回 

ᖹ成 31 ᖺ䠎᭶ 18 日䠄᭶䠅 

午ᚋ䠍時 00 ศ 

～午ᚋ䠎時 30 ศ 

䞉第䠎ḟ国ศ寺市教育䝡䝆ョン䛾体系䛻䛴い䛶 

䞉䠄仮称䠅第䠎ḟ国ศ寺市教育䝡䝆ョン䛾策定䛻向け䛯

基本的䛺考え方䛻䛴い䛶 

䞉教育䝡䝆ョン䛾施策体系再編䛻係䜛点検票䜢踏䜎え

䛯体系案䛻䛴い䛶 

䞉第䠍ḟ教育䝡䝆ョン䛾成果䛻䛴い䛶 

第䠏回 

ᖹ成 31 ᖺ䠏᭶ 28 日䠄᭶䠅 

午前 10 時 00 ศ 

～午前 11 時 45 ศ 

䞉䠄仮称䠅第䠎ḟ国ศ寺市教育䝡䝆ョン䛾策定䛻向け䛯

基本的䛺考え方䛻䛴い䛶 

䞉䠄仮称䠅第䠎ḟ国ศ寺市教育䝡䝆ョン䛾体系䛻䛴い䛶 

第䠐回 

ᖹ成 31 ᖺ䠐᭶ 22 日䠄᭶䠅 

午前 10 時 00 ศ 

～午前 12 時 00 ศ 

䞉䠄仮称䠅第䠎ḟ国ศ寺市教育䝡䝆ョン䛾体系䛻䛴い䛶 

第䠑回 

௧和元ᖺ䠑᭶ 13 日䠄᭶䠅 

午前 10 時 00 ศ 

～午前 12 時 00 ศ 

䞉䠄仮称䠅第䠎ḟ国ศ寺市教育䝡䝆ョン䛾体系䛻䛴い䛶 

第䠒回 

௧和元ᖺ䠑᭶ 28 日䠄火䠅 

午ᚋ䠎時 00 ศ 

～午ᚋ䠏時 45 ศ 

䞉䠄仮称䠅第䠎ḟ国ศ寺市教育䝡䝆ョン䛾体系䛻䛴い䛶 

第䠓回 

௧和元ᖺ䠒᭶ 28 日䠄金䠅 

午前 10 時 00 ศ 

～午前 12 時 00 ศ 

ワ䞊䜻ン䜾䜾䝹䞊プ 

䞉䠄仮称䠅第䠎ḟ国ศ寺市教育䝡䝆ョン䛾体系䛻䛴い䛶 

䞉䠄仮称䠅第䠎ḟ国ศ寺市教育䝡䝆ョン骨子案䛻䛴い䛶 

第䠔回 

௧和元ᖺ䠓᭶ 24 日䠄水䠅 

午ᚋ䠏時 00 ศ 

～午ᚋ䠑時 10 ศ 

䞉䠄仮称䠅第䠎ḟ国ศ寺市教育䝡䝆ョン䛾体系䛻䛴い䛶 

䞉䠄仮称䠅第䠎ḟ国ศ寺市教育䝡䝆ョン骨格案䛻䛴い䛶 

第䠕回 

௧和元ᖺ䠔᭶ 29 日䠄木䠅 

午前䠕時 00 ศ 

～午前 12 時 00 ศ 

ワ䞊䜻ン䜾䜾䝹䞊プ 

䞉䠄仮称䠅第䠎ḟ国ศ寺市教育䝡䝆ョン䛾各施策䛾方向

性䛻係䜛䛆現状䛸課題䛇䛻䛴い䛶 

第 10 回 

௧和元ᖺ䠕᭶ 26 日䠄木䠅 

午ᚋ䠏時 00 ศ 

～午ᚋ䠑時 00 ศ 

ワ䞊䜻ン䜾䜾䝹䞊プ 

䞉䠄仮称䠅第䠎ḟ国ศ寺市教育䝡䝆ョン䛾各施策䛾方向

性䛻係䜛䛆現状䛸課題䛇䛻䛴い䛶 
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第 11 回 

௧和元ᖺ 10 ᭶ 31 日䠄木䠅 

午前 10 時 00 ศ 

～午前 12 時 00 ศ 

䞉䠄仮称䠅第䠎ḟ国ศ寺市教育䝡䝆ョン䛾各施策䛾方向

性䛻係䜛䛆現状䛸課題䛇䛻䛴い䛶 

䞉䠄仮称䠅第䠎ḟ国ศ寺市教育䝡䝆ョン䛾主要施策䛻䛴

い䛶 

䞉䠄仮称䠅第䠎ḟ国ศ寺市教育䝡䝆ョン原案䛻䛴い䛶 
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第䠎次国ศ寺市教育䝡䝆䝵ン 

 

௧和䠎ᖺ䠎᭶䠒日教育委員会決定 

 

Ⓨ行䠖国ศ寺市教育委員会 

編集䠖教育総務課企⏬係 

䛈185-0034 国ศ寺市光⏫୍目 46 番地䠔 

国ศ寺市䜂䛛䜚プ䝷䝄䠐階 

電ヰ 042-574-4040䠄直通䠅 FAX  042-574-4055 

e-mail kyouikusoumu@city.kokubunji.tokyo.jp 



新しい時代の初等中等教育の在り方について（諮問概要）

現在の学校教育の成果の例

●OECD・PISA2015で15歳の子供たちは、数学的リテラシーや科学的リテラシーがOECD加盟

国中１位など、世界トップレベルの学力水準

●全国学力・学習状況調査において、成績下位の都道府県の平均正答率と全国の平均正答

率との差が縮小するなど学力の全体的な底上げが確実に進展

●高等学校の多様化が進み、大学や産業界等との連携の下で様々な教育や、地域社会の
課題解決に大きく貢献する活動が展開

知・徳・体を一体で育む「日本型学校教育」は学力水準を高め、社会性を育んできた
それを支えてきたのは、子供達の教育に志を持つ教師の献身的な取組である

社会の急激な変化とともに、次のような課題も顕在化

●児童生徒の語彙力や読解力に課題

●高校生の学習時間減少や学習意欲の希薄化

●大学受験に最低限必要な科目以外を真剣に学ぶ動機の低下

●いじめの重大事態や児童虐待相談対応件数が過去最多、障害のある児童生徒、不登校児
童生徒、外国人児童生徒等の増加

●教師は小学校月約59時間、中学校月約81時間の時間外勤務(平成28年度の教員勤務実態調査)

●教師の採用選考試験の競争率の減少、とりわけ小学校採用試験の倍率の急落
[12.5倍(平成12年度)→3.5倍(平成29年度)]

●学校のICT環境は脆弱であり、地域間格差も大きいなど危機的な状況

●人口減少、少子高齢化の進展により、一市町村一小学校一中学校等の自治体が増加

Society5.0時代の教育・学校・教師の在り方

●Society5.0時代には、①読解力や情報活用能力、②教科固有の見方・考え方を働かせ
て自分の頭で考えて表現する力、③対話や協働を通じて知識やアイディアを共有し新
しい解や納得解を生み出す力等が必要

●教師を支援するツールとして先端技術を活用し、①地理的制約を超えた多様な他者と
の協働的な学び、②一人一人の能力、適性等に応じた学び、③子供たちの意欲を高め
やりたいことを深められる学びを実現

●子供たちの学びの変化に応じた資質・能力を有する教師、多様性があり、変化にも柔
軟に対応できる教師集団

●「チームとしての学校」の推進

学校における働き方改革新学習指導要領の実施 これからの初等中等教育の
在り方について総合的に検討

Society5.0時代の到来を見据え、初等

中等教育の現状及び課題を踏まえ、

Administrator
スタンプ



１．新時代に対応した義務教育の在り方

○ 基礎的読解力などの基盤的な学力の確実な定着に向けた方策

○ 義務教育９年間を見通した児童生徒の発達の段階に応じた学級担任制と教科担
任制の在り方や、習熟度別指導の在り方など今後の指導体制の在り方

○ 年間授業時数や標準的な授業時間等の在り方を含む教育課程の在り方

○ 障害のある者を含む特別な配慮を要する児童生徒に対する指導及び支援の在り
方など、児童生徒一人一人の能力、適性等に応じた指導の在り方 等

２．新時代に対応した高等学校教育の在り方

○ 普通科改革など各学科の在り方

○ 文系・理系にかかわらず様々な科目を学ぶことや、STEAM教育の推進

○ 時代の変化・役割の変化に応じた定時制・通信制課程の在り方

○ 地域社会や高等教育機関との協働による教育の在り方 等

３．増加する外国人児童生徒等への教育の在り方

○ 外国人児童生徒等の就学機会の確保、教育相談等の包括的支援の在り方

○ 公立学校における外国人児童生徒等に対する指導体制の確保

○ 日本の生活や文化に関する教育、母語の指導、異文化理解や多文化共生の考え
方に基づく教育の在り方 等

４．これからの時代に応じた教師の在り方や教育環境の整備等

○ 児童生徒等に求められる資質・能力を育成することができる教師の在り方

○ 義務教育９年間を学級担任制を重視する段階と教科担任制を重視する段階に捉
え直すことのできる教職員配置や教員免許制度の在り方

○ 教員養成・免許・採用・研修・勤務環境・人事計画等の在り方

○ 免許更新講習と研修等の位置付けの在り方など教員免許更新制の実質化

○ 多様な背景を持つ人材によって教職員組織を構成できるようにするための免許
制度や教員の養成・採用・研修・勤務環境の在り方

○ 特別な配慮を要する児童生徒等への指導など特定の課題に関する教師の専門性
向上のための仕組みの構築

○ 幼児教育の無償化を踏まえた幼児教育の質の向上

○ 義務教育をすべての児童生徒等に実質的に保障するための方策

○ いじめの重大事態、虐待事案に適切に対応するための方策

○ 学校の小規模化を踏まえた自治体間の連携等を含めた学校運営の在り方

○ 教職員や専門的人材の配置、ICT環境や先端技術の活用を含む条件整備の在り方

中央教育審議会において審議をお願いしたい事項

等



新しい時代の初等中等教育の在り方
論点取りまとめ（概要）

新しい時代を見据えた学校教育の姿
（2020年代を通じて実現を目指すイメージ）

変化を前向きに受け止め、豊かな創造性を備え持続可能な社会の創り手として、予測
不可能な未来社会を自立的に生き、社会の形成に参画するための資質・能力を一層確実
に育成

多様な子供たちを誰一人取り残すことのない、
個別最適化された学びが実現

育成を目指すべき資質・能力

○ 児童生徒一人一台コンピュータや高速大容量
通信ネットワーク環境の下、教師を支援する
ツールとして先端技術を有効に活用すること
などにより、基盤的な学力の確実な習得が行
われるとともに、多様な子供たち一人一人の
能力、適性等に応じた学びが提供されている。

○ 特別な支援が必要な児童生徒等に対する個別
支援が充実され、特異な資質・能力を有する
子供がその才能を存分に伸ばせる高度な学び
の機会にアクセスすることができる。

○ 生涯を通じて心身ともに健康な生活を送るた
めに必要な資質・能力を育成するとともに、
子供の生活や学びにわたる課題が早期に発見
され、外国人児童生徒等を含めた全ての子供
たちが安全・安心に学ぶことができる。

○ 一人一人に応じた探究的・協働的な学びが
実現されるとともに、STEAM教育などの実
社会での課題解決に生かしていくための教科
横断的な学びが提供されている。

○ 特に高等学校では、普通科等の各学科におい
て、生徒の学習意欲を喚起し能力を最大限伸
ばすことができるよう各学校の特色化・魅力
化が実現されている。

など

全国津々浦々の学校において質の高い教育
活動を実施可能とする環境が整備

○ 多様な人材を教育界内外から確保するため、
教職の魅力向上や教員養成、採用、免許制度
も含めた方策を通じ、質の高い教師集団が実
現されるとともに、教師と多様な専門スタッ
フ等とがチームとして運営する学校が実現さ
れている。

○ 教師が生涯を通じて学び続け、技術の発達や
新たなニーズなど学校教育を取り巻く変化に
対応できる環境が整備されている。

○ 学級担任制と教科担任制が効果的に実施され
質の高い教育が実現されている。

○ デジタル教科書・教材等の先端技術や教育
ビックデータを効果的に活用できる環境の整
備、統合型校務支援システムの導入などによ
り、指導・支援の充実、校務の効率化がなさ
れている。

○ 人口減少が加速する地域においても、小学校
と中学校との連携、学校や自治体をまたいだ
教職員の配置などを通じて、魅力的な教育環
境が実現されている。

○ 幼稚園等の幼児教育が行われる場において、
質の高い教育が提供され、全ての子供が健や
かに成長できる良好な環境が整えられている。

など

このような教育を実現していくために、学校のチーム力を高め、学校における働き方
改革を着実に進めるとともに、特に、次の事項についての検討を深めていくことが必要

子供の学び 子供の学びを支える環境

令和元年12月 中央教育審議会初等中等教育分科会

Administrator
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子供たちが多様化する中、誰一人取り残すことのない、個別最適化され

た学びの実現には、教師を支援するツールとしてのICT環境や先端技術が

不可欠。ICT環境や先端技術の効果的な活用により、次のことが可能に。

① 学びにおける時間・距離などの制約を取り払うこと

② 個別に最適で効果的な学びや支援

③ 可視化が難しかった学びの知見の共有やこれまでにない知見の生成

④ 学校における働き方改革の推進

これからの学びを支えるICTや先端技術の効果的な活用について

○ 国家プロジェクトとしての学校ICT環境整備の抜本的充実

・ 国公私を問わず、児童生徒１人１台コンピュータを実現。

・ 安定・安心・高速大容量の通信ネットワーク環境、クラウド活用もセットで推進。

・ 国・地方の連携の下、自治体や学校等が計画的に取り組める支援策が必要。

（複数自治体による広域調達、標準モデルや調達仕様書例の提示、好事例の普及など）

これらの取組と併せて、今後、以下の事項について検討。

○ 教師の在り方や果たすべき役割、指導体制の在り方、ICT活用指導力の向上

方策はどうあるべきか、今年度内を目途に方向性を示す。

○ 先端技術の活用等を踏まえた年間授業時数や標準的な授業時間等の在り方、

学年を超えた学びについてどう考えるか、早急に検討する。

○ デジタル教科書の今後の在り方等について、新学習指導要領実施後の改訂教科

書の使用開始の時期（小学校は令和６年度、中学校は令和７年度）等も見据え

つつ、令和２年度内を目途に方向性を示す。 等

現状の情報化の致命的な遅延や地域間格差は、学習環境・職場環境とし

て大問題。教育の機会均等の観点からも、令和の学校のスタンダードの実

現に向け、ハード・ソフト一体で、国の取組を早急に進めるべき。

○ 学校ICT環境整備と両輪となるソフト面での取組促進

・ デジタル教科書・教材等の先端技術の活用により、知識・技能の定着に係る授業時間を

短縮し、探究的な学習等に時間をかけることが可能に。良質な学習リソースの開発・導入

の促進が必要。

・ 統合型校務支援システムの導入促進。

○ 教師の資質・能力の向上と専門的人材の確保等による指導体制の充実

・ 自治体・学校レベルで、教師のICT活用指導力等の向上を段階的・継続的に図る機会を確保。

・ ICT活用教育アドバイザー、ICT支援員、企業の人材などの活用促進により指導体制を充実。

【ハード】

【ソフト】

【人材】

※ 遠隔教育により、様々な状況の子供たちの学習機会が確保されるなど



※ 上記に加え、諮問事項のうち上記で挙げられていない事項などについても今後検討。

教育課程の在り方について

○ これからの教師に求められる資質能力
○ 免許状を持たない社会人の登用及び社会人等による普通免許状取得
○ 教員免許更新制も含めた効果的・体系的な研修の在り方 等

教師の在り方について

○ 各高等学校の教育理念を具現化する方策、特色化・魅力化の実現に向けた方策
○ 地域社会や高等教育機関、産業界、関係機関等との連携・協働体制の構築
○ 定時制・通信制課程の在り方 等

新しい時代の高等学校教育の在り方について

○ 幼児教育の内容・方法の改善・充実、質の評価の促進
○ 幼児教育を担う人材の確保・資質及び専門性の向上
○ 家庭・地域における幼児教育の支援、幼児教育の推進体制の構築 等

幼児教育の質の向上について

○ 指導体制の確保・充実、日本語指導担当教師等の指導力の向上
○ 就学の促進、中学生・高校生の進学・キャリア支援の充実
○ 異文化理解や多文化共生の考え方に基づく教育 等

外国人児童生徒等への教育の在り方について

○ 新しい時代の特別支援教育の目指す方向性・ビジョン
○ 特別支援教育を担う教師の専門性の整理と養成の在り方
○ 切れ目ない支援の推進に向けた教育と医療、福祉、家庭の連携 等

新しい時代の特別支援教育の在り方について

○ 児童生徒の学力向上に関する国、教育委員会、学校、地域等における取組の促進
○ 義務教育段階の各教科等において育成を目指す資質・能力を確実に育むための方策
○ 高等学校段階におけるSTEAM教育の推進 等

義務教育９年間を見通した教科担任制の在り方について

小学校高学年の児童の発達の段階、外国語教育をはじめとした教育内容の専

門性の向上などを踏まえ、令和４年度を目途に小学校高学年からの教科担任

制を本格的に導入すべきである。このため、今後、以下の事項について検討

を進めていく。

○ 義務標準法の在り方も含めた教科担任制に必要な教員定数の確保の在り方

○ 中学校における教師の在り方や小学校と中学校の行き来の在り方など、小中学

校の連携の在り方

○ 教育職員免許法の在り方も含めた義務教育９年間を見通した養成、採用、研修、

免許制度、人事配置の在り方

○ 義務教育９年間を見通した教育課程の在り方 等



平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

国分寺市学校教育ICT環境整備計画（段階整備） 第１次 第２次

小学校

中学校

国分寺市学校教育ICT環境整備計画（段階整備）詳細

分類 整備内訳 （文科省）整備目標水準

小学校

中学校

小学校

中学校

小学校

中学校

小学校

中学校

小学校

中学校

小学校

中学校

小学校

中学校

小学校

中学校

小学校

中学校

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

国分寺市学校教育ＩＣＴ環境整備について

国分寺市

国分寺市総合ビジョン
（旧長期総合計画）

国分寺市教育ビジョン

国分寺市情報システム最適化計画

国分寺市学校教育ＩＣＴ環境整備計画

国分寺市立学校における
働き方改革推進プラン

第３次

100％整備
（普通教室，特別教室への

無線LAN整備）

校務系

校務用端末 教員１人１台整備

ソフトウェア
統合型校務支援システム

整備

学習系

学習者用端末
３クラスに１クラス分

程度整備

指導者用端末
授業を担任する教員

１人１台

学習者用
ツール

学習者・指導者用端末の
総数

大型提示装置
実物投影機等

100％整備
（各普通教室１台，特別教

室用として６台）

超高速インターネット及び
無線LAN

情報セキュ
リティ対策

（文部科学省）

教育情報セキュリティポリ
シーに関するガイドライン
に定義されているセキュリ

ティ強化対策

・学習系と校務系システム
との分離
・学習系システムに，個人
情報の格納を原則禁止
・個人情報を扱う校務系シ
ステムからのインターネッ
ト経路の分離，セキュリ
ティ強化（インターネット
強靭化，メール無害化）
etc

その他 ＩＣＴ支援員 ４校に１人配置

※令和５・６年度合計391（百万円）

（継続検討）

事業予算　（単位：百万円） 208 278 258 258

国分寺市学校教育ＩＣＴ環境整備計画（令和元年度～）

次期国分寺市教育ビジョン（令和２年度～令和６年度）

国分寺市総合ビジョン（平成25年度～令和６年度）

国分寺市教育ビジョン（平成27年度～令和元年度）

国分寺市情報システム最適化計画（令和元年度～）

国分寺市立学校における働き方改革推進プラン（令和元年度～）

Ｓｔａｇｅ１

・大型提示

装置

・各教室

ＰＣ１台

Ｓｔａｇｅ２

・グループ１台可動式ＰＣ

・無線ＬＡＮ

Ｓｔａｇｅ３

・３クラスに１クラス１人１台可動式ＰＣ

整備済
更新（現行システム契

約終了に伴うリプレー

一括整備

段階整備（学習者）

一括整備（指導者）

グルーウェア，

成績管理等

普通教室等ＬＡＮ整備
同時利用教室拡充

ＰＣ教室（普通教室） ＰＣ教室（普通教室） 同時利用教室拡充

統合型校務支援システム機能拡充

一括整備

段階整備

（普通教室）

段階整備（学習者）

同時利用教室拡充

Ｓｔａｇｅ２

※Ｓｔａｇｅ４は

状況に応じて検討整備

・１人１台

専用可動式ＰＣ

普通教室等ＬＡＮ整備普通教室等ＬＡＮ整備

ＰＣ教室（普通教室）

段階整備（特別教室拡充）

令 和 元 年 度 第 ２ 回
総 合 教 育 会 議 資 料 N o . ５
教 育 総 務 課



 

 

 

 

 

 

 

国分寺市のコミュニティ・スクール 

学校と地域が力を合わせることによって，互いに信頼し合い，

それぞれの立場で主体的に地域の子どもたちの成長を支えていく

仕組みです。コミュニティ・スクールには，「学校運営協議会」を

設置し，教育委員会から任命された保護者や地域の方々が一定の

権限と責任をもって学校運営に参画します。  

保護者，地域の皆さんの 

力を必要としています！ 

※平成 30年４月１日現在，532市町村及び 18道府県で 5,432校が

コミュニティ・スクールを導入しています。 

 

コミュニティ・スクールとは 
役割 その１ 

コミュニティ・スクールの運営に関して，校長が作成する

学校運営の基本方針を承認することです。学校の重点目標や

年間の学校行事計画などの基本方針について，校長の説明を

受け，承認します。  

 

役割 その３ 

教職員の任用に関して教育委員会に意見を述べることが

できることです。 

例えば，学校運営の重点に児童の体力向上があれば「体育

の研究をしている先生や，体育の指導が得意な先生がほし

い」などの意見を述べることができます。 

 
 

役割 その２ 

学校運営に関する意見

を，教育委員会又は校長に

述べることができます。 

例えば･･･ 

・あいさつの指導に力を入

れてほしい。 

・もっと地域に協力を求め

てほしい。    など 

地域に学校を

開き，より信頼

される学校を

つくる 

これまでのあゆみ 

○平成 24，25年度 第七小学校・第八小学校が研究指定校 

 ○平成 25年度 第七小学校・第八小学校がコミュニティ・スクールに指定 

 ○平成 26年度 第九小学校が研究指定校 

 ○平成 27年度 第九小学校がコミュニティ・スクールに指定 

 

研究指定校 3校では，「保護者，地域の方々の思いや願いを把握し，生かすた

めの方法」「連携に効果的な組織」「連携の輪を広げるための工夫」等が話し合

われ，現在のコミュニティ・スクールに生かされています。今後は，この成果

を生かし，国分寺市立小・中学校へ拡大していく予定です。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル 

国

分

寺

市

の
目

指

す 

地域の特色を

生かした創意

工夫のある学

校をつくる 

平成 31年４月１日一部改訂 国分寺市教育委員会 

☆学校，保護者・地域の方々が同じ目標に向かって一緒に活動でき，

より豊かな教育活動を進めることが可能になる。 

☆管理職や教職員が変わっても，保護者・地域の方々と連携した組

織ができているため，連携が継続する。 

☆児童・生徒と地域の方々との絆が深まり，地域の行事等に参加す

る児童・生徒が増え，地域が活性化する。 

これまで先進的に取り組んできた学校の報告 

その 

ため

に 

 

学校教育への参加のしかた 

◇授業等にゲストティーチャーや

指導の補助として参加する。 

◇授業や行事，サマースクール等の

計画の話し合いに参加したり，会

場準備やものづくりに協力した

りする。 

◇アンケート等に意見や様々な情

報を書いて，提供する。 

令 和 元 年 度 第 ２ 回
総 合 教 育 会 議  資 料 N o . ６ 
学 校 指 導 課 
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日本の伝統文化の継承及び発展に向けた取組について 

 

『第２次文化振興計画』の中期的目標「文化に触れる」の施策の柱「学習機会の提

供」に基づき，市民の文化芸術への関心を高めるため，また，子どもたちに文化芸

術を鑑賞・体験する機会を提供するため，「文化講座」及び「伝統文化こども教室」

を実施している。 

 

１ 文化講座 

目  的  市民が身近に歴史や芸術，環境に触れ，人とのつながりを感じられるよ

うな機会の提供 

  現   状  ・平成21年度より事業を開始（令和元年度で11回目・別紙１参照） 

・平成24年度より「もっと知りたいシリーズ」と題し，国分寺市文化

振興市民会議の企画協力を得て年に１回開催 

今後の展望 内容により参加者の年齢が偏ってしまうため，幅広い年代が来場する

講座となるように検討していく必要がある 

 

２ 国分寺市伝統文化こども教室 

目  的   長い歴史と伝統の中から生まれ守り伝えられてきた伝統文化を，将来

にわたって子ども達が確実に継承し，歴史や伝統，文化への理解を深

め豊かな人間性を養うこと 

現  状  ・文化庁「伝統文化親子教室事業」の補助対象事業 

・平成15年度より事業を開始（令和元年度で17回目） 

            ・令和元年度は日本舞踊，能，詩吟，剣詩舞，和装礼法，茶道２団体，

いけばなの８教室を開催（別紙２参照） 

・発表会の開催支援 

今後の展望  広報の強化（地域包括連携協定締結先：学校法人総合学院テクノスカ

レッジの協力のもと，各教室の練習風景，発表会を撮影・編集したプ

ロモーション動画を作成，動画配信サイトで公開。市内小・中学校へ

の宣伝。）による生徒数増を見込む 

令 和 元 年 度 第 ２ 回 

総合教育会議 資料Ｎo.７ 

文 化 振 興 課 



2 

 

別紙１ 

 

開催文化講座 

年度 講座名 

21 
映画上映会と監督講演 

監督 佐藤 威一郎 参加者 57名 

22 

「西洋絵画を学びませんか～絵画鑑賞をより楽しく」「西洋絵画の見方と考え方」 

「西洋絵画を学びませんか～絵画鑑賞をより楽しく」「西洋絵画を鑑賞してみよう」 

          国分寺市美術協会会長 伊庭野 肇 参加者９名 

23 

「世界から再発信されるか 日本の伝統文化」 

～ロンドン大学で尺八の講師を体験して～ 

     （財）日本民謡協会参与・尺八師範教授 遠藤 善博 参加者 120名 

24 
もっと知りたいシリーズ 演劇のこころ「出会い」 

          劇団民藝所属俳優/市内在住 田口 精一 参加者 81名 

25 
もっと知りたいシリーズ２ work

ワ ク

 work
ワ ク

 武蔵国分寺～武蔵国分寺と関連遺跡～ 

                  元市職員 有吉 重蔵 参加者 18名 

26 
もっと知りたいシリーズ３ 万葉びとの世界～花の色に出る想い～ 

                              国学院大学講師 城﨑 陽子 参加者 63名 

27 
もっと知りたいシリーズ４ 漢字の謎にせまる！～亀の甲羅に刻まれた文字～ 

                                   漢字書作家 岡村 大 参加者 161名 

28 
もっと知りたいシリーズ５ ヘンデル作曲メサイアの魅力を紐解く 

              桐朋学園大学准教授 安田 和信 参加者 50名 

29 
もっと知りたいシリーズ６ 平家物語の世界～平曲（平家琵琶）と能の平家物語～ 

                          前田流平家詞曲相伝 新井 泰子 参加者 131名 

30 

もっと知りたいシリーズ７ 

縄文文化の芸術とその魅力～岡本太郎が見た国分寺市の縄文土器から～ 

                      岡本太郎記念館客員研究員 石井 匠 参加者 186名 

31 

（R１) 

もっと知りたいシリーズ８ 

まちの植物のせかい～国分寺の路上で見つけたちいさな美と驚き～ 

                                   植物観察家 鈴木純 参加者 184名 

 



3 

 

別紙２ 

 

伝統文化こども教室 実施内容等     ※すべて子どものみの参加可・土曜日開催 

教室名 内容 定員・回数・開催頻度 

伝統芸能

こども教

室 

日本 

舞踊 

着物の着方から舞台での表現まで，日本

舞踊を学ぶ 

20人・20回・月２回 

能 侍の教養でもあった能を，謡，仕舞の形

で基礎から学ぶ 

10人・15回・月２回 

詩 吟 古代から近代に至る漢詩，和歌等の詩文

に触れながら学ぶ 

非公開・20回・月２回 

剣詩舞 詩吟，琴，尺八に合わせた，舞など，基

礎から学ぶ 

10人・20回・月２回 

国分寺市伝統文化

和装礼法親子教室 

着物の知識と，浴衣の着付けを学び，礼

法では立ち居振る舞い，折形，年中行

事，訪問と応接のマナー，食事礼法等を

学ぶ 

20人・20回・月２回 

こくぶんじ 

ジュニア茶会 

和室での立居振る舞いや茶の作法を学

び，和敬の心を育み，もてなしの心を学

ぶ 

10人・９回・月１回 

茶道親子教室 殿ヶ谷戸庭園内紅葉亭にて，茶会への参

加を目標に，客の心得，作法など，初歩

から指導 

10人・11回・月１回 

いけばな はさみの持ち方，枝の切り方等を学び，

草木を使った作品の作成 

25人・22回・月２回 
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東京 2020大会後のスポーツ施策の推進について 

 

１ ボッチャの普及 

目  的   ボッチャは「障害の有無や体格，体力，年齢などに関係なく，多くの人が平等

にゲームを楽しむことができること」，「気軽にできる分，勝利するためには戦

略も必要であり，チーム内でコミュニケーションが自然に取れるようになるこ

と」が魅力である。 

共生社会を手軽に体験できるスポーツともいえるボッチャを，東京 2020大会後

も市内で広く行えるような環境を整備することで，スポーツへの興味と関心を

高め，「する」「観る」「支える」スポーツ活動への参加を促進する。 

 

現  状  ・体育施設指定管理者が毎月１回市民スポーツセンターでボッチャ体験会を開催 

・こくぶんじ地域クラブが月１回ボッチャ練習会とボッチャ大会を開催 

・市内小中学校でボッチャ体験授業を実施。国分寺市スポーツ推進委員の指導実 

績あり 

・平成 31年度 市内小学校にボッチャクラブ誕生 

・障害者（児）お楽しみ会，運動会でボッチャ体験を実施 

・保育園児と高齢者施設利用者によるボッチャ交流イベントを実施 

 

実施内容  ・ボッチャ体験会イベントの開催や，定期的な活動の場の提供 

・学校教育の場や自治会など地域コミュニティへのボッチャ用具の貸出しと指導 

者とのマッチング 

・指導者，審判講習会の開催 

 

  

令 和 元 年 度 第 ２ 回 

総合教育会議 資料Ｎo.８ 

ス ポ ー ツ 振 興 課 



2 

 

２ 体育施設の利用促進 

目  的  バリアフリー化されている体育施設を活用し，利用者の利便性を向上させ，利用

促進を図る。 

 

現  状  ・都のオリパラ補助金を活用して，市民スポーツセンター（H30），けやき運動場

（R１）のバリアフリー化等改修を実施 

・市民室内プールでベトナム・パラリンピック水泳選手団の直前合宿を実施 

・テニスコートで車いすテニスの利用実績あり 

 

実施内容  ・体育施設がバリアフリー化されていることをＰＲ 

・ユニバーサルスポーツ，レクリエーションスポーツ体験事業の実施 

 

３ 応援アスリート事業 

目  的  市にゆかりのある現役アスリートを「応援アスリート」として認定し，その活動

を市民に周知することで，「観る」「支える」スポーツ活動への参加を促進する。 

 

現  状  令和２年１月現在，以下の３人を認定している。 

種目 氏名 備考 

ボッチャ 唐司
とうのし

 あみ （一財）日本ボッチャ協会の令和元年度の強化指

定選手 

テコンドー 西川
にしかわ

 千尋
ち ひ ろ

 第 30回全日本テコンドー選手権大会に優勝，最

優秀選手賞獲得 

ゴルフ 小室
こ む ろ

 敬偉
け い ん

 令和元年度の東京アスリート認定制度登録者 

 

実施内容  ・スポーツイベントへのゲスト参加と競技デモンストレーションや競技体験会を

開催 

・市報，ホームページ等を活用，応援アスリートの活動を広報  
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４ スポーツ関係団体ネットワークの構築 

目  的  市内のスポーツ関係団体相互が情報を共有し，連携して市のスポーツ振興を図る。 

 

現  状   

団体名 内容 

国分寺市体育協会 26競技が加盟。市民体育大会，指導者講習会等を実施 

国分寺市スポーツ 

推進委員協議会 

スポーツ基本法 32 条に基づき，市長から委嘱を受けた非常

勤特別職の公務員。「スポーツ事業の企画・立案・運営」

「地域スポーツ活動のコーディネート」「スポーツ関連事業

へのアドバイスや協力」を実施 

こくぶんじ地域

クラブ 

スポーツ基本法 21 条に基づき，平成 25 年度に設立。子供

から高齢者まで（多世代），様々なスポーツを愛好する人々

が（多種目），レベルに合わせて参加できる（多志向），と

いう特徴を持ち，地域住民により自主的・主体的に運営さ

れるスポーツクラブ 

国分寺市体育施設 

指定管理者 

市民スポーツセンターを含む８施設を管理する指定管理

者。施設貸し出し，管理だけでなく，自主事業として各種

教室を実施 

 

実施内容  各団体の事業を共有し，他団体との連携による効率的・効果的なスポーツ事業を

計画・実施する。 


